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プロローグ




　ピチャリ、ピチャリと淫らな水音が耳を打つ。私は腰を跳ねさせて、涙を散らしながら痺しびれるような愉悦に全身を震わせる。

　縋すがるものを求めて両腕を伸ばしたら、下肢の間に覗く漆黒の頭髪を撫でるような恰好になった。指の隙間を滑っていく想像よりも柔らかな感触に驚いたのはほんの一瞬。

「あっ!!」

　尖らせた舌先でひと際深くを暴かれて、黒髪をクシャリとかき混ぜながらもう幾度目ともわからぬ小さな絶頂へと駆け上る。

「あ、ぁああっ！」

　ピンとつま先が伸び、下腹にキュッと力が籠こもる。

　やがて体がゆっくりと弛し緩かんして快感の波が引いてきても、腰は重怠い絶頂の余韻にピクリピクリと揺れていた。中から引き抜かれる刺激に、思わず艶めいた喘ぎが漏れそうになり、グッと瞼を閉じ唇を引き結んでこらえた。

「頑ななことだ」

　呟きは、下肢の間ではなく頭上から聞こえた。

　僅かに呆れを含んだ声にハッとして目を開くと、奇跡のような美貌の獣と目が合った。

「お前の体は従順に快感を拾い、柔らかに綻んでいるというのに。お前も感じるまま、甘やかな声で囀さえずればいい」

　酷こく薄はくな笑みを浮かべたその瞳は、深く澄み切ったアメジストのように冴え冴えと美しい。

　思わず見惚れそうになるが、彼の瞳に映る淫らな自分の姿を見定めた瞬間、目の前が絶望の色に塗られたような心地がした。直視するのが耐えがたく、私は逃げるように視線を逸らした。

　……契約でのみ成り立つはずのこの行為。なのに私は……。

　サイラス様は冷酷だが決して不実ではなく、約束はきちんと果たされている。

　ならば、問題は彼ではなく私自身なのだ。

　初めて体を敷布に縫い留められた二週間前のあの日、契約を迫られて頷いたのは私。貞操と引き換えに弟が守れるのなら、この身を差し出すことに寸分も躊ちゅう躇ちょはなかった。与えられる辱めも、穿うがたれる痛みすら、愛する弟のためと思えば辛いとは感じなかった。

　そうして体を重ねる度いつしか痛みは和やわらぎ、代わりに触れ合った肌から目も眩むような悦えつ楽らくが湧き上がるようになってしまっている。

　私は、父亡き後に屋敷に幾人もの情夫を引き入れ、父の遺した財を食いつぶしていく母をずっと侮蔑してきた。しかし、これでは私も母となんら変わらない。

　契約の行為に妄みだりに喘ぎ、愉悦に腰をくねらせる私はなんと浅ましいのか……。

「情事の最中によそ事とは随分と余裕だな」

　ムッとしたような低い声が耳を打つのと、灼熱が圧倒的な質量をもって割り進むのは同時だった。

「んんっ!!」

　美しい獣が私に食らいつき、快感の渦中へと私を引き摺り込んでいく。手指や唇でされる愛撫より、もっと奥、深いところが重く痺れる。

　ひとりで上らされるのとは段違いの一体感と充足感に逆の上ぼせたようになり、脳のう髄ずいから蕩とろけてしまいそうだった。

　引き結んでいたはずの唇は緩く開き、いつしか甘やかな喘ぎが漏れ始める。

　頭上でサイラス様が満足げに笑む気配がし、逞たくましい腕にギュッと抱きしめられて頬が厚い胸板に押し当てられた。私は敷布を掴んでいた手をそっと外し彼の肩に回す。

　サイラス様が抱きしめる力を強め、全身がすっぽりと多幸感に包まれる。

「……なぜ泣く!?　痛むのか？」

「え？」

　すぐには言葉の意味が理解できなかったが、目尻にそっと唇を寄せられ舌先で涙の雫が掬すくい取られるのを感じて、初めて自分が泣いていることに気がついた。

「い、いえ！　平気です」

　慌てて答えたのは、彼が存外に私の痛みに対して敏感だからだ。

　初めての時もそうだった。

　彼は一見すれば無慈悲で冷酷なようだが、私が痛みに顔を歪めれば即座にそれを感じ取り、ゆっくりと強張った体を解きほぐす丁寧さを見せた。それはさながら、ガラス細工でも扱うかのようだった。

「ただ、あなたの腕があまりに温かくて。勝手に涙が……」

　……そう。私を抱きしめる腕が温かで優しくて。

　そのことが無性に愛おしくて、気付けば涙が溢れていた。

「変わった奴だな、温かいと泣きたくなるのか？」

「ふふっ、おかしいですかね」

「いや、そんなことはないな。俺も最初の晩、お前の温もりが無性に愛おしく感じられて眦まなじりが熱を持った」

「えっ!?」

　サイラス様の口から飛び出した予想だにしない台詞に、私は目を丸くした。

「あの！　今、私のこと――」

「おしゃべりはここまでだ。もっとお前を味わいたい」

「あっ！　ぁああっ!!」

　私が先の『愛おしく』という単語について問い質ただすよりも前、一番深いところを穿たれて目の前にチカチカと星が散る。

　思考は真っ白に弾け、彼と彼に与えられる快感以外なにも考えられなくなった。

　この瞬間はサイラス様との契約も、弟の体調についての不安や浅ましい我が身のことも忘れ、与えられる快感に身を委ねた――。










出会い




　――カーン、カーン。

　ラインフェルト帝国の帝都を一望する高台に悠々と聳そびえ立つ宮廷の中庭に鐘の音が響き渡る。

　二連打の鐘の音は、故人が常夜の国まで迷わずに逝けるよう誘う道しるべ。弔いの鐘だ。

　ラインフェルト帝国軍の前最高司令官で初代元帥の栄誉まで賜たまわった父の国葬には、皇帝陛下を始め名だたる要人らが中庭を埋め尽くすほどに集っていた。その参列者全員が鐘を合図に揃って頭こうべを垂れる様は圧巻で、もともと親らしいことなどしてもらった記憶がないだけに、父を一層遠く感じた。

　……おかしいわね。一国の平安をその腕ひとつで築き上げ、英雄ともてはやされた人なのに、いち家庭の安寧は築くことができなかっただなんて。

　だが、ひとつ見方を変えれば、母が情夫を幾人も引き入れて浪費し放題の状況や、屋敷や家財まで抵当として差し押さえられている我が家の懐事情を知らぬまま逝けたことは幸せなのかもしれない。

　もっとも、残された方はたまったものではないけれど。

　自嘲的な笑みが込み上がりそうになるのを、意識的に口元を引きしめてこらえた。

　……お父様。国の英雄もいいけれど、私たち家族のこともほんの少しでも顧みてほしかったわ。

　胸の中で小さく恨み言をこぼしながら、連日の家事ですっかり荒れてしまった手指を組み合わせて胸に当て、頭を垂れて天へと旅立つ父の安らかな眠りを願った。

　どのくらいそうしていただろう、左隣に立っていた弟のセリウスが飽きた様子で喪服のドレスの裾を引いた。

「ねぇセリーヌ姉様、いつまで頭を下げているの？　僕、早くお部屋に戻って残りのお菓子を食べたいよ」

　目線を向けると、セリウスはキラキラとした目で訴える。

　親族用の控えの間として宮廷内に宛がわれた一室には、宮廷専属の菓子職人の手で作られた芸術品のような菓子が多く用意されていた。普段、私の作った素朴な菓子しか口にしていないセリウスは、輝くばかりの菓子が気になって仕方がないようだ。

「こら、セリウス。これがお父様との最後のお別れよ。ちゃんとご冥福をお祈りしてちょうだい」

　唇に人差し指を当てて咎とがめれば、セリウスは心底わからないというようにキョトンとした表情で私を見返した。

「なんで？　どうして僕がろくに顔を見たこともない父上の死後の平安を祈らなくちゃならないの？」

　無邪気な問いかけに、私は返す言葉に窮きゅうした。

　四つ下のセリウスは病気がちで、ほとんどの時間を屋敷の中で過ごしているせいか、十歳という年齢を考えると少し幼いところがあった。手がかかる反面そんな弟が可愛くて堪たまらなかったのだが、率直すぎるこの質問にはさすがに戸惑いを隠し切れない。

「皆の者」

　セリウスと長いこと目線を絡め、私がついに重い口を開きかけたその時、参列者の先頭に立つサイラス皇帝陛下の朗々とよく響く声が静寂を破った。

　それを合図に一同が礼を解いて背筋を伸ばす。私も折っていた腰を上げ、姿勢を正して前方に向き直った。

　並み居る高官らの中央に立つ御年・二十三歳、今年で在位四年目のサイラス皇帝陛下は、宝飾品のひとつも着けず、弔いのための簡素な黒装束に身を包んでいてもなお圧倒的な存在感を放ち、王者の風格に溢れていた。

　……なんて、鋭い目をしたお方なの。いいえ、目だけじゃないわ。まるで、彼自身が研ぎ澄まされた刃のよう。

　強い意志を秘めた孤高の瞳に、ぞくりとした。この時、私の胸に湧き上がった感情は恐怖よりも畏い敬けいに近い。

「プロスペールは類まれな統率力と指導力によって、我が軍を帝国史上最強の軍隊に育て上げた偉大なる功労者だ。そして晩年は病を押し、その命尽きるまで後進の育成に尽力してくれた」

　サイラス様の弔ちょう辞じを受け、参列者の列のそこかしこから咽むせび泣く声があがる。

　亡き父を偲ぶそれらの声をどこか冷めた思いで耳にしながら、私の目はサイラス様ただひとりに釘付けになっていた。同時に私は心のうちで、かつて抱いた疑問について思い出していた――。

　三年前、西に隣接するモンターナ王国が、我が国に侵略してきたことがあった。その時、父は北の蛮国との小競り合いの鎮圧に一個小隊を率いて出向いており、不在の父に代わってその年皇帝に就任したばかりのサイラス様が帝国軍の陣頭指揮を執られた。最終的にサイラス様はモンターナ王国軍を返り討ちにして国土を制圧、女子供まで容赦なく王族を処刑した。

　この一報を聞いた時、私はなんて非道なことをするのかとサイラス様を嫌悪し、憎悪すら覚えていた。しかし、この話には続きがあった。

　王族を一族郎党根絶やしとした一方で、サイラス様はモンターナ王国民に対しては温情をみせた。モンターナ領として国の名を残し、ラインフェルト帝国の属領として併合する形で、敗戦国の民の権利を保証したのだ。

　王族への冷徹で情け容赦ない処遇と、民に対して取った温情に溢れる措置。サイラス様という人の本質は、非道と善良のどちらなのか――？

　私は当時、恐れ多くもそんなことを考えていた。

「プロスペールを失ったことは帝国にとって大きな損失だ。だが、憂うことはない。現ラインフェルト帝国軍最高司令官を兼任する私がこの国を率いている今、近隣諸国の侵略に怯え暮らす日々は、既に遠い昔。豊かな我が国を狙う輩は、私が何なん人ぴとたりと許しはしない。ラインフェルト帝国の安寧は、私がこの手で守り抜く！」

「サイラス皇帝陛下万歳――！」

　サイラス様を称える声が、中庭の空気を震わせた。

　実際にこの目にサイラス様を映し、私は当時の疑問にひとつの答えを見いだしていた。

　……絶対王者として君臨する彼の心の内側は、常人には計り知ることはできないけれど、非道さも温情も、どちらもが彼の一端なのだ。さらに言えば、それ以外にも多くの面を併せ持っているに違いない。

「プロスペールよ、其方そなたの生前の尽力に心からの感謝を――。安らかに眠れ」

　……サイラス様は人情深い面もお持ちなのだわ。

　これまでの力強さから一転、故人への慈しみが籠もった別れの言葉を聞きながら、不敬にもそんなことを思った。

「プロスペール元帥閣下の葬儀は終了、これにて解散とあいなります。お集まりの皆様には、宮廷前の馬車停めに順に移動をお願いいたします。なお、近親者及び閣下との交流が深かった皆様には先にご案内の通り、閣下の生前の功績を称える晩餐会を午後七時より大ホールにて執り行いますのでお越しください。晩餐会に参加される方は、時間まで控えの間にて待機をお願いいたします」

　サイラス様の弔辞が終わり、進行役が今後の流れについてアナウンスをすれば、参列者の多くはゆっくりと馬車停めへと移動を始める。

「やったぁ！　これでやっとお部屋に戻れるね」

　当然、近親者である私たちは晩餐会に参加することになっており、控えの間での待機と聞かされたセリウスは声を弾ませた。

　私は先の問いかけが有う耶や無む耶やのままになったことに胸を撫で下ろしつつ、無邪気な笑みを浮かべるセリウスの頭をポンポンッと撫でた。

「ねぇセリウス、花壇のお花がとっても綺麗だわ。控えの間に戻る前に、少しだけ庭園をお散歩しない？」

「うん、いいよ！」

　私の提案に、セリウスは即答で頷いた。

「あの、お母様。私とセリウスはお庭を少し散策してから戻ります」

「勝手になさい」

　母はぞんざいに答えると私たちにくるりと背中を向け、宮廷の玄関ホールの方へと歩いていった。

「ねぇねぇ姉様。今日のお母様、いつにも増して不機嫌じゃない？」

　母の背中を見ながら、セリウスが小さく囁く。

「きっと、お父様が突然亡くなって諸々の処理なんかで忙しかったのよ」

　私はあえて事実ではない答えを選び、軽い調子で返した。

　サイラス様も弔辞の中で触れていたが、父は晩年病を患っていたという。父は家には寄りつかず軍部で過ごしていたから、私がこの事実を知ったのは父の死後だ。

　病死の一報を軍部から受けた時、早くに知らせてくれていれば、生前にもっと色々と準備しておくこともできたのに……と私は亡き父を恨んだ。

　傍はたから見れば、親不孝と映るかもしれない。だけど、それくらい私と父の間には大きな溝があった。同様に、母と父の間にも大きな溝があった。

　母が不機嫌な本当の理由は、突然の葬儀によって年下の恋人との旅行に行けなくなってしまったからだ。しかし、十歳の弟にこんな事実を伝えられるわけがなかった。

「ふーん、そういうもの？　僕には姉様の方が、よっぽど忙しそうに見えたけど……」

　怪訝そうに首を傾げるセリウスに曖昧に微笑んで応え、馬車停めや玄関ホールに進む参列者の波に逆らうように中庭から庭園へと続く石畳を歩きだした。

　途中、玄関ホールへと進む母をチラリと振り返る。夫の喪に服していると考えれば不可解なくらい完璧に頭髪と化粧を整えて颯さっ爽そうと歩む母の後ろ姿が見えた。

　楚そ々そとした美貌の母はどこか少女めいて、その横顔は輝くばかり。四よ十そ路じも目前だというのに衰えとは無縁の若々しさだ。

　スッと視線を自分の下方に落とすと、手入れされた母の爪や指とは別物みたいにカサカサに荒れた手指が目に映る。

　使用人の給金が支払えなくなって二年、私がひとりで屋敷の家事の一切合切を担ってきた。家を顧みなかった父はもとより母もそのことに気付いていない。

　とはいえ伯爵位にあり、かつ、国から破格の名誉である初代元帥の名まで賜った父の家族が金銭的に窮していようとは誰も思わないだろう。しかし父は金銭的な褒ほう賞しょうをすべて固辞しており、軍最高司令官引退に際しての退職金すら辞退していた。

　ここに母とその情夫らの浪費が重なり、父の現役時代の蓄えは一気に底をついた。

「まぁいいや、あの調子のお母様とずっと同じ部屋にいるのも息が詰まるもんね。お菓子は逃げないし、姉様とお散歩してからにするよ！」

「……え、ええ。そうね」

　私は時々セリウスの言葉にドキリとすることがあったが、無邪気な彼の発言に対してどうしてそう感じるのかはわからなかった。

　セリウスとふたり、手入れの行き届いた花壇の花々を楽しみながら庭園を進んでいく。

　宮廷の庭園は広大な敷地面積を誇り、奥は希少樹の遺伝的な交流の観察や種子生産を目的にした樹じゅ林りんになっている。私たちがひと度そちらに入れば、あっという間に迷子になってしまうだろう。

「ねぇ姉様、あっちからなにか聞こえる！」

　突然セリウスが叫び、整えられた石畳を外れて樹林に飛び込んでいく。

「え!?　待ってちょうだい、セリウス！」

　咄嗟に彼の背中を追った。木々の合間を縫うように駆けていく後ろ姿を見失わないように必死で、とてもではないが道筋を記憶する余裕はなかった。

「ちょっとセリウス！　急にどうし――」

「シィッ」

　やっとのことで大木の根元にしゃがみ込むセリウスに追いついて声を張れば、セリウスが唇に人差し指を当てながら振り返り、私の言葉尻を遮った。

「セリーヌ姉様、これを見て」

　セリウスが体の位置をずらしたら、血で汚れた真っ白な子猫が地面に力なく横たわっているのが見えた。

「ひどい怪我をしているわ！」

　目にした瞬間、私は数歩分の距離を一気に詰め、ドレスが血で汚れるのも構わずに膝上に抱き上げる。手早く子猫の怪我の状態を検分していく。

　――ミャー。ミャー。

　子猫はむずかるように、小さく鳴き声をあげた。

「この子は大丈夫？」

　心配そうにセリウスが覗き込んだ。

「ええ。背中に走る引っ掻き傷は少し範囲が広いけれど、深くはないみたい。手当てをすればきっと大丈夫よ。ただ、随分と衰弱しているみたい。母親とはぐれてしまってお乳をもらっていないんだわ」

「だったら早くお城に戻って、ミルクをもらわなくっちゃ！」

「そうね」

　子猫を腕に抱きスックと立ち上がり、樹木に囲まれた周囲を目にして愕然とした。

　木々が生い茂る樹林は右を見ても左を見ても似たり寄ったりの景色が続き、方向感覚を狂わせる。

　私は自分がやって来た方向すらわからなくなっていた。

「ねぇセリウス、私たちがどっちから来たか覚えている？」

「ううん。小さな鳴き声を聞くのに必死だったから……」

　――パキンッ。

　その時、背後で小枝を踏みしめる音があがる。ハッとして振り返ると、見上げるほどの長身に黒衣を纏まとった男性のシルエットが目に飛び込んだ。

「其方ら、そこでなにをしている。ここは国立研究所の調査対象である希少樹の生息場。何人にも立ち入りは許可していない。ことと次第によっては、ただではおかぬ。子供といえども牢屋行きは免れんぞ」

「申し訳ございません！　葬儀に参列の後、庭園を散策しておりましたら、こちらの樹林から子猫の鳴き声があがるのを耳にし、思わず飛び込んでしまいました」

　光の加減で男性の顔は見えないが、身震いするような厳しい声音で誰すい何かされ、私は咄嗟に腰を折って謝罪を述べる。

　だけど、この声って……？　兢きょう々きょうと肩を竦すくめながら、心臓がドクドクと早はや鐘がねを打ちだす。

「子猫？」

　男性は低く反復し、大きく一歩を踏み出して私の腕の中を覗き込む。反射的に見上げた視界に、彫像よりなお整った美貌が飛び込んできて驚きに目を瞠みはる。

「へ、陛下……！」

「……こいつは！」

　私と男性……もとい、サイラス皇帝陛下の声が重なる。

　男性は、先の葬儀で参列者の最前列に悠然と立っていたサイラス皇帝陛下その人だった。

　目の前の人物が最高権力者と知り、子猫を抱いたまま弾かれたように膝を折って頭を垂れる。

「嘘？　皇帝陛下!?」

　私の声を聞きつけたセリウスも、慌てて膝を突いて頭を下げた。

「それを寄越せ」

　……え？　頭上から声をかけられて、すぐには理解が追いつかずに固まっていたら、前方から伸びてきた腕に子猫を奪われてしまう。

「あっ！」

　考えるよりも先に、サイラス陛下に掴み上げられた子猫に向かって手が出ていた。

「こいつは俺が預かる。其方らの手出しは不要だ」

　サイラス陛下は私の手を難なく躱かわし、血で汚れるのも厭わずに立派なマントで子猫を包んで言い放つ。

「は、はい。ご無礼をいたしました」

　皇帝陛下にこうまで言われてしまえばこれ以上食い下がることもできず、伸ばした手を引っ込めながら詫びる。

「其方らの此こ度たびの立ち入りは不問とする。早々に立ち去れ」

　端的に告げられた不問と退去の指示に、視線をゆるく右に左に巡らせながら立ち尽くす。

「どうした。さっさと行け」

「申し訳ありません！　実は、帰りの方向がわからなくなってしまい……。どちらに向かえば宮廷に帰り着けますでしょうか」

　立ち去る気配を見せない私に対し、訝いぶかしげに言葉を重ねるサイラス陛下に、ガバッと頭を下げて問う。

「……ついて来い」

　サイラス陛下はしばしの間を置いて低く告げ、くるりと踵きびすを返した。




「――そうか。其方らはプロスペールの子であったか」

　サイラス陛下の先導で宮廷に戻る道すがら私が出自を告げたら、サイラス陛下はこれまでの厳しく引きしまった表情を僅かに綻ばせる。

「プロスペールは尊敬する師範で、今の俺があるのは彼のおかげと言っても過言ではない」

「畏れ多いことでございます。僭せん越えつながら、父が若き日の陛下のご指導に当たらせていただいたことは聞き及んでおります」

　サイラス様が軍部出身の皇帝という珍しい経歴を持つことは周知の事実だ。ただ、もともと彼の帝位継承順位は下位だった。

　前皇帝陛下は正妃の他にも数多の側妃を持ち、後宮には多くの皇子皇女が暮らしていた。サイラス様はそんな後宮で第五皇子として産声をあげた。後宮は彼にとってあまり居心地のいい場所ではなかったのだろう。サイラス様は十歳にして自らの意思で軍部に身を移す決断をしたのだが、その際に皇子という身分を考慮した優遇は一切望まなかったそうだ。

　そうしてサイラス様は、年長の皇子らが不慮の事故や病気によって死去し、帝位継承権第一位の皇太子として宮廷に呼び戻されるまでの八年間を軍で過ごした。その間に時の最高司令官であった父から一切手心なしの厳しい鍛錬を受けてめきめきと力をつけ、実力で司令官補佐という軍ナンバーツーまで登り詰めた。

　その後、前皇帝の死去によって十九歳で帝位を継承。その翌年にはモンターナ王国併合の功績を引っ提げて、引退する父の後任としてラインフェルト帝国軍最高司令官に就任している。そして現在、彼は言わずと知れたラインフェルト帝国建国以来初の軍人皇帝だ。

「プロスペールの指導は厳しく、若かった俺は反発心を覚えたこともあった。だが、彼ほど情に厚く、気骨のある男はいないと、俺はウェルサート峡谷の合戦で思い知らされた」

　サイラス様は生前の父との交流を饒じょう舌ぜつに語りだす。

「たしか、ウェルサート峡谷の合戦は帝国史でも稀にみる大勝利を収めていたはずですね」

「その通りだ。ただし帝国の被害を最小限に抑えて掴んだこの勝利は、プロスペールの神がかった戦略があってこそ。彼は地の利を活かし、少数精鋭の部隊で敵軍の背後に回り込み、奇襲をかける計画を立てた。結果、敵は総崩れとなった」

「そこに、サイラス様も参加しておられたのですか？」

「ああ。血気盛んだった俺は、経験不足で時期尚早と反対するプロスペールを押し切って参加した。そうしたら案の定、俺は怪我を負い、自力での歩行ができなくなった。あの時は死を覚悟した」

　私とて、自力で移動がかなわなくなった者は置いていくのが軍の鉄則だと知っている。それが敵陣へ潜入中の少数部隊となればなおのことだろう。

　だけど今、サイラス様はこうして私の目の前にいる……。

「プロスペールは、俺がどんなに置いていってくれと頼んでも首を縦に振らなかった。『端はなから、あらゆる可能性を考え、その上で俺はお前の参加を認めた。この部隊から死人は出さん。俺の判断に口出しするな！』と一蹴し、俺を背負って奇襲の指揮をやり切り、なおかつ、言葉通り部隊からひとりの死者も出さず帰還した」

「そうだったのですか」

「ちなみにプロスペールは、俺以外の隊員にもこの姿勢で一貫していた。彼は身分や権力、規律にすら左右されず、己の信義に基づいた行動を取る熱い漢おとこだった。もしかすると、軍最高司令官としては正しくないのかもしれない。だが俺は、プロスペールを生涯の師と定め、彼にどこまでも付いていこうと決めたのだ」

　サイラス様の語る父の雄姿は、私の心にはまるで響いてはこなかった。ただし、サイラス様がどんなに父を尊敬し、慕っていたのかはひしひしと伝わってきた。

「俺の身分に忖度しないといえば、彼の作戦で俺は囮おとり役をやったこともあったな。プロスペールというのは、食えない男だった。……だが、そんな豪ごう胆たんなところがよかった」

　サイラス様は懐かしむように目を細くした。

「サイラス様のご身分を知りながら囮にというのは、なかなかできるものではありませんね」

　話をしているうちに、いつしか庭園を抜けていた。見知った中庭に戻ってきたことに、内心でホッと安堵の息をついた。

「彼のような偉大な男を父に持てて、其方らはさぞ鼻が高かろう」

　中庭を進みながら、サイラス様は端から答えを確信したような口ぶりで告げる。

　この言葉に、ここまでずっと無言を突き通していたセリウスがピクリと眉根を寄せ、隠そうともせず不機嫌な空気を漂わせるのを感じ取った私は、慌ててセリウスが口を開くよりも先に、当たり障りのない答えを返す。

「はい。大変誇らしく思っております」

　不満を露わにしたセリウスの態度に気が気でなかった。

「……あんな奴、全然偉大なんかじゃない。いったいなにを見てるのさ」

　ところがセリウスは私の心配をよそに、サイラス様に対し失礼極まりないことを口走る。

　セリウスの発言を聞きつけたサイラス様はピタリと足を止め、緩慢な動作で一歩後ろに続く私たちを振り返った。

「ほう、それはまるで俺の目を節穴と申しているようではないか。その方、なかなか面白いことを言う」

「申し訳ございません！　今の発言に、意味などなにもないのです。幼さゆえの戯たわ言ごとと、どうかお聞き捨てくださいませ！」

　私は庇うようにスッとセリウスの前に出ると、サイラス様の足元に膝を突いて詫びを叫んだ。地面に頭を擦りつけるようにすれば、下ろしていた長い髪が項うなじでふた筋に分かれ、毛先が地面にサラリと滑り落ちていった。

「待ってよ、セリーヌ姉様。陛下はさっき『面白い』とおっしゃってくださったじゃない。それに戯言ってなにさ。僕は間違ったことなんて言っていないんだから、姉様が謝る必要だってない」

「いいから!!　あなたは黙っていなさい！」

　後ろから伏した私の上半身を起こそうと肩を引いて無礼な発言を繰り返すセリウスに眩暈めまいを覚えながら、彼の手を乱暴に振り払う。

「……サイラス陛下、弟は幼少期より病気がちで、貴族子弟として当たり前の常識や作法の習得にも滞りがございます。弟には私から厳しく言い含めますゆえ、なにとぞご容赦を……！」

　サイラス様がどんな表情をしていたのか。ますます低く地面にひれ伏した私にはわからなかった。

　その時、既に目と鼻の先まで迫っていた宮廷の玄関から、こちらに向かって駆けてくる複数の足音が耳を打つ。

「失礼いたします、サイラス陛下。この者らが陛下に対し無礼を働いたようにお見受けいたします。身柄を拘束いたしますか？」

　駆け寄ってきた近衛兵がサイラス様に問う。中庭で繰り広げられていた一連の出来事は、すべて宮廷の玄関に控えていた近衛兵たちに見られていたらしい。会話の詳細までは聞こえていなくとも、彼らはきっとこちらの不穏な気配をつぶさに感じ取っていただろう。

「なんでもない。プロスペールの子らと彼の生前の話に花を咲かせていただけだ」

「し、しかし……」

　近衛兵らの先頭に立ったリーダー格と思しき兵士は納得のいかない様子で、サイラス様と地面に膝を突いたままの私とを交互に見ていた。

「俺がなんでもないと言っている。二度言わせるな。それよりこれを至急宮廷医のもとに運び、手当てをさせよ」

　サイラス様はそれ以上の言及を許さずピシャリと言い切り、マントで包んだ子猫を差し出した。

「……こ、これは！　お預かりいたします！」

　子猫を目にした兵士は目を瞠り、宝物にでも触れるみたいな恭うやうやしい手つきでマントごと受け取って駆け出した。

「お前たちもだ。さっさと持ち場に戻れ」

「「ハッ！」」

　サイラス様の指示で、近衛兵らは蜘蛛の子を散らしたように持ち場へと戻っていった。

「其方、いつまで宮廷の砂を舐めているつもりだ？　物好きな奴だ」

　恐々と身を縮める私の頭上から、サイラス様が嘲り混じりに言い放つ。

「……あ、あの！　畏れながら、私どもへのお咎めはなしということでよろしいのでしょうか？」

「お咎め？　ハッ！　わからんことだ。生あい憎にくと俺は多忙でな。周りを飛ぶ蝿はえが立てる羽音にいちいち目くじらを立てる暇はない」

　サイラス様はくるりと踵を返すと、私たちをその場に残し玄関ホールへと歩きだす。

　彼が放った王者の傲慢さが滲む尊大な物言い。しかしそれは、同時にセリウスの不敬を見過ごす寛大さを示している。

　衝撃に見開いた目に威風漂う彼の後ろ姿を映しながら、胸が不可思議にざわめくのを感じた。

「日頃から俺の勘はよく当たる」

　……え？

　三歩ほど進んだところで、ふいにサイラス様が足を止めたと思ったら、こちらを振り返って真意のわからないことを口走った。

「どちらとはわからんが、お前たち姉弟とはまた相見まみえることになりそうな気がしている。その時は、せいぜい俺を楽しませてくれ」

　サイラス様は皮肉っぽく口角を上げてこんな風に言い置くとスッと前に向き直り、今度こそ玄関ホールの中に吸い込まれて消えた。




「なにが皇帝さ、尊大で底意地の悪い奴。それにまた相見えるどころか、騒ぎを聞きつけてやって来たお母様の逆げき鱗りんに触れて菓子を食べることはおろか、晩餐会への参加だってできずにこうして早々に屋敷に帰されているんだから、奴の勘は大外れだよ」

　カタカタと走行する馬車内で、セリウスがぷうっと頬を膨らませて不満げに言い募る。

「お願いよセリウス。今後はどうか、私の寿命を縮めるような言動はしないでちょうだい。今回はサイラス様の温情でこうして咎めだてなく済んだけれど、一歩間違えば不敬罪で牢屋行きになってしまっていたわ」

　懇願混じりにセリウスに告げながら、なんとなくサイラス様が口にした『また相見えることになりそう』は今晩の晩餐会のことではなく、別の機会のことを言っていたのではないかと思った。

「……わかってるよ。だけどあいつが、横からしゃしゃり出てきて僕たちが見つけた子猫を当然っていう顔で横取りしていくから……。僕が飼おうと思ってたのに」

「そうね。けれど、サイラス様ならばきっと適切な処置をして、然るべき対応をしてくださるわ」

「なんでわかるのさ？」

「だって、私のドレスが汚れてしまったからって、替えの手配までしてくださった。こんな細やかな気遣いをしてくださる方が、あの子を粗そ略りゃくに扱うとは思えないわ」

　……そうなのだ。私が今着ているのは、実はサイラス様の名前で届けられた新しいドレスだった。

【汚れてしまった喪服の代わりに】とたったひと言添えられて、控えの間に運ばれてきたこれを見た瞬間、私は思わず息をのんだ。

　普段使いの品ゆえ決して派手ではないが、極上の絹地で丁寧に仕立てられたドレスは、ひと目でその品質のよさがわかった。

　日々の暮らしにも窮する中で、自分のドレスを誂えたのはもう何年も前のことだ。真新しいドレスの香りと柔らかくも張りのある感触にホゥッと感嘆の息が漏れた。

　セリウスは、私が身に纏う極上の絹地のドレスをチラリと見て特大のため息をついた。

「なにさ。そんな大層なドレスを古着屋で買った喪服の替えに寄越すなんて、嫌みな奴！　……僕が大きくなったら、姉様にもっと素敵なドレスをいっぱい新調させてあげるんだから！」

　セリウスはフンッと鼻を鳴らして告げた。

　危なっかしい言動にいつもハラハラさせられてしまうけれど、私はセリウスのこういう素直で優しいところが愛しくてたまらなかった。

「それに今は、お母様の浪費のせいで傾いた家を姉様ひとりに切り盛りさせてしまっている。大きくなったら、僕が絶対にこんな状況から姉様を守ってあげる」

　さらに彼は、ちょっと早口でこんなに嬉しい台詞を続けた。

「ふふふっ。ありがとう、セリウス。私はあなたの将来が今から楽しみでならないわ」

　私と同色の金髪を撫でながら告げたら、セリウスはちょっと気恥ずかしそうに車窓の方に顔を背けてしまった。

　……正直、我が家の状況はかなり厳しい。今日の葬儀と晩餐会出席の体裁を整えるため、金の燭台と銀食器をすべて売り払った。そろそろ売れる家財も乏しくなってきていた。

　セリウスは体こそ弱いが、その頭脳はずば抜けている。彼が大人になれば、あるいは事業分野などでの成功もあり得る。だが、十歳のセリウスが大人になるまで、果たして我が家に猶予はあるのだろうか。

　セリウスは『こんな状況から姉様を守ってあげる』と言ってくれた。だけど、私だって思いは同じ。どんな状況でも、愛しいセリウスは絶対に私がこの手で守る――！

　艶やかな髪を手て櫛ぐしで梳いてその感触を愛おしみながら、内心で固く決意を噛みしめた。




＊＊＊




　――カーン、カーン。

　その音は、いつも束の間の眠りの中に現れる。安息の眠りを貪るなど許さないとでもいうように俺に休息を許さない。

　軍部から宮廷に居を戻して以来、俺に安寧の時はない――。




　――カーン、カーン。

　弔いの二連打の鐘が鳴る。

　幼い俺は美しく優しい自慢の母に手を引かれ、皇族の末席から急な病で逝った兄・第三皇子の冥福を祈り頭を下げた。

　祈りの最中、俺はなんの気なく隣の母を見上げた。それは単に幼さゆえの落ち着きのなさからの行動で、特段意図があってのものではなかった。

　けれど、目に飛び込んだ歪いびつな母の微笑みに、心臓が凍りついたような心地を覚えた。

　俺は逃げるように視線を地面に落とし、バクバクと鳴る心臓の音を聞いていた。

　まさか、母が兄を……？　胸に灯った疑念の火は、いつまでも消えなかった。




　――カーン、カーン。

　二年後に、再びの鐘が鳴る。

　俺は立ち並ぶ皇族らの列の中でひとつ前に立ち位置を移し、不慮の事故で逝った長兄・皇太子の冥福を祈って頭を下げながら、明確な意図を持って母の横顔を盗み見た。

　この時の俺は既に、小柄な母とほとんど目線の高さが同じになっていた。横目に見た母は、人ならざる魔物の顔をしていた。

　女性らしいまろみを帯びた豊満で柔らかな肢体にのった、禍々しい魔物の顔面……っ!!

　口を衝いて出そうになった悲鳴を押し殺し、込み上げる吐き気を必死でこらえていた。

　……やはり、母が殺した？

　俺の中で、疑念は確信に変わる。母の歪んだ笑みが、隠された真実を伝えていた。

　母は兄殺しの魔物だ――。

　そうしてこれ以降、下心を持って俺に擦り寄ってくる女は皆、魔物の顔に見えるようになった。




　――カーン、カーン。

　今もなお、鐘は止むことなく俺の脳内で鳴り続ける。

　不快な反響音はいつまでも纏わりついて、頭の芯を痺れさせる。

　……や、やめろ。

「陛下？　うなされているのですか？」

　さらに今日は鐘の音のみならず、しっとりとした肉感と人肌までが俺に伸しかかり、纏わりついてくる。

「お可哀想に、よほど悪い夢を見ておられるのですね」

　夜着の前合わせを割って入り込んできた手が胸板を這はう、ぞろりと不快な感触で、カッと目を見開いた。

　なっ!?　視界に飛び込んだのは、妄りにはだけた豊満な女体にのった魔物の顔。反射的に叫びそうになったのを、すんでのところでのみ込んだ。

「俺に触れるな!!　……其方、なに用でここにいる？」

　乱暴に女の手を振り払い、地を這う声音で問う。

　俺はこの魔物……いや、魔物の顔をした女に見覚えがあった。

　この女は、樽のような体躯の財務長官が折に触れて宮廷に伴い、しきりに俺への目通りを画策していた奴自慢の末娘だ。正体に思い至れば、聞かずとも父子の意図が知れた。

　女はうっとりと目を細め、俺が振り払って遠ざけた腕を再び伸ばしながら、禍まが々まがしいほど真っ赤に塗られた唇を開く。

「まぁ、それを問うのは野暮というものでございます。それよりも陛下、随分とうなされておりましたわ。今宵はわたくしが悪しき夢を追い払い、極上の夢を見せてさしあ……ァ、グァッ!!」

　女の指先が触れる直前、俺は女を足蹴にした。女は寝台上から吹き飛び、床に転がった。

「ぁ、ぁあっ……ひ、ひどい。なんというご無体を……っ」

「無体だと？　ハッ!!　どの口がそれを言う!?　俺は触れるなと言った！」

　脇腹を押さえ恨みがましい目で縋り見る女に吐き捨てると、寝台下に敷いた毛足の長い絨じゅう毯たんに汚れを擦りつけるように足を踏みしめながら扉に向かう。

「この手で触れるのも汚らわしいと思ったが、結局足が汚れてしまったではないか。……おい、近衛兵!!」

　憤慨したまま扉を乱暴に開け放って声を張る。

　即座に駆けつけてきた近衛兵は、寝室の床に転がる女の存在を認め目を瞠った。

「この女を摘まみ出せ!!　そうして近隣の部屋のどこかで娘から首尾の報告を待っているであろう財務長官共々、牢に放り込め！　奴に買収され、この部屋への入室を許した近衛兵も同様だ」

「「ハッ!!」」

「ヒ、ヒィ！　どうかお許しくださいませ!!」

　近衛兵に指示をすると、女には見向きせず寝室を出て浴場に向かう。

　ここ最近は高官らもすっかり諦めたと思い、油断しきっていたが……。まったく、煩わしいことだ。

　帝位就任から八年、いまだ俺には妃がいない。頑なに妃を持つことを拒み、ここまで独り身を突き通してきた。

　当初は、世継ぎを求める高官らによって夜な夜な寝所に妃候補の女らを送り込まれ、辟へき易えきしたものだった。とはいえ実際問題、魔物相手に一切肉欲を覚えないのだから、どんなに女を宛がわれたところで世継ぎの誕生などあり得ない。

　そんな風に女らに指一本触れぬまま一年が経ち、二年が経った。まるで食指を動かさぬ俺に、高官らの間ではまことしやかに男色の噂が囁かれるようになり、やがて女が送り込まれることもなくなった。

　……ハッ！　馬鹿馬鹿しい。

　女とは、なんと醜悪な生き物なのか。兄皇子らの葬列に参加したあの時の母と同じ。皆、汚らわしい魔物だ。

　普段、美しく着飾り、柔和な笑みを浮かべながら、ひと皮剥いたその下には、畜生より卑しい心を隠している。

　魔物に触れるなど、考えただけで身震いがする！　内心で吐き捨てて、宮廷の回廊を闊歩した。

　広い浴場に辿り着くや、真っ直ぐに浴槽を目指す。

　我が国では風呂といえば、湯に体を浸けるよりもハマムで汗を流す方が一般的だ。しかし俺は迷わずに奥の浴槽に進む。

　浴槽の手前に配された洗い場で手早く体を流し、潤沢にお湯が張られた広い浴槽に身を沈める。そうしていれば、肌に残る汚らわしい魔物の肉感と鼻に残る熟れすぎた果実のような腐臭が流れ出ていく気がした。

　ホッとひと息つき、浴槽の壁に体を預けて天井を仰ぎ見る。

　まったく、いつにも増して不愉快な夜だ。女とは、なんと浅ましい生き物か。

　奴らは皆、汚らわしい魔物……。

「いや、皆というのは些いささか乱暴か。あの少女は……セリーヌはそうではなかった。媚びや打算、そんな俗世の穢れとは無縁の澄んだ湖面のような瞳をしていた」

　母の犯した罪を知って以降、俺の目に映る女は老いも若きも関係なく皆、魔物の顔をしている。しかし、あの少女だけは、唯一、俺の目にも人の顔で映った。

「……もっとも、あれが本当に人であるかはわからんな。もしかすると、人ならざる精霊であったのかもしれん」

　頬の緩みを自覚しながらスッと瞼を閉じると、束の間セリーヌと出会った四年前へと思いを馳せる――。

　あれは、俺の恩師でありラインフェルト帝国軍前最高司令官のプロスペール元帥の葬儀が宮廷前の中庭で営まれた日だった。

　通常、皇族以外を国葬で弔うことはないのだが、生前のプロスペールの国家への貢献に鑑み、俺が国葬として宮廷から見送る決定をした。そこに近親者として参列したのがセリーヌとセリウスの姉弟だった。

　とはいえ、葬儀の段階では俺はふたりの存在に気付いてすらいなかった。姉弟の存在を認識したのは葬儀の後。もとは隣国ヘッセラボス共和国からの献上品で、出産を間近に控えた体で前夜から行方知れずになっていたピューマを捜しに踏み入った樹林の中で出会った。

　セリーヌを目にし、長らく魔物にしか見えなかった女の顔が、この時だけ人間の女の顔に戻って見えたことに驚いた。さらに、女性とはこんなにも美しいのかと初めて認識し、息をのんだ。

　当時十四歳のセリーヌは幼さを色濃く残していたが、それでも整った目鼻立ちは一目瞭然だった。

　あの時、セリーヌは後ろに隠した四つ下の弟・セリウスを庇って必死に詫びていた。地面にひれ伏したことで月光を集めたような長い髪の毛先は砂上に落ち、露わになった真っ白な項にふたつ並んだ小さな黒子ほくろまでが見て取れた。背中を丸め、額を地面に擦りつける彼女の姿はどこか背徳的で、俺の支配欲や所有欲といったものを疼かせた。

　……この美しい少女を、俺だけのものにしたい。他の何人の目にも晒さぬように閉じ込め、俺だけに甘やかに微笑んでほしい。

　そんなどす黒い欲望が胸に湧き上がったことに俺自身当惑を隠せなかった。同時に、これまで女はもとより他人に執着したことなどなかったから、俺はこんな感情も抱けるのかと新鮮な驚きも覚えていた。

　そうして俺への敵てき愾がい心しんを隠そうともしないセリウスにも、常にない好奇を刺激されていた。

　姉弟は顔の造ぞう作さくだけを見れば瓜ふたつだが性格は対極のようで、セリウスは終始ひれ伏すセリーヌの後ろから憤りを隠そうともせず俺を睨みつけてきた。

　一見すれば、幼さゆえのただの無知で向こう見ずな言動にも思えるが、あれは奴なりの精いっぱいの抗議に違いない。

　暗に節穴とまで言われ、内心で不愉快に思ったのは事実。しかし、後で調べたところプロスペールの軍部における華々しい功績とは対照的に家庭内は殺伐としており、これを知った俺は愕然とした。

　……俺にとってはよき師匠で、目標となる男だった。だが、それがよき家庭人、よき父親であるとは限らないのだ。

　思い返せば軍部に身を置いていた時分、俺の傍らにはいつもプロスペールがいた。彼は軍部で寝食を共にしながら俺をここまで鍛え上げてくれた。当然、そんな彼に家庭を顧みる時間などあろうはずもなかった。

　少し考えれば容易に思い至りそうなものだが、俺は己が享受したそれらの裏で犠牲があったことを端から度外視していたのだ。

　奇くしくもこれを知らしめたのはセリウスだ。

　ラインフェルト帝国初の軍人皇帝として畏敬される現状において、俺に忌き憚たんなく物を言う者は稀で、俺の心を動かす出会いというのはそうそうあるものではない。

　セリーヌとセリウスの姉弟は、俺の胸に新鮮な高揚をもたらした。さらに、そう遠くない未来に俺は再び姉弟のどちらかと相見えることになるだろうと、そんな予感を覚えていた――。

　束の間の物思いから、意識が今に戻る。

「どうやら、再び相見えるのは弟のセリウスだったようだ」

　あれ以降も、俺は定期的な姉弟の身辺の調査を継続していた。そうしてプロスペールの死から四年が経った昨日、抵当に取られていた屋敷からついに一家が退去を命じられたとの報告を受けた。

　一家がこの状況に陥った責任の一端は俺にもあり、救済の手を差し伸べることに迷いはなかった。とはいえ、皇帝の名で直接的に金銭の援助をしては、一家の……ひいては亡きプロスペールの不名誉を公然にするも同然。

　ならば、どうすべきか――。

　俺は十四歳に成長したセリウスを従者として召し上げる決断をした。

　当時セリーヌから聞かされていた通り、たしかにセリウスは体調を崩しやすく体が弱いようだ。

　しかし、俺に言わせればそんなのは甘えだ。これから俺が従者として常に脇に置き、甘えた心と体を鍛え直してやる。

　それこそ、若き日の俺がプロスペールから厳しくも温かい指導を受けたように。

　なにより、従者の支度金と給金の一部を前払いで渡してやれば、抵当権の取り消しが可能となる。セリーヌと母親の当面の暮らしも保たれ、奴がこれを断る道理はない。

「さて、セリウス宛てに従者招集の書状を認したためるとするか」

　今後の展望を定めた俺は、長く温まっていた湯から上がり浴場を後にした。
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　トントン拍子にセリウスの従者就任が決定した。そうして手紙を認めてから僅か三日後、俺は彼を宮廷に迎えていた。

　近衛兵の手で謁見室の両開きの扉が開け放たれると、臣下らが立ち並ぶ広い室内奥で床に片膝を突き、最上級の礼を取って待つ彼の姿が視界に飛び込んできた。

　腰を折っていたために、俺から見えるのは全身のシルエットと後ろで長い金髪を結わえた形のよい頭部のみ。ところが彼の姿を目にした瞬間、言葉では表現しにくい猛烈な違和感を覚えた。

　……これは、本当にセリウスなのか？

　お世辞にも上質とは言い難い上着の袖から覗く手指は折れてしまいそうに華奢だ。折った腰も俺の両手が回ってしまいそうに細い。腕や足も同様の有様で、まったくと言っていいほど体に厚みがないのが着衣越しにも瞭然だった。

　さらに従者として宮廷に上がるのに長髪というのも少々不可解だった。ひと昔前であれば珍しくもなかったが、昨今では男の長髪は軟派と見る風潮になっておりあまり歓迎されない。

　とはいえ、髪型や装いには好みがあり、体格にしてもセリウスは成長期のただ中にある十四歳。四年前の当時も小柄でひょろりとした体をしていたし、病弱で体を鍛える機会に恵まれなかったと考えれば軟弱なことも理解ができた。

　……そう、普通ならそれで十分に納得ができるだろう。

　しかし俺は、ひと度生じた違和感をどうしても消せなかった。この違和感の正体はなんなのか。

　そうして突き詰めて考えた先に、ひとつの可能性に行き着いていた。

　……これは、セリウスの名を騙ったセリーヌではないのか？

　思い至ったのは姉弟の入れ替わりという、あまりにも突拍子もない可能性だった。理性の部分で、馬鹿馬鹿しい、あり得ないことだ、と思うのにどうしてもこの考えを一いっ蹴しゅうできない。

　空唾をのみ、一歩、また一歩と前に長靴を踏み出す。段々と距離が縮まってゆき、血の巡る音が常ならざる大きさで鼓膜に響いていた。

　その時、四年前の記憶の一片がふいに脳裏をよぎる。

　……そうだ！　セリーヌの項にはふたつ並んだ黒子があったはず。

　思い至った俺は、眩い金色の頭頂部から一歩分の距離を残して立ち、上着の襟から覗く日焼けを知らぬ真っ白な項に目を凝らす。

　……どうか、俺の勘違いであってくれ。かつてない痺れるような緊張とジンジンと身のうちが焼かれるような焦燥を覚えていた。

　ところが髪紐の結び目と重なって、ちょうど黒子のあったあたりが見にくい。なんとか角度を変えて注視すれば――。

　……クソッ!!　小さなふたつの黒子を認めた瞬間、カッと体温が上がり、頭の中では激しく火花が散る。

　この時の感情をひと言で表すことは難しい。俺の従者を投げ出して雲隠れしたセリウスへの怒りや、男装し身代わりでのこのことやって来たセリーヌに対する呆れ。さらには、ここまで姉弟の暮らしぶりを気にかけ、窮状に際して差し伸べた俺の誠意が手ひどく踏みにじられたことへの落胆。

　とにかく、俺を軽んじ謀たばかった姉弟に対し、ありとあらゆるどす黒い感情が胸に木霊してとぐろを巻いていた。

「……其方が俺の従者として仕えるプロスペールの長男か。言葉を許す、面を上げよ」

　歯噛みしつつ、立ち並ぶ臣下らの手前なんとか表面上の平静を装って言い放つ。

　俺の求めでゆっくりと金髪の頭が持ち上がり、透き通る肌に絶妙に配された美しい目鼻立ちをした眩いばかりの顔が現れる。その瞳は当時と同じ、濁にごりを知らぬ宝石よりも澄んだブルーだ。

　……ああ。あの時の少女が四年の月日を経て、なんと麗しく成長を遂げたのか。

　男女の性を超越した凛とした美貌に思わず息をのんだ。同時に懐古の情が清水のように湧いてきて、燃え滾たぎる怒りの炎の勢いを鎮める。

　もしかすると、弟の名を騙りここに来るに至ったのには深い事情があるのやもしれん。ここで彼女が俺に真実を明かし助けを求めてくるのなら、俺は一切の責を問わず救済に手を尽くして――。

「此度、陛下の従者としてお仕えさせていただくことになりましたプロスペールの長男・セリウスと申します。誠心誠意、お仕えさせていただきます」

　俺の内心の思いを割り、セリーヌは流れるように偽りの名乗りを口にする。耳にして、燃え上がる憤怒の炎がここまでなんとか繋がっていた理性の糸を焼き切った。

　おのれ、セリーヌ！　お前も所詮、母らと同じ浅ましき魔物か！　……いいや。清らかなその見た目で俺を油断させて取り入ろうなど、魔物の面をした女どもより、よほどに質たちが悪いわ！

　噛みしめた奥歯はギリリと軋み、込み上げる怒りが思考を真っ赤に染め上げた。

「ならば、さっさとその長ったらしい髪を切れ」

「え？」

　低く唸るように告げれば、セリーヌは引き結んでいた唇を薄く開き、キョトンとした顔で俺を見返した。スッと引きしめた外向きの表情が崩れ、現れた素の彼女はいまだ少女めいてあどけなく、目にすれば胸に怒りとは違う熱が湧く。

　しかしその熱がどんな感情に起因したものなのかは、激情を燃やすこの時の俺にはわからなかった。

「仮にも俺の従者になろうという者が長髪をなびかせてやって来ようとは見苦しい。俺は身辺に軟弱者は置かん」

　彼女はやっと俺の言葉の意味を理解したようで、キュッと口を引き結んで俯く。

　ここまで真っ直ぐに俺を見つめていたブルーの瞳は、よほど後ろ暗い事情でもあったのか、前髪の後ろに逃げるように隠れた。

　……ハッ!!　馬鹿馬鹿しい！　ひとり踊らされ、とんだ茶番だった!!

「切れんのか？　ならば俺の従者に其方は不要だ。早々に去るがいい！」

　俺は吐き捨てると、バサリとマントを翻してセリーヌに背中を向ける。

　長い髪は淑女の象徴で、それを切り落として暮らすのは罪人か場末の娼婦くらいのもの。貴族令嬢のセリーヌが長い髪を切れないことなどわかりきっていた。彼女は宮廷を去ることとなり、俺と彼女の人生が交わることは永遠になくなるだろう。

　……そうだ。これで俺は金輪際、彼女ら一家を顧みずに済む。皇帝は広い視野で公平に物事を見通すべきで、その地位にある俺が個に目をかけてよい結果を生むわけがない。苦い教訓とはなったが、結果的にはよかったのかもしれん。

　こんな風に一応の納得に至れば、セリーヌの反応も、予想外の展開にざわめく臣下らも、もう気にはならなかった。

　大股で足を進め、今まさに扉から出ようとした瞬間――。

「これでよろしいでしょうか」

　背中越しに凛としたセリーヌの声と臣下らのどよめきを聞いた。










身代わりの出仕




　四年ぶりに彼を目にした瞬間は、意思とは無関係に心が震えた。

　黒々として艶のある髪を無造作に後ろに流し、澄んだアメジストの瞳で私を見下ろすサイラス様は四年前のあの時よりも重みと風格を増し、王者の自信と貫禄に溢れていた。

　初めて口上を述べる時は緊張で喉がカラカラになって唇が震えそうだったけれど、家で何百回と唱えて練習しておいたのが功を奏し、掠れたりもせずはっきりと言い切ることができた。

「ならば、さっさとその長ったらしい髪を切れ」

「え？」

　けれど名乗りの後、彼から放たれた言葉の意味には、すぐに理解が追いつかなかった。

「仮にも俺の従者になろうという者が長髪をなびかせてやって来ようとは見苦しい。俺は身辺に軟弱者は置かん」

　続く台詞を受けて、私はやっと彼の真意に思い至った。

「切れんのか？　ならば俺の従者に其方は不要だ。早々に去るがいい！」

　彼の言葉や態度は、長い髪が気に入らないという理由だけでは説明がつかないほど敵愾心が前面に出ていた。

　……どうしよう。ここで髪を切らなければ、女だということがバレてしまうかもしれない。

　しかし、戸惑いを覚えたのはほんの一瞬。セリウスの代わりにここに来ると決めたのは、生半可な決意じゃない。女であることを捨て、宮廷に骨を埋める覚悟でやって来たのだ。

　謁見室を見回すと、立ち並ぶ臣下らの中に登城の際に既に挨拶を済ませていた近衛長官の姿を見つけた。

「ダボット様、短刀をお貸しいただけますか」

　すぐに歩み寄っていき、彼の腰に下がっていた短刀を借り受ける。

　借り物の刀を右手で握り、結わえた髪束を左手で掴んで根元のあたりに躊躇なく振り下ろす。

　髪を断ち切る手応えを感じるのとほぼ同時に、短くなった毛先が耳や頬のあたりをサラサラと流れていく。そうして長かった髪がすべて切断されると、頭皮から離れた髪束はだらんと左手に垂れ下がった。

　たかが髪……、しかし左手には実際の重量以上のずっしりとした重みを感じた。

　……あぁ。これで、私は女の性に一切の未練なくサイラス様にお仕えできる。

　どうやら、この瞬間に断ち切れたのは、後戻りする道を残そうとする心の甘えだったらしい。そして左手にかかるのは、髪ではなくそういったものの重さだったのだ。

「これでよろしいでしょうか」

　背筋を伸ばし、凛と前を見据えて告げる。

　扉から今まさに出て行かんとしていたサイラス様が私を振り返り、彼と私の目線が絡んだ。澄んだアメジストの瞳に、生まれ変わった私はどう映っているのだろう。

　少なくとも私が……セリウスが、従者として仕えるべく確固たる意志を持ってやって来たことは伝わっているはずだ。

　私は真っ直ぐに彼を見返しながら、セリウスの身代わりを決意した三日前へと思いを馳せた――。




　我が家にサイラス様の紋章入りの封書が届いたのは、屋敷からの立ち退きを翌日に控えた三日前だった。

『セリウスを従者にですって……!? 』

　セリウスの寝室で書状の文面を辿った私は、驚きの声をあげた。

　父の死去から四年が経ち、我が家はますます困窮を極めていた。曲がりなりにも伯爵家、先祖代々が暮らしてきた立派な家屋敷こそあるが、既に家財と呼べるものはひとつも残ってはおらず室内はがらんどうだ。

　当然、私が祖父母から引き継いだ僅かばかりの装身具や少女時代のドレスなどは一番に売り払ってしまっている。セリウスには寝台を残したが、私のそれは一年前に差し迫る生活費に変えていた。それ以降、私は毛布に包くるまって床で眠るようになった。母が屋敷内に僅かばかりに残る家財を根こそぎ持って、ひとり出て行ったのもその頃だ。

『セリーヌ姉様、僕は従者として宮廷に行きます。これで明日から……っ、ゲホッ……ゴホッ』

　一緒に書状を覗き込んでいたセリウスが静かに口を開くが、最後まで言い終わらぬうちに苦しげに咳せき込んでしまう。

『大丈夫？　さぁ、これを飲んで』

　私はセリウスの背中をさすり、水の入ったコップを差し出す。セリウスはコップを受け取るとゆっくりと口に含んで喉を鳴らし、ホッとひと息吐き出した。

　十代の少年の成長というのは目覚ましい。これまで向こう見ずな言動であんなに私をハラハラさせ通しだったセリウスは、すっかり大人びて落ち着いていた。

　彼に成長を促したのは学問。四年前にたまたま出会った博識な老紳士・ウィルソン卿が、我が家の窮状に同情してか、ありがたくもセリウスに無償での学術指南を申し出てくれたのだ。

　セリウスは学問に没頭し、ウィルソン卿に直接指導を受けるだけでなく、彼から借り受けた多くの書物を寝台上で読み耽って過ごした。乾いた土が水を吸うように知識を吸収し、同時に幼げだった精神面もみるみる成熟していった。

　ところがセリウスの精神的な成長を喜ぶ一方で、彼の体の状態は以前よりもずっと悪かった。もともと気管支が弱く、気温や僅かな環境の変化で咳の発作を起こし、寝込んでしまうことが多かった。

　寒い時期は特に体調を崩しやすい傾向にあったが、ここ二、三年でますます症状は悪化し、今では冬の間をまるまる寝台上で過ごすようになっていた。

　セリウスが従者として宮廷に上がるのが不可能なことは目に見えている。常識的に考えれば、セリウスの現状を丁寧に説明した上で、辞退を申し出るのが最善だ。

　けれど……。

　下げた目線の先にある破格の金額が記された小切手を注視して、ゴクリと喉を鳴らした。

　説明によれば、書面と共に同封されたこれは従者として参さん内だいする体裁を整えるための支度金で、さらに必要があれば一部の給金の前払いも可能との好条件が記されていた。

　私はこのお金が喉から手が出るほど欲しかった。実は、屋敷の立ち退きの期日を明日に控え、私たちはいまだ行き場が決まっていなかったのだ。

　このお金さえあれば――！

『セリウス、宮廷には私が行きます』

　小切手を握りしめ、きっぱりと告げる。

『なにを言っているの!?　打診は僕にきたんだ！　そもそも女の身で陛下の従者なんて、許されるわけが――』

　興奮気味に声を大きくするセリウスの唇にトンッと人差し指を宛がって、言葉の続きを遮る。

『いいえ。私とあなたは瓜ふたつだわ、私がセリウスとして陛下の従者に上がるのよ。絶対に見破られずにやり切ってみせるわ』

　病弱なセリウスは身体的な成長が遅く、いまだ男らしさとは無縁だ。そのため、もともとよく似た姉弟ではあったが、今の私たちは容貌はもとより背恰好までがぴたりと同じだった。

『そんなの認められるわけがない！　それに姉様は今年の社交シーズンこそ相手を探さないと結婚が難しくなってしまうのに……。男の形なりでそんなことをしているうちに、大切な婚期を逃してしまうよ!?』

　セリウスはどんなに学問に精通しても、やはり世情には疎い。それらは世間に出て、荒波に揉まれてこそ身に着く感覚なのだと、必死に言い募る彼を前にして痛感する。

　先立つ物がない状態で、私たちは明日から住居すらなくすのだ。

　……状況はとうに社交やら婚期やら、それどころではなくなっている。他の貴族らのように社交シーズンを過ごすなど、もう夢のまた夢なのだ。

　とっくに結婚など諦めていた。そうして、そう遠くない未来に私はセリウスとの生活を守るため我が身すら金銭に換えることになるだろうと、漠然とではあるが予想していた。

『……ならばセリウス、これはいっときのことと思ってちょうだい。私はあなたの代役で、一時的に従者を務めるわ。あなたはその間に、このお金でしっかりと療養するの。それで健康を取り戻したその時は、私と交代してあなたが真の陛下の従者としてお仕えするのよ』

　語ったのはまったくのでまかせではないが、本音でもない。

　暖かく気候のいい保養地で適正な治療を受けながら療養すれば、セリウスが健康を取り戻す可能性は十分にある。しかし、そこからサイラス様の目を誤魔化して再びの入れ替わりが叶うかは別問題だ。……正直、極めて難しいだろう。

『現実問題、このお金はとてもありがたいわ。……実はね、あなたに心配をかけまいと黙っていたけれど、私たちは明日からの住まいすら決まっていなかったの』

『え!?　だって、お母様に手紙を送って助けを求めていたはずじゃ!?　てっきり、お母様のところに身を寄せるんだとばかり……！』

　初めて知らされた事実にセリウスは目を瞠り、私を見つめた。

『何度も手紙を認めたけれど、お母様からの返事はないわ』

　困惑を前面に出していた彼の目が、深い悲しみに染まっていくのがわかった。

　ここ最近は特に体調が優れなかったこともあり心痛を与えないようあえて口を噤んでいたけれど、明らかに傷ついた彼の様子を前にして果たしてこの選択が正しかったのか自信がなかった。

『……そんな、どうして。どうして僕にそれを言って……いや、なんでもない』

　セリウスは言葉途中で震える唇を噛みしめて、力なく俯いた。

『とにかくセリウス、今回のお話を受けましょう。私は従者として宮廷に上がり、あなたは保養所で療養するの。そうしてあなたが健康を取り戻したらその時は、さっき話した通りよ』

　私は罪悪感を覚えながら、トンッと彼の肩を抱きしめてあえて明るい口調で続けた。

　セリウスは顔を上げることなく、ほんの少し頷いた。

『……セリーヌ姉様、絶対にその言葉を忘れないで。元気になって戻ってきたその時は、必ず僕が姉様と入れ替わるから……！』

『ええ！』

　嗚咽混じりに告げられた台詞に、私は小刻みに震える肩を強く抱きしめて答えた。

　その後私は、すぐにサイラス様宛てに従者承諾の手紙を認めて返送し、その足で小切手を換金した。そのまま街で明日の晩から泊まる宿を見つけ、保養所への入所の手配を代行してくれる業者のもとを訪ねた。

　幾つかある候補の中から、私は迷わずサルランサ地方の保養所を選んだ。サルランサ地方は温暖な気候で療養には最適だ。加えて彼かの地の保養所は最新鋭の設備を備え、新薬による治療も受けられる。優秀な医療スタッフの手厚い看護を受けながら療養生活を送れば、セリウスの体調はきっとよくなる。

　これを叶えるために、私はなんとしてもサイラス様の従者をやりきってみせる――！

　そうして従者の打診を受けてから僅か三日後、私は長い髪を結わえて男装に身を包み、セリウスとしてサイラス様と四年ぶりの対面を果たしていた――。




　意識が今に戻る。謁見室の扉からこちらを振り返ったサイラス様と激しく視線がぶつかる。

　研ぎ澄まされた彼の眼差しに、まるで私という人間の奥底まで見透かされてしまいそうな錯覚すら覚える。しかし、私は意地でも視線を逸らさなかった。

「……ほう、大した心意気だ。面白い」

　長い沈黙の後、サイラス様は口角を上げて皮肉っぽく呟くと、カツン、カツンと長靴の音を響かせながら再び室内へと取って返し、私のすぐ前で足を止めた。

　ほんの数十センチ先に立つサイラス様は、想像よりもはるかに逞しい体格をしていた。二メートル近い長身は、鍛え上げられたしなやかな筋肉に覆われて厚みがある。

　鋭い眼光と相まって、野生の獣に追い詰められているような心地を覚えた。

「セリウスよ。俺の従者になろうとするならば、肝に銘じておけ。俺は己にも側仕えにも清廉潔白を求めている。もしこれが誓えぬ時は早々に立ち去れ、咎めはせん」

　形のいい彼の唇が開き、淡々と告げる。

「どうだ？　これを聞かされた上でも、俺の従者になろうという心に変わりないか？」

　淀みなく伝えられるこれらは、きっと側仕えとなる全員に行う共通確認に違いない。しかし、後ろ暗い私の心に鋭く突き刺さり、良心が狂おしく叫びをあげる。

　冷や汗が噴き出し、心臓は断末魔の悲鳴のように鳴っていた。足には既にまともな感覚がなく、僅かにでも気を抜けば床に頽くずおれてしまいそうだった。

　すべて、打ち明けてしまおうか……。極限状態の緊張の中にあって、一瞬そんな考えが脳裏をよぎる。

　……いいや、しっかりしろ！

　ここで私が逃げ帰ったら、せっかく頭金を納めて保養所に入所したセリウスの月々の療養費用が工面できない。私に逃げ帰る選択肢はない――！

「はい。誠心誠意お仕えさせていただきます」

　意思の力を寄せ集め、精いっぱいの平静を繕って答えた。

　震えずに言い切れたことに安堵したのも束の間、サイラス様の表情がみるみる歪み、その目が残虐な光を孕んで不穏に光る。

「なおも俺を謀るか」

　え？　憎々しげに呟かれた彼の言葉はくぐもり、私の耳にまともな意味を届けない。

「……来い!!」

「ぁあっ!?」

　問い返そうと口を開きかけた次の瞬間、彼に容赦のない力で肩を掴まれて引き寄せられた。足が宙を蹴り、体が浮く。けれど突然の浮遊感に驚いたのは一瞬で、筋骨隆々の盛り上がった肩に鳩尾みぞおちがめり込み、その衝撃で激しく咳き込む。

　なんと、私は小麦袋でも運ぶみたいにサイラス様の右肩に担がれていた。咳はなかなか治まらなかったけれど、その後も体勢に一切配慮はされず、サイラス様は私を担いだまま容赦なく歩き続けた。

　目に映る景色は上下が逆さになって涙の膜で滲んでいた。

「こ奴には直接指導が必要だ。其方らは通常の業務に戻れ！」

　サイラス様は困惑気味に問いかける近衛長官らを振り切って謁見室を出て、ベルベットのカーペットが敷かれた回廊を奥へと進む。

　等間隔で配された近衛兵らが、一様に目を丸くしていた。その姿を逆さまの視界に映しながら、この状況は訓練された彼らをもってしても驚きを隠しきれぬほど奇妙なのだと理解する。

　いったいなにが彼をこうも怒らせ、こんな状況になってしまっているのか。……まさか、彼は気付いて？　いいや、それはない。

　気付いていたらわざわざ長髪を指摘するなど、そんなまどろっこしいことはしないはず。よぎった考えを自ら否定するも、不安が胸に暗雲となって立ち込めた。

　そうこうしているうちにひと際豪奢な両開きの扉の前に辿り着き、ついにサイラス様が足を止めた。

「其方らに用はない。俺たちの入室後は、扉前での控えは不要だ」

　左右から扉を引き開ける近衛兵にこんな指示を残し、サイラス様は大股で室内へと進んでいく。

　サイラス様が真っ直ぐに向かったのは、室内奥の優に四、五人は横になれそうな大きな寝台だった。辿り着くと、彼は整えられた真っ白なシーツの上にそれこそ小麦袋でも放るかのようにぞんざいに私を投げた。

「っ!!」

　目を瞑って衝撃に備えたが、極上のクッション性を有する寝台は私の体を包み込むような柔らかさで受け止めた。

　兢々としながら薄く目を開くのとほぼ同時、寝台の端が沈み込むのを感じる。え？と思って見開いた視界に影がかかり、サイラス様の顔がドアップで迫ってくる。

　サイラス様は私の短くなった頭髪と耳朶を掠かすめながら顔のすぐ横に左手を突くと、上から覆いかぶさった。気付いた時には、私は彼と寝台の間にすっぽりと閉じ込められてしまっていた。

　彼の重みのみならず、私とは違う筋肉質な硬さと人肌の温もりを感じ、戸惑いとそれを上回る恐怖が湧き上がる。

　喉の奥がヒュッと鳴り、身が縮む。必死に抑えようとするが功を奏さずに、全身が小刻みに震えだす。

　そんな私を、サイラス様は貼りつけたような笑みで見下ろしていた。彼の全身から立ち上る怒りの波動と侮蔑混じりの眼差しを見れば彼が本心から笑っていないことは瞭然で、一層私の恐怖心を煽った。

　彼の瞳から逃げたくて反射的に顔を背けようとしたら、逸らすことなど許さないとでもいうように右手で顎を掴まれた。

　体のみならず視線の逃げ場まで奪われて、極度の緊張と恐怖で血の気が引いた。

「セリウス……いいや、セリーヌよ。俺を謀ったな？」

　サイラス様が地を這うような声音で告げる。耳にした瞬間、キーンという反響音が脳内に鳴り響く。

「俺の目は節穴ではない、誤魔化されん。俺を欺いた罪は重い。五代前の皇帝は虚偽の申告をした側仕えの一族郎党をひっ捕らえ、市中引き回しの上処刑台に立たせたというが……。さて、お前たちへの制裁はどうしたものか」

「っ!!　どうかセリウスをお許しください！」

　セリウスへの制裁を匂わされ、弾かれたように叫んでいた。

「私はいかような罰でもお受けいたします！　けれどセリウスはなにも知りません。すべては私の一存で行ったこと。罪は私ひとりに――」

「見苦しいぞ。俺は弁解や懇願は一切聞かん」

　私は必死になって言い募るが、サイラス様はそれを一刀両断にする。

　薄く開いたままの唇を閉じることもできずに固まる私を、彼は長いこと捕食者のような余裕を漂わせて見つめていた。

　ふいに顎に当てられていた手が離れ、その手が私の側頭部を撫で上げる。彼はなにを思ってか、そのまま幾度か手櫛で梳き、短くなった髪をサラサラと指の間で遊ばせていた。

　私は体を固くし、息を詰めて彼のするままに身を任せた。

「ただし、お前の覚悟に免じてひとつ選択肢を与えよう」

　サイラス様は『覚悟』の件くだりで一旦手を止めると、最後に味わうようにひと撫でして手を引いた。

　彼の言葉で、この髪が私とセリウスの未来に希望を繋げてくれたことを知る。

「……あ、あの？　サイラス様、どうかその選択肢というのをお聞かせくださいませ」

　なかなか続きを話しだそうとしない彼に恐る恐る尋ねながら、しかし私はこれから示されるどんな選択肢でも受け入れて遂行する心づもりができていた。

　すべては愛するセリウスのために――！

「お前が俺にこの体を差し出すのなら入れ替わりの事実に口を噤み、このまま従者として俺のそばにいることを許そう」

　……体を、差し出す？　酷薄に歪んだ笑みで告げられた『選択肢』は、すぐにはまともな意味を結ばず頭の中をぐるぐると回っていた。

「わからんか？」

　サイラス様は目を見開いたまま固まる私を見下ろして、ふわりと口元を綻ばせる。

　……不思議とその笑みは作り物ではなく、彼の感情がそのまま表れたもののように思えた。

「あっ！」

　彼の手が首元に伸びてきて、襟のリボンの端を引く。小気味いい衣擦れの音をたてながら、リボンはハラリと解ける。

「やっ!?」

　すると、大きめに開いた襟ぐりから彼の手が忍び入り、我が物顔で今はさらしで押さえ込まれたふたつの膨らみに触れる。さらし越しとはいえ、物心ついてからは誰の手にも触れられたことのない部分に手が這う衝撃は大きかった。

　猛烈な違和感に衝き動かされ、考えるより先に手が伸びていた。伸しかかる彼の厚い胸をドンッと突いて、その隙に逃げようと身を捩よじる。ところが逞しい体は予想に反し、悠々と私を押さえ込んだまま僅かにだって揺らがない。

　それどころかサイラス様は己の優位を誇示するかのように、さらに体重をかけてくる。

　見せつけられた圧倒的な力の差におののき恐怖して体がカタカタと震えた。ここまでされれば、彼の意図するところにも思い至った。

　サイラス様は私の様子を余裕の笑みを湛えて見下ろしていた。

　どのくらいそうしていただろう。ここまで私の抵抗をいとも容易たやすく封じ、一切手を緩めようとしなかった彼が胸に当てていた手を離し、伸しかかっていた体を引いて私との間に空間を作る。

　突然の解放に、安堵より困惑が先に立つ。

「こういうことだ。お前はこれから俺が望めば何時でもその体を開き、俺の欲望を受け入れろ。これが、俺が示す選択肢だ。選ぶのはお前だ」

　兢々と見上げる私に、サイラス様は酷薄に言い放つ。

「……もし、拒んだら？」

　カラカラに渇いた喉から、絞り出すように問いかける。

「事実は白日の下に晒される。俺に秘してやる義理などないからな」

　サイラス様はスッと目を細め、淡々と答えた。

　……さっきまで、私はアメジストの瞳をした野生の獣に頭から食われてしまうのではないかと怯えていた。

　だけど、そうではない。

　目の前の美しい獣はもっと残酷で容赦がない。すべての決定権を私に委ね、迷い、戸惑い、苦悩する私の様子を高みから眺めて楽しんでいる。

　この獣は野生の荒々しさと一国を統べる知略を有し、人心掌握にも長けた絶対王者。私の浅知恵では端から敵うわけがなかったのだ。

　私は至高のアメジストを見つめながら覚悟を決めた。

　この決断は、決して投げやりでも諦めでもない。もとより貧して立ち行かなくなった時は、この体を幾ばくかの金銭に換えるつもりだったのだ。それが少し早まっただけのこと。

　さらにサイラス様は、この身に破格の価値をつけてくれている。このまま従者として仕えていいと、こんな好条件を断る選択などあり得ない。

「その選択を受け入れます。……すべて、あなたの望むままに」

　理性の部分で納得しても、体の震えまでは完全に封じることができなかった。けれど、精いっぱいの勇気で告げた。

「お前は愚かな選択で俺を謀ったが、今回は賢い選択をした」

　次の瞬間、サイラス様は私との間に作った空間をゼロにする。

「あっ！」

　彼の懐にギュッと抱きしめられて、人肌の温もりに包まれる。ガッシリとした逞しい感触に純粋な驚きと未知への恐怖が湧き上がる。ムスクのような男らしい香りが鼻腔をくすぐる。

　心臓が壊れそうなくらい鼓動が速くなり、頭が真っ白になった。

「契約成立だ」

　半ば放心状態で見つめていると、これまでにない甘やかな声が鼓膜を震わせる。その直後、彼の美貌がグッと迫り、唇に柔らかな感触が落ちる。

　ふわふわした頭の中に、雷に打たれたみたいな衝撃が走る。それくらい、初めて受けた口づけは鮮烈だった。

　輪郭がぼやけるくらい近くにサイラス様を見ながら、すべての神経が彼に集中していた。

　彼と、彼に与えられる口づけの温もりと柔らかさだけがこの瞬間を支配していた。

　甘やかな口づけは、段々と深さを増す。彼の唇がふたりの隙間をしっとりと埋め、私の吐息まで奪っていく。

　彼の口づけは優しいのに容赦がない。それはまるで私たち姉弟の生殺与奪の権すらも、すべては己の手のうちにあると知らしめようとするかのようだ。

　どれくらいそうしていただろう。彼が突然、唇同士を触れ合わせたままの口角をフッと綻ばせたと思ったら、苦笑と共にこぼす。

「無粋な奴だな。こういう時は、目を閉じるものだろうに」

「す、すみません！」

　呆れ混じりの指摘を受けて、私は弾かれたように瞼を閉じた。

　一緒に拳もギュッと握って唇を引き結び、閉ざした視覚以外の神経を集中させて、再びの口づけを兢々としながら待った。

　ところが、待てど暮らせど予想した感触は訪れない。

「ハッ！　ハハハハハッ！」

　その時、場に不釣り合いな笑い声が耳を打つ。同時に、ずっと私に覆いかぶさっていた彼の重さも遠ざかる。

　……これって、サイラス様の笑い声!?

　驚いて瞼を開くと、私の横でサイラス様が胡坐をかき、声を出して笑っていた。その姿は朗らかで優しげで、これまで彼が見せていた捕食者の荒々しさとはかけ離れたものだった。

　初めて目にした彼の笑みは、私の胸をざわつかせた。

「もういい、今日は興が削がれた。お前はもう行け」

　ポカンと見つめる私に、サイラス様は笑みを収めて言い放つ。

「で、ですが。その……」

　てっきりこのまま契約の遂行に移るのだとばかり思っていた私は面食らい、戸惑いを全面に滲ませてサイラス様を見返した。

「なんだ？　俺は『興が削がれた』と言ったろうに、随分と積極的だな。お前がその気なら、付き合ってやることもやぶさかではないが……？」

　サイラス様がズイッと身を乗り出してきて、挑発的に問う。

「いえっ!!　とんでもない！」

　裏返った声で答える私を、サイラス様は面白がるように眺めていた。

「俺はこれから残る政務を片付け、その後はヘッセラボス共和国の大使を招いての晩餐だ。この晩餐に従者の随行は不要。さらに晩餐後に酒宴となれば深夜まで戻れん。ゆえにお前の従者としての勤務開始と先ほどの契約の履行は、どちらも明日以降だ」

「は、はい」

　言い渡された契約履行の猶予に、ホッと胸を撫で下ろした。

「お前は侍従長官室に出向き、業務の詳細について指導を仰げ。その後は自室で荷解きを済ませ、明日からの勤務に備えろ」

「承知いたしました」

　サイラス様は私に今後の流れを端的に告げ、居住まいを正して寝台を下りる。掴んだマントを肩に羽織りながら大股で扉に向かい、自ら扉を開け放つ。

「……い、いってらっしゃいませ！」

　政務に向かう主あるじの姿にハッとして、私は転がるように寝台を下りると、その勢いのまま扉に駆けていき見送りの声をかける。

　サイラス様は扉に片手をかけた体勢で振り返り、私を一瞥して眉根を寄せた。

「馬鹿者。俺の見送りよりも前に、その恰好をなんとかせんか」

「すみません！」

　指摘されて、シャツのリボンが解け胸元を寛げたままの恰好に思い至って青くなった。

　サイラス様が入室時にたまたま人払いをしていたからよかったものの、一歩間違えれば私のあられもない姿が近衛兵らの目に晒されてしまっていた。

「まったく。手がかかる奴だ」

　呟きの直後、シャツの前を握りしめて俯く私の肩にパサリとなにかが落ちてくる。

　……え？　突然肩にかかった軽やかな感触に驚いて見上げれば、狭まった扉の隙間に消えていくサイラス様の後ろ姿が視界に映る。その肩から、彼の歩みに合わせて雅に翻っていたマントがなくなっていた。

　私は自分の肩にかかる柔らかな温もりの正体に気付き、慌てて声をかけようと口を開く。しかし私が言葉を発するより一瞬早く、重厚な扉は完全に閉ざされた。

「……行ってしまったわ」

　ここまでの嵐のように目まぐるしい出来事に脳内の処理が追いつかず、私はサイラス様の背中が消えた重厚な扉を見つめて立ち尽くした。

　……いけない！　しっかりしなくちゃ！

　呆けていたのは一瞬で、すぐに自分を叱しっ咤たして姿勢を正す。シャツのリボンを手早く結び、着衣の乱れを整える。借り物のマントはそっと外し、皺が寄らぬよう丁寧に衣い桁こうにかけた。

　気を引きしめ直して重厚な扉を押し開けると、サイラス様に指示された侍従長官室に向かった。




　サイラス様の部屋を出て回廊を進んでいる途中で、物問いたげな幾つもの視線とぶつかった。

「おい、あいつさっきの……！」

「よく無事に陛下の部屋から出てこられたな」

「そもそも、あんなに陛下を怒らせるって、なにをやらかしたんだ？」

　背中からヒソヒソと囁き合う声も多く聞こえてくる。

　私は身のうちに特大の爆弾を抱えており、必要以上に注目を集めるのは避けたかった。それなのに、着任初日からこうも注目を浴びてしまうとは……。

　とはいえ、ここでビクビクと臆病な態度をしていては、彼らの好奇心をさらに刺激することにもなりかねない。

　私は凛と背筋を伸ばし、方々から注がれる興味本位の眼差しと囁きを笑顔で躱しながら進んだ。そうして、あとひとつ角を曲がれば侍従長官室に着こうかというところ――。

「ニャァーォー」

　えっ!?　今の声……？

　後ろから猫よりも低く、しゃがれたような鳴き声を耳にして振り返る。

　そこにいたのは、艶やかな白い毛に覆われたネコのような動物。しかし、体長百五十センチはあろうかという大きな体を見れば、一般的な家猫でないのは瞭然だった。

　……これは、ジャガー？　ヒョウ？　素人目に、種別の判断までは困難だった。

　真っ白な毛並みをした頭部から尾の先までを注視していたら、ふと背中の一部分の毛が抜けて斑まだらになっていることに気付く。よく見るとその斑が古傷によるひきつれで、その場所と形状が四年前に見つけた子猫が背中に負っていたのとピッタリ同じことに思い至る。

「っ!!　お前はあの時の……！」

　考えるよりも先に体が動いていた。

「ニャァーー」

　駆け寄って大きな体をそっと抱きしめたら、真っ白なその子は私の体にスンスンと鼻先を寄せ、嬉しそうに鳴いた。それを見るに、もしかすると記憶の片隅に私のことを覚えていてくれたのかもしれないと思った。

「無事だったのね、また会えて嬉しいわ。……ふふっ。それにしたって、まさかお前がこんなに大きくなっているなんて。てっきり子猫だとばかり思っていたから驚いちゃったわ」

　私たちはしばし抱き合って再会を喜び合った。

「セリウス、無事だったのか!?　あんなに激昂した陛下に伴われて消えたものだから、随分と心配したぞ！」

　すっかり自分たちの世界に浸りきっていたところに声をかけられて、ハッとして顔を上げる。

「ダボット様！」

「こんなところでなにをやって……ん？　ニーナじゃないか。政務エリアまでやって来るとは珍しいな」

　声の主は、私が謁見室で髪を切り落とす際に短刀を借りた近衛長官のダボット様だった。

「あの、この子の名前はニーナというのですか？」

「ああ。こいつは隣国ヘッセラボス共和国から献上されたピューマを母に持つ二世で、陛下が大事に飼われている。亡くなった母ピューマに代わり、陛下が赤ん坊のこいつに手ずからミルクをやって育てたんだ。もちろん専属の飼育係はいるが、今でも陛下は暇さえあれば自らブラシをかけてやっている」

「そうだったんですか……」

「それよりお前、いったい陛下になにをしたんだ!?　陛下と付き合いの長い俺とて、あのように憤怒を隠そうともしないお姿は初めて見たぞ」

　ダボット様は優しげな垂れ目の目尻をさらに下げ、労いたわしそうに短くなった私の髪を見つめていた。

　彼は初対面の時からとても親切だった。二メートルを超す筋骨隆々の体躯の彼は、一見恐ろしげだ。しかし茶色の短髪の毛先をツンツンと跳ねさせ、日に焼けた肌に白い歯を光らせて豪快に笑うダボット様は見るからに気のいい兄貴分といった感じで、朗らかな人柄が透けて見えた。

　そして今も、彼が私を心配してくれているのがありありと伝わってくる。

「謁見室での一件がすべてです。私が浅はかにも長髪のままやって来てしまいましたので、陛下は従者としての私の気構えを不安視されたのでしょう。けれどあの後、気概と覚悟を持ってお仕えする旨をお伝えし、納得していただけました」

　私の弁に耳を傾けながらも、ダボット様はどこか釈然としない様子だった。

「早く切っておけばよかったのに、本当にうっかりしていました。昨今の風潮では長髪があまり歓迎されないことは知っていたのに。とはいえ、サイラス様がああも長髪を厭われておられるとは思いもよりませんでした」

　私はわざと軽い調子で続けた。

　ちなみにニーナは、私とダボット様が込み入った話をしているうちに、私の腰のあたりをスルリとひと撫でして行ってしまった。

　四年ぶりに再会したというのに、随分あっさり行かれてしまい、少し寂しさを覚えた。同時に、飼育係のもとまで送り届けなくて大丈夫だろうかと心配になったが、ニーナの迷いのない足取りを見て、宮廷内はニーナの庭のようなものなのだと納得した。

　……そうよ。私もニーナも共に宮廷にいるのだからまた会えるわ。

　こう思えば、たちまち寂しさも消えた。

「たしかに陛下は常より華美を好まない。ご自身の身回りはもとより、宮廷内の調度から近衛兵の装備、側仕えの身なり等も質実で機能的であることを好まれる。陛下の側仕えに長髪の者もいない。しかし、だからといって断髪を強要するというのは些か……」

「いえ！　おかげさまで、頭が随分と軽くなりました。これで明日からのお仕事も、身軽に熟こなすことができそうです。とはいえ、ダボット様には大切な刀を断髪などにお借りしてしまい、すみませんでした」

　私は歯切れの悪いダボット様に畳みかける。彼の気遣いはありがたかったが、これ以上追及されてはどこかでボロを出しかねない。

「そんなのは構わんが」

「ダボット様、私はこれから侍従長官室に行かねばなりません。申し訳ないのですが、これで失礼させていただきます」

「ん、そうか」

　私は無礼を承知で会話を打ち切り、直角に腰を折ってダボット様に背中を向ける。ダボット様は特段気を悪くした様子もなく頷いて了承した。

「……おい、セリウス！」

　数歩進んだところで後ろから呼び止められて振り返る。

「もし、なにか困ったことがあれば言ってこい。力になるぞ！」

　ダボット様はこんな風に告げて、ヒラヒラと右手を振りながら白い歯を見せた。彼の優しさと気遣いに驚くと共に、胸がジンと温かな熱を持った。

「ありがとうございます！」

　私は心からの感謝を叫び、手を振り返して侍従長官室に続く角を曲がった。




　――コンッ、コンッ。

「セリウスでございます。明日以降の業務の詳細についてお伺いしたくまいりました」

　辿り着いた侍従長官室の前で、扉を叩きながら声をあげる。

　ところが、なかなか返答がない。小さく首を捻りながら、もう一度口を開きかけたその時。

　――ギィイイ。

「おや。生きていたのですか」

　扉が中から引き開けられて、侍従長官のゼネダ様が顔を出す。

　ゼネダ様は、年の頃は二十代後半。印象的な銀髪と理知的なブルーの瞳、涼しげな細面に丸眼鏡をかけた知性を感じさせる風貌の持ち主だ。

　ゼネダ様が手ずから扉を引いて現れたことへの驚きもさることながら、私は彼からかけられた物騒な第一声に思わず目を瞬まばたいた。

「あの、それはいったいどういう……？」

「いえ、射殺しそうな目をした陛下に担がれていきましたので、てっきりもう息の根が止まっているのだとばかり。いやいや、死体処理の手間が省けてなによりです」

　……これは、冗談なの？　ゼネダ様の言動は難解で、私はその真意を測りかねた。

　登城して初めに挨拶をした時もそうだった。ゼネダ様は初対面の私に、なんと真顔で『あなたは本当に男ですか？』と問いかけたのだ。私はスーッと血の気が引いて卒倒しそうになったのだが、ゼネダ様が隣にいたダボット様から『陛下の従者が女なわけがあるか！』と突っ込まれ、さらに『そういうのは思うだけにして、口には出すな！　人の欠点をあげつらって嫌みな言動ばっか繰り返してると、またいらん敵を増やすぞ』と諭されているのを聞いて胸を撫で下ろした。

　不満げに唇を真一文字に結ぶゼネダ様をよそに、ダボット様は『すまんなセリウス、今のはこいつなりのジョークだ。なに、根はいい奴なんだ。それに、懐も深く面倒見もいいから安心しろ！』と、こんなフォローまでしてくれた。

　見た目も性格も正反対だが、ふたりには長年の友好とそれに基づく深い信頼関係が滲んでいた。家政に明け暮れ、そういった関係の構築にとんと縁がなかった私には、ふたりが少し羨ましかった。

「冗談ですよ」

　扉に手をかけたまま、ゼネダ様がポツリとこぼす。

　このひと言で、先の台詞がダボット様の言葉を借りれば、『ゼネダ様なりのジョーク』だったことを知る。

「……本当は、心配していました。私も陛下とは長い付き合いですが、ああも憤慨を露わにした陛下を見たのは初めてでしたから」

　さらにゼネダ様は、私が予想だにしない台詞を続けた。言い回しに差こそあれ、先ほどダボット様から伝えられた言葉とピタリと同じだった。そうして、それを口にするゼネダ様の眼差しもダボット様と同じく、私への労りが籠もっていた。

　さっき感じた胸の温もり。それに負けないくらい、再び私の胸が温度を上げたのがわかった。

　ダボット様にしても、ゼネダ様にしてもそう。私はこれまで、こんな風に誰かに心配されたり労られたりしたことがなかった。サイラス様の周囲は、なんて思いやりと優しさに溢れているんだろう。

　ここでふと、私はサイラス様自身のことを思った。サイラス様その人について語る時、実際の声には出さずとも心の中で唱える台詞は皆同じ。

『ラインフェルト帝国軍最高司令官を兼任する帝国史上初の軍人皇帝で、その采配は冷徹にして無慈悲。強固な政治政策と近隣諸国に対する情け容赦ない戦争戦略によって、ラインフェルト帝国をカマンドベル大陸最強の富国へと導いた魔物』

　これが、サイラス様に対する国内外共通の認識だ。

　そして私自身、サイラス様に対して同じ認識を抱いていた。……だけど、これは本当に正しいのだろうか？

　真に冷酷無慈悲な人間に、果たして人は付いてくるのだろうか。

「さぁ、扉の前で立ち話もなんですから中へどうぞ」

　束の間の物思いは、室内に招き入れられたことで霧む散さんした。

「はい。失礼します」

　そうしてゼネダ様に伴われて向かった室内奥の執務机の前で、私は高さにして五十センチはあろうかという業務資料の束を両手に積み上げられて、腰を抜かしそうになった。

「これをすべて覚えるのですか？」

「ええ。従者の業務を項目化し、手順の詳細を記した手引書です。私は『仕事は先輩の背中を見て覚えるもの』などという根性論や、『仕事は自分なりのやり方で、状況に応じて臨機応変に』などという真面目を装った怠惰な主張が許せません。ゆえに、陛下の従者たる者――」

　驚きに目を瞠る私をよそに、ゼネダ様は従者の心得を朗々と語りだす。

「――なにか質問は？」

　長い、長い語りの最後に問われ、私はゆっくりと口を開いた。

「あの、ひとつだけ。『仕事は自分なりのやり方で、状況に応じて臨機応変に』というのが『真面目を装った怠惰』だとゼネダ様はおっしゃっていました。けれど、主の状況に鑑みてもっとも適切と思う行動が必ずしも手引書通りとは限らないのではないかと。お仕えする中で手引書の厳守が最適ではない、そんな例外もあり得るのではないかと感じたのですが」

「おや、失礼。たしかに、それに関しては私の言葉が足りなかった」

　私の質問にゼネダ様が気を悪くしないかと少し不安だったけれど、彼はあっさりと謝罪して補足する。

「私が言う『真面目を装った怠惰』というのは手引書もろくに暗記せず、本来するべき業務もまともに履行せずに弁だけで凌しのごうとする者たちのことです。手引書を暗記し、日々の業務を完璧に熟した上での『自分なり』や『臨機応変』であれば、むしろ大歓迎です。とはいえ、陛下の最側近という甘い蜜に吸い寄せられ、覚悟や気構えもなく従者候補にやって来るボンボンたちがこの前提を達成できた例はなく、結果的にサイラス様の従者の座は今まで空白だったわけです」

　理にかなった彼の説明は、私をストンと納得させた。同時に、一にも二にもまずは手引書の暗記が大前提だと理解する。

「なるほど、よくわかりました。ゼネダ様、丁寧なご教授をありがとうございました。さっそく明日の勤務開始までに、すべて頭に叩き込みます。しかし、恥ずかしながら暗記力にはあまり自信がなく、今は一分一秒も惜しまれますので、これで失礼いたします！」

　予想外の分量の事前学習を課された私は直角に腰を折って礼を取るや、手引書を抱えて弾丸のごとく侍従長官室を飛び出した。

「お待ちなさい、私はなにもひと晩ですべて覚えろとは――」

　退出間際の背中にかけられた制止の声は、目先の課題のことで頭がいっぱいの私の耳を素通りした。

「……ふむ。端から暗記を放棄しようとする者はいた。しかし、一日でその分量の暗記を試みようとする猛者に出会ったのは初めてです。なにやら面白くなりそうですね」

　扉が完全に閉まったことで、ゼネダ様の喜色混じりの呟きも私に届くことはなかった。




　翌日の午前六時。

「サイラス様、おはようございます。お目覚めのお時間でございます」

　私はサイラス様の枕まくら辺べに立ち、起床を促していた。

「……あと五分だ」

「少々失礼いたします」

　不機嫌を隠そうともしない低い声が返り、私は怯まずにひと声断って彼の額に手のひらを当てた。

　触れる瞬間はトクンと脈が跳ねた。けれど、意思の力で従者の役目に徹し、手のひら越しの彼の体温に意識を集中させる。

「なんの真似だ？　……とにかく、あと五分寝かせておけ」

　サイラス様は煩わしそうに額の手を払い、ゴロンと寝返って私に背中を向けた。

　私はこれ幸いと掛布の端を掴み、一気に彼から引き剥がす。

「おい!?　あと五分と言ったのが聞こえなかったのか！」

　サイラス様は不快感を露わに私を睨みつけてくる。

　充血したその目を見るに、昨夜の酒宴で相当お酒を飲んでいたようだ。おそらく、寝台に入ったのも未明になってからなのだろう。

「聞こえております。しかし、聞き入れることはできません。手引書によれば『サイラス様の《あと五分》は、延々ループできりなし。ゆえに、体調不良の場合を除き、起床時間は厳守のこと』と記されております。今しがた、体温は平熱と確認させていただきました」

　私が堂々と切り返すと、サイラス様はむくりと半身を起こした。

　起きてもらえたことに安堵しかけたのも束の間、私を見つめる彼の目がスッと細まり、口元が不遜に弧を描く。

「いい度胸ではないか」

　サイラス様の腕が伸びてきたと思ったら、その手が私の首の後ろをグッと掴んで引き寄せる。

「んっ!?」

　彼の唇が迫り、噛みつくような激しさで唇が奪われる。

　反射的に体を後ろに引こうとするが、首裏を掴んでいるのと反対の手がガッシリと腰に回って、逃げを許さない。

　今回、私は唇が触れ合う瞬間に自然と目を瞑っていた。視界を閉じたことで、感覚が一層鋭敏に研ぎ澄まされる。

　合わさった唇から彼の舌先が入り込んで歯列を割る。

「……んんっ！」

　彼は我が物顔で私の口内を蠢き、柔らかさと温もりを余さずに味わっていく。私は呼吸も忘れ、彼に与えられる濃密な口づけに翻弄された。

　逆上せたみたいな苦しさを覚え、目の前がチカチカと点滅しだす。

「おい、セリーヌ!?」

　フッと気が遠くなりかけたその時、私の異変に気付いたサイラス様が口づけを解く。唇が解放されて、肺に酸素が一気に流れ込む。

　私は間一髪で卒倒を免れた。吸って吐いてを繰り返す私の様子を、サイラス様が呆れ眼まなこで見下ろしていた。

「馬鹿者。口が塞がっているのだから鼻で吸わんか。……まったく、呼吸を止める奴があるか」

　細切れの速い呼吸がやっと常のリズムに戻ったところで、サイラス様が低く告げる。しかし、突き放した物言いとは裏腹に、彼の声は甘やかな響きで私の鼓膜と胸を震わせる。

　なにより彼は口づけを解いた後も私の腰に回した腕を解かず、反対の手でずっと背中をさすってくれていたのだ。

　彼の言動は不遜で尊大で……だけどそれらの裏側に、私は不器用な優しさを感じていた。

「すみません。次はそうします」

　私が口にした『次は』の件で、彼はフッと表情を緩めた。

「目を瞑ったのは進歩だったがな」

　サイラス様がほんの一瞬だけ見せた柔らかな微笑みが、私の胸をざわつかせる。同様に、見上げた視界に映るアメジストの瞳が、こんなにも私を落ち着かない心地にさせるのはどうしてなのか……。

「……さて、すっかり目も覚めた。今日の衣装はどうなっている？」

　見つめ合っていた視線を先に逸らしたのはサイラス様だった。

　ホッとしたような、残念なような……。

　ふと『残念』と感じること自体が、とてもおかしいことに気付く。

　たしかにサイラス様の求めるままに応じる契約を結んでいるが、これではまるで私自身が彼との行為を望んでいるかのようだ。不可解な心の動きに、私自身戸惑いを隠せなかった。

　それともうひとつ、私は彼の台詞に大きな違和感を覚えていた。『すっかり目も覚めた』と彼は言った。

　けれど彼は、そもそも眠っていたのだろうか？　なんとなくだが、彼の呼吸は眠っている人のそれではないような気がした。

　私の勝手な印象だが、彼は夢とうつつの狭間から脱せられずにもがいているのではないか。そして彼の『あと五分』は安寧の眠りを貪りたいがためではなく、そんな苦しい界を振り切ってうつつの世界に出るための猶予。そんな風に感じられた。

　ただし、これは彼にとってかなり込み入った事情のようにも思え、安易に言及することが憚はばかられた。

「はい。姿見の前に本日最初に予定されております謁見に相応しい装いを一式用意させていただいております」

　結局、私は手引書通りの受け答えと流れで対応した。

「ほう。なかなか手際がいいな」

「恐れ入ります」

　サイラス様はこれ以降、私を戸惑わせるような言動を一切せず、身支度を整えると早々に朝の謁見へと向かった。










契約の情事




　セリーヌが俺の従者として働くようになって三日目。

　この頃になると、俺は彼女の仕事ぶりを間近に見て、当初の考えを百八十度改めていた。

　もとより契約として示した条件だったから、セリーヌを従者として召抱える気ではいた。しかし、それはあくまでも名目上。実際の業務に関しては、まったく期待していなかった。ところが彼女は、すべてにおいて俺の想像を遥かに超えていた。

　どうやら俺は、女という先入観に目を曇らせ、セリーヌを見くびっていたらしい。

　昨日顔を合わせた侍従長官のゼネダは開口一番、『いやはや、恐れ入りました。私が作成した手引書をひと晩で暗記した者など初めてです。さらに彼には甘やかされて育った貴族令息にありがちな傲ごう慢まんさが一切ない。人当たりがよく温和で、その上聞き上手だ。こちらが一を言えば十までを理解して、頭も気も実によく回る』と、セリーヌを手放しで誉めそやした。ゼネダがこんな風に人を評する姿など見たことがなく、興奮気味に語る彼の様子に大層驚いたものだ。

　しかしセリーヌへの評価に関しては、俺自身の思いとピタリと同じで、おおいに賛同できた。既き知ちの気安さでこぼした『あなた様の身の回りを担う従者よりも、セリウスの能力はむしろ事務方向き。彼のような優秀な人材というのはそうそう出会えるものではありません。ということで陛下、なんとか彼を侍従長官室付きとして寄越していただくわけにはまいりませんかね？』の台詞にはさすがに閉口したが。

　とにかくセリーヌは、並の男などとは比較にならぬほど優秀だった。

「……これは嬉しい想定外だな」

　口元の緩みを自覚しながら小さく呟き、なんの気なく壁の時計に目を向ける。時刻は、正午を二十分ほど過ぎたところ。セリーヌが俺の使いで書記官室に向かったのは十一時半だ。

　……遅い。いくら広大な宮廷内とはいえ、一時間近くも戻らないのはおかしい。

「仕方ない、様子を見にいくか」

　ちょうど午前の政務にも区切りがついた俺は午前中いっぱい温めていた政務椅子から立ち上がり、戻らぬセリーヌを捜して歩きだした。

　セリーヌの姿は、書記官室にほど近い回廊にあった。往来を避け、支柱の脇にしゃがみ込む細い背中に歩み寄りながら声をかける。

「そんなところでなにをしている？」

「サイラス様」

「ニャァー」

　俺の問いかけには、ふたつの声が返った。ひとつはセリーヌ、もうひとつは俺が飼育するメスのピューマ・ニーナのものだった。

　ニーナは四年前に怪我を負い、腹を空かせた状態でセリーヌ姉弟に保護されたあの赤ん坊だ。ヘッセラボス共和国からの献上品で、俺が行方を捜していた母ピューマは、翌日になってニーナを見つけた場所から少し離れた樹林内で惨殺体で発見された。

　猟奇的な犯行は、愉快犯によるものか。……あるいは、俺への宣戦布告なのか。

　奇しくもニーナを保護した晩から降り出した雨が犯人の痕跡を洗い流し、母ピューマを惨殺した犯人は割れていなかった。

　以降、俺は宮廷内に潜む不穏分子の存在にずっと神経を尖らせている。

「すぐに戻らずに、申し訳ございません。使いの後、行き合ったニーナが古傷を痒かゆがって落ち着かない様子でしたので、軟膏を塗っておりました」

　覗き込むと、セリーヌはニーナの体にひきつれとなって残る傷跡へ軟膏を塗りながらマッサージをしてやっていた。

「セリよ、何度も言っておろう？　お前は俺の従者であって、ニーナの飼育係ではない。お前がそんなことまでする必要はないんだぞ」

　俺は他人の目のあるところでは、彼女を『セリ』とだけ呼んでいた。どうしても彼女を『セリウス』の名では呼びたくなかったのだ。

「すみません。ですが、どうしても私がしてやりたかったんです」

「フシャャァー！」

　セリーヌの声に合わせ、邪魔をするなとばかりに、ニーナが本来の飼い主である俺を威い嚇かくする。

「俺に命を救われた恩を忘れおって。まったく、恩知らずな奴だ」

　事実、あの時のニーナは衰弱しきっており、俺が腕を見込んで直々に引き抜いた宮廷医の処置でなければ、助からなかっただろう。

「こーら、ニーナ。恩人のサイラス様にいけません」

　セリーヌに窘たしなめられたニーナは、居心地悪そうにプイッと俺から顔を背けた。

「……ふふふっ」

　ふいに、セリーヌが忍び笑いをこぼす。

「なにがおかしい？」

「いえ。ニーナはちゃんとわかっているんだなぁと思って」

「こいつがなにをわかっているというんだ？」

「この子は、あなたには我儘を言って甘えても大丈夫だとちゃんとわかっているんです。ほら、幼子というのはよく、相手を見て態度を変えませんか？　己に対し絶対的な愛情を示す者には我儘を言って、時に困らせるような行動だってしてみせます。けれど、それ以外の人の前ではお利口さんにしていたり。それと一緒ですね」

　セリーヌの言葉を聞きながら、俺の胸に切なさが湧き上がる。

　十中八九、それは彼女の実体験に基づいた発言だ。彼女はずっと弟のセリウスに、我儘を言って甘えることのできる環境を与えてやってきたのだろう。

　しかし、セリーヌ自身はどうか。彼女には甘えて過ごせる場所や時間など、まるでなかったのではないだろうか。

「……ふむ。お前が言わんとしていることはわかった。もっとも、こいつはもう立派な成獣だがな」

　初対面の時から、俺にとってセリーヌは特別だった。醜悪な魔物らの中にあって、彼女だけは唯一清らかな少女の顔をしていた。さらに彼女は透き通るように美しく、そんな彼女に俺が好感を抱くのは必然だった。

　だからこそ、男と偽って潜入してきた彼女に激しく落胆し、侮蔑の念を抱いた。当然、その行動の裏には他の女たちのように邪よこしまな気持ちがあるからだと疑わなかった。

　ところが、実際はそうではなかった。セリーヌに俺を陥れる意図はなく、性別を偽って宮廷に上がったのはセリウスの療養費を得んがため。間違っても己がうまい汁を吸おうなどという打算ではなかったのだ。

　セリーヌは、醜悪な魔物などではない。……弟思いの、情の深い女だ。

「それもそうですね。……ですが、大人だって心が弱って誰かに甘えたい時もあります。ね、ニーナ？」

「ニャァッ！」

　ニーナの背中の古傷を撫でながら微笑むセリーヌは儚げで、俺の庇護欲を疼かせる。

「さぁニーナ、これでいいわ。そろそろ、あなたのお昼ごはんが用意される頃ね。また痒い時はいらっしゃい、軟膏を塗ってあげるわ」

「ニャァー」

　ニーナは甘えるようにセリーヌの手と、そして俺の足にもスリスリと頬ずりをして、飼育係が待つ己の寝床へと戻っていった。

　弟を守るため細い肩にすべてを背負い、ここまで孤軍奮闘してきたセリーヌ。柔らかな眼差しでニーナを見送る彼女の横顔を眺めながら、今後は俺が彼女を守り、甘えさせてやりたいと思った。

　初めて抱いた感情に、俺は少しの戸惑いとそれを上回るときめきを覚えていた。




　翌日の夜。居室と間続きの私的な政務室で最後の決裁書類にサインをし、一日の政務を終えようかというところで、侍従長官のゼネダが報告を携えてやって来た。

　政務机の脇ではセリーヌが処理済みの書類を整えていたが、構わずにそのままゼネダの報告を聞いた。

　ゼネダの報告は、『引退した父親の後釜に収まる恰好で宮廷に出仕するようになった息子の態度があまりにも目に余るため、書面による注意、指導を実施した。今後も勤務態度に改善が見られぬようなら、次の処分に移る』と、こうだった。

　通常、出仕したての貴族令息、特に高位貴族出身で上昇志向の強い若輩は己の優位を誇示したがって、宮廷内の輪を乱しがちだ。彼らは愚かにも臣下として宮廷に上がる意味を、まるでわかっていない。一方で、セリーヌは誰に教えられずともその根幹を正しく理解していた。俺はゼネダの報告を受けながら、同じ出仕者でこうも違うのかと、改めて彼女の優秀さを噛みしめた。

　ゼネダは報告が済めば不要な長居はせず、早々に退室していった。

「……なんて愚かな。宮廷内での派閥づくりや権力闘争ほど馬鹿らしいことはないというのに」

　扉が閉まった直後、脇に控えていたセリーヌがポツリとこぼした。

　俺に聞かせる意図ではなく思わず口を衝いて出た、まさにそんな印象だった。

「ほう、それはどういう意味だ？」

　たまたま耳にした俺は、なんとなく興味を引かれて問いかけた。案の定、セリーヌは問い質されたことに驚いた様子だった。

「し、失礼いたしました！」

「構わん。もう少し具体的に申せ」

　恐縮しきりのセリーヌに続きを促せば、彼女はゆっくりと口を開いた。

「僭越ながら、それらは国力の分散や弱体化を招く危機にしかなり得ません。真の脅威は、豊かな土壌と豊富な水源に恵まれた我が国を虎視眈々と狙う近隣諸国です。国内で不要な権力闘争に明け暮れている場合でありません。宮廷に仕える我ら臣下が一丸となって陛下をお支えし、真の脅威に備えなければいけません。なにより、貴族位に序列はあれど、陛下を支える臣と考えた時に、我らの思いは同列であるべきです」

　俺はこれまで内輪で優位を競う愚を憂えてきた。そうして宮廷内の権力闘争の管理こそが帝位の安定、ひいては国力維持の要と心得ていた。忠臣らも、思いは俺と同じだった。しかし、その理由にこうも納得できる回答を示されたのは初めてだった。

　目の当たりにした彼女の優秀さに驚くと同時に、魂を揺さぶられるような歓喜を覚えた。

　なんと得難い女か、……いや、男も女もない。性別すら凌駕して、セリーヌとの出会いが俺にとって僥ぎょう倖こうであったのだ。

　彼女への熱情が、堰せきを切ったように溢れた。

「セリーヌよ、お前は永遠に俺に仕えろ」

　迸ほとばしる激情を精いっぱいの忍耐で抑え込んで告げながら、しかしこの言葉が俺の真意とは僅かに違っていることを自覚していた。彼女に相応しいのは、俺の一歩後ろに控える臣下ではない。

　セリーヌは俺と肩を並べて立てる女。皇帝たる俺の隣に皇妃として立つに足る素養と度量を備えた唯一無二の女だ――。

「え!?　陛下の従者はたしか、定年が五十歳と定められていたかと思うのですが」

　ギョッとした様子で至極真面目に答えるセリーヌの表情が、先ほどの達観した物言いとは不釣り合いにあどけなく頼りなげで、思わず噴き出した。

「あ、あの？　私はなにかおかしなことを言ったでしょうか」

　肩を揺らす俺を、セリーヌが眉間に皺を寄せ不安げに見上げていた。その姿がなんとも言えず可愛くて、俺は衝動的に彼女の唇を奪っていた。

「んっ!?」

　彼女は突然の口づけに目を真ん丸にしていた。しかし俺が段々と口づけを深めていくと月光を紡いだみたいな金色の長い睫毛をゆっくりと伏せてゆく。そうして幾度目かに唇の角度を変えた時、ブルーの瞳は完全に金色のカーテンの後ろに隠れた。

　甘やかな唇を味わいながら、心と体がかつてないほどに昂たかぶるのを自覚していた。俺の口づけを受けながら芳かぐわしい色香を漂わせるセリーヌを前にして、これ以上迸るような熱情を抑えることは困難だった。

　最後に彼女の口内の甘さと柔らかさを堪能し、そっと口づけを解く。

「いいや、なんらおかしいことはない。お前は俺の従者をよく務め上げている」

　彼女の才覚に感服し、丁寧に敬って尊重したい、そんな思いを抱いたのは真実。しかし、彼女への愛しい想いはそれらを凌駕する情火となって俺を衝き動かす。

「……しかし、お前の務めはもうひとつあったはず」

　耳朶を掠める近さで吐息と共に囁けば、彼女の肩がビクリと跳ね、首元までが一瞬で真っ赤に染まる。その様子はどこまでも初々しく、俺の劣情を容赦なく刺激する。

　彼女への溢れる想いを抑えることは、もうできなかった。

「セリーヌよ、俺の望みがわかるな？」

　セリーヌは火照った頬を隠すようにコクンと頷いた。

「いい子だ」

「あっ！」

　額にひとつキスを落とし、掬うように彼女の体を横抱きにすると、逸る思いのまま間続きの寝室へと踏み出した――。
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　サイラス様から『セリーヌよ、俺の望みがわかるな？』と告げられた瞬間、全身に緊張が走り抜けた。

　しかし体がこわばってしまうのは初めての行為に対する怯えや不安が原因で、不思議と嫌悪や不快といった悪い感情は湧かなかった。

　これから臨むのは契約でのみ成り立つ行為。なのにサイラス様の腕に宝物みたいに抱かれていると、胸に甘酸っぱい高揚を感じときめきすら覚える。

　……おかしいわ。これはただの契約なのに。

　サイラス様は私を横抱きにしたまま、政務室と間続きの寝室を大股で奥へと進む。

　寝室の奥でひと際存在感を放って鎮座する寝台に辿り着くと、ふわりと私を下ろす。胸がずっと速足で鼓動を刻み、脳内は思考の糸が絡まって混迷を極めていた。

「誓って乱暴なことはしない。だからそう不安げな顔をするな」

　うちなる感情に困惑する私になにを思ったか、サイラス様は寝台に乗り上がると柔和な表情で私を覗き込み、こんな言葉を口にする。

　耳にして、冷徹な態度の裏にある彼の優しさに触れたような心地がした。

「……はい」

　私の顔が不安げに見えたのなら、それは私自身の感情によるところ。彼が無体なことをするとは微塵も思っていなかったが、自分でも戸惑う胸のうちをうまく伝えられる自信がなかった。結局、私は曖昧に微笑んで頷くことで答えた。

　直後、サイラス様の腕が伸びてくる。行為を先に進めるのだと理解した私は、彼の邪魔にならないように両手をシーツに落とし、意識して体から力を抜いた。

　ところが、サイラス様の手がトンッと置かれたのは私の頭で、彼はそのまま大切なものを慈しむような手つきで何度となく撫でる。

「んっ」

　こそばゆい刺激に、胸がじんわりと温かな熱を持つ。

　剣の鍛錬ですっかり皮膚が厚くなったサイラス様の手は、節くれだっていて硬い。なのに、彼の手が伝える感触は、なぜか包み込みように柔らかい。

　こうやってサイラス様に触れられていると、不思議な安心感を覚える。

　私は育児に関心を示さぬ母に代わり、私と同じ色をしたセリウスの髪を幼少期から幾度となく撫でてきた。しかし、私自身がこんな風に頭を撫でられたことはほんの小さな頃の記憶にだってなかった。

　初めて人肌の温かさに触れて、涙が出そうになった。

　彼はその後も私の心と体を解きほぐすように、長い時間をかけて頭だけでなく頬や肩、背中を撫でながら、そっと触れるだけの優しいキスの雨を降らせる。

　それは最初の日に彼が告げた『俺の欲望を受け入れろ』という言葉とは対極の丁寧さ。その後も彼は直接の交接には遠回りと思える柔らかで優しい愛撫を惜しまずに繰り返した。

　ついに彼の手が私の襟元に伸び、長い指で器用にボタンをボタンホールにくぐらせる。ひとつ、またひとつとボタンが外されてゆき、最後のひとつがボタンホールをくぐれば、シャツは前からハラリとはだける。大きな手が背中の下に入り込んで支え、上半身を僅かに浮かせる。その隙に、反対の手が折り込んださらしの一端を摘まみ、シュルシュルと解いていく。

　私の体を離れたさらしがとぐろを巻くように寝台下に落ち、窮屈に締めつけて抑えていたふたつの膨らみがまろびでる。

　背中を支えた手が再びゆっくりと私の体をシーツに横たえれば、上半身が生まれたままの姿になったことでシーツの滑らかさを鮮明に感じた。

「……綺麗だ」

　サイラス様が低く感嘆の息をこぼす。

　彼の賛辞にカッと全身が火照り、下腹にジンッとした熱が溜まるのを感じる。注視する彼の目線が恥ずかしくて、いた堪れなくなった私は、咄嗟に隠そうと胸の前に手を回す。

　しかし私の手は胸に辿り着く前にサイラス様の大きな手に掴まれて、シーツの上にトンッと縫い留められてしまう。

「隠すな」

　伸びてきた手のひらが隠すものなく露わになった片方の丸みを包み込む。柔らかさを味わうように優しく揉みしだきながら、彼が頭の位置を下げる。

　手で触れているのと反対側の膨らみに唇を寄せられて、淡く色づく先端を含まれる。痺れるような電流が全身を駆け抜けた。

「ぁあっ！」

　サイラス様は一旦唇を離すと、わざと私に見せつけるようにツンと上を向いた中心を舌先で舐め上げた。

「お前は蕩けるように甘い」

　何度となく朱色の舌で舐められ、唇で啄ついばむように咥くわえられる。目の前で繰り返される淫らで倒錯的な光景が、否応なしに私の理性を溶かしていく。

　さらに、彼が醸かもす圧倒的な色香が私を酔わせ、彼に与えられる甘美な刺激のこと以外考えられなくなってしまう。

「やっ!?」

　どれくらい経っただろう、下腹に外気の冷たさを感じ、弾かれたように目線を下げる。

　ここで初めて、私はサイラス様の手でいつの間にかズボンの前が緩められていたことを知る。彼は驚く私をよそに、下穿きごとズボンを悠々と足から引き抜いて寝台下へと放ってしまう。

　一糸纏わぬ姿になった私が慌てて足を擦り合わせようとしたら、サイラス様が両脚の間に体を割り込ませ、閉じることを許してくれない。

「ぁ、……んんっ！」

　下肢に指が這い、敏感な部分をツツツッと辿る。

「んっ!?」

　微かな違和感を、じきにそれを上回る快感が塗り替えた。繰り返される繊細な愛撫に、私はあっという間に愉悦だけしか感じなくなった。

「あ、いやぁ……」

　溺れるほどの快感に、むずかるように身を捩る。

「いや？　おかしなことを、お前の体は俺の与える快感に悦んでいる。もっともっとよくなれ」

　彼の姿が消えたと思ったのは一瞬。

「だ、だめ……っ、あぁ！」

　下肢の間に埋まる黒々とした頭髪を目にして、クラリと眩暈を覚えた。

　彼がもたらす大きすぎる快感の渦が私をのみ込んで、視界がチカチカと点滅する。彼は唇と舌で、そしてその手で容赦なく私を昂らせる。

　私は息を弾ませて、与えられるまま幾度となく小さな頂へと駆け上った。

　すっかり息が上がり、意識もふわふわとして夢とうつつの境すら曖昧になってきた頃、ついに彼が長く顔を埋めていた下肢から身を起こした。

「最初は辛いかもしれん、俺にしがみついていろ」

　彼は上衣だけを脱ぎ去り、性急にズボンの前を寛げると私に覆いかぶさった。

「ぁ、ぁああっっ!!」

　その瞬間は、これまでの快感が一瞬で吹き飛ぶくらいの鮮烈な痛みが走り抜け、目から涙が散った。彼は一旦動きを止め、心配そうに私を見下ろす。

「大丈夫か？」

　労りの籠もった問いかけに、「もうやめて」のひと言が喉から出そうになる。

「……は、はい」

　なけなしの理性でなんとかのみ込み、続く行為で間違っても否定の言葉を声に出さぬよう唇を引き結ぶ。両手は、固くシーツを握りしめた。

「頑固者め。ここで握るのはそこではない。俺の肩に掴まっておけ」

　サイラス様は呆れ混じりに囁きながら、私の拳をそっと包み込んでシーツから剥がし自分の肩に置く。逞しい肩に両腕で縋りつくような恰好になった。

「これは契約だからな、やめてはやらんぞ。だが、引っ掻いても噛みついても構わん」

　サイラス様はこんな風に続けたが、言葉とは裏腹にすぐに行為を再開しようとはせず、私の腰や背中をさすりながら小さなキスを繰り返す。

　ピタリと抱き合う恰好になったことで、厚い筋肉に覆われた胸板に私の双丘が密着して柔らかに形を変えていた。触れ合った肌と肌から伝わる体温が心地よかった。

　さらに隙間なく触れ合ったことで、彼の胸が存外に速い鼓動を刻んでいることに気付く。トクントクンと速足のふたりの鼓動が、追いかけっこして重なって、やがて同じリズムを刻む。

　強張った体が、段々と綻んでくるのがわかった。そうすれば痛みだけではない、新たな感覚も生まれてくる。

「……ん」

　私が不可思議な感覚に僅かに身を捩れば、サイラス様は私の反応にふわりと表情を綻ばせ、ゆっくりとした律動を開始した。

　小さな波は段々と高く大きくなって、私とサイラス様をのみ込んでいく。

「セリーヌ……っ！」

　私たちはしっかりと抱き合って、同じ天てっ辺ぺんを目指して駆け上る。

「あ、ぁあっ！」

　ついに極限まで高まった快感が真っ白に爆はぜ、全身でサイラス様を感じながら痺れるほどの愉悦に酔う。

　私たちはそのまま抱き合って、いつまでも引かぬ情事の余韻を味わった。

　ゆっくりと快感の波が遠ざかっていくと、心地よくも抗えぬ虚脱感に全身が包まれる。瞼も意思とは無関係に、とろんと重くなってくる。

「眠いのか？」

「い、いえ……」

　このまま彼の寝台で眠るわけにはいかないと怠い体を起こそうとしたら、他ならぬ彼の腕にグッと掻き抱かれ、そのまま腕の中にとどめられてしまう。

　温かな揺り籠に揺蕩たゆたっているかのような圧倒的な安心感に包まれて、襲いくる眠気にこれ以上抗うことは困難だった。

「――」

　薄れゆく意識の片隅でサイラス様がなに事か呟いたような気もしたが、既にうつつの世界から遠ざかっていた私の耳には、意味あるものとして届かなかった。

　……ただ閉じきる直前の目が、それを口にする彼の蕩けるように優しいアメジストの瞳を映した。自分が、彼の大切な存在にでもなったと錯覚しそうになった。

　もちろん、これが契約によって成り立つ情事で、そんなことはあり得ないのは百も承知だ。けれど、蕩けるような彼の眼差しに見送られ、私は契約の情事の後とは思えぬほど幸福な気分で眠りの世界へと旅立っていった――。










愛執




　初めての行為に疲れ果て、眠りの世界へと旅立っていったセリーヌの体を深く胸に抱き寄せる。僅かにでも力を込めれば壊れてしまいそうなほど華奢なのに、この体は柔らかに俺を包み込んで受け止めた。

　……俺を謀った浅ましく愚かな女。

　しかし今はこの上なく愛しい、俺だけの女だ。

　俺の腕の中で健やかな寝息を立てるあどけない寝顔を、宝物に触れるような丁寧さでそっと撫でる。

　その時、セリーヌが小さく身じろぎし、その動きで意図せず彼女の柔らかな太腿が、解放してもまったく衰えを知らぬ雄の部分を掠めた。

　電流が走り抜け、ビクリと脈動する。細く息を吐き出して衝動を逃がしながら、こうも猛々しく滾った己自身に新鮮な驚きを禁じ得ない。

　俺の目に映る女の顔が人のものでなくなったのと時を同じくして、俺は男の機能を失った。……いや、失ったのだと思っていた。

　しかし、セリーヌを前にしてこれまでの不能が嘘のように彼女への欲望には果てがない。

　おもむろに彼女の薄い腹部に手を伸ばし、そっと撫でる。

「この胎はらに、いつか俺の子が宿ることもあるのだろうか……？」

　眠る彼女は、俺の問いかけに答えない。

「お前が唯一、俺を男たらしめる。そしてお前は、……唯一俺の子を産む女だ」

　応えぬ彼女の耳元で囁いて、朱色に色づく唇に己のそれを重ねた。表層を掠めるように触れてすぐに口づけを解くが、どうにも名残惜しく再び吸い寄せられるように唇を寄せる。

　最初の口づけよりもう少し深く合わせ、その柔らかさと甘さを味わいながら、胸には仄ほの暗い欲望とそれを上回る圧倒的な愛慕が募った。
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　サイラス様の従者として過ごす日常は、忙しくも充実していた。

　初めはやるべきことの多さに目が回りそうだったけれど、十日も経てばコツを掴み、戸惑うことも減ってきた。とはいえ、従者とは本来男性の仕事だ。私の意気込みとは裏腹に、任される力仕事には些か難儀することもある。

　今も、私は手入れから戻ってきたサイラス様の愛剣を始めとする武具の一式が入った大きな箱を抱え、必死に居室を目指していた。

　その時、背後から大股で迫ってくる足音に気付く。

　荷運びに四苦八苦する私に振り返って確認する余裕などなかったが、足早に近付いてくる気配を鑑みれば、件の人物が先を急いでいることは疑いようがない。私は通行の邪魔にならぬよう、回廊の端に寄る。

　ところが、私の横をすり抜けて先に行くのだとばかり思っていたその人は、なぜか私のすぐ横でピタリと足を止めた。

　……どうしたのかしら？

　戸惑いを覚えた直後、腕の中の大きな箱がヒョイッと取り上げられ、驚いて仰ぎ見る。

「え!?　……ダボット様！」

　なんと近衛長官のダボット様が、私がやっと両手で抱えていた箱を片腕で悠々と持ち上げていた。

「なにを運んでいるのかと思えば、サイラス陛下の武具か。鍛冶屋から戻ってきたのか？」

「はい。先ほど報せを受け、引き取ってきたところです」

「陛下の部屋に運べばいいんだな」

　言うが早いか、ダボット様は真っ直ぐにサイラス様の部屋を目指して歩きだす。

「いけません！　これは私の仕事ですから、ダボット様のお手を煩わせるわけにはいきません。お気持ちだけちょうだいしますので、その箱はお返しください」

　ダボット様が私の代わりに運ぼうとしてくれているのに気付き、私は青くなって腕を伸ばした。

　近衛長官として常に部下である近衛兵らの指導育成に厳しい姿勢で取り組む彼が、いくら直属の部下でないとはいえ、なぜ私にこうも親切にしてくれるのか。

「なに、遠慮をするな。弱きを助けるのは、近衛たる者の基本。相手が女や子供ならなおのことだ」

　ダボット様は箱をスッと後ろに引くことで私の腕を躱しながら答えた。

「わ、私は子供ではありませんが……」

　彼が口にした『女』という単語に一瞬ドキリと脈が跳ねたが、すぐに自分は『子供』という方に該当するのだと思い至った。

「はははっ！　まぁ、細かいことは気にするな」

　ダボット様は高らかに笑い、ヒラリとマントを翻して歩いていってしまう。

「あ、ダボット様！　だめですったら！」

　慌てた私は、咄嗟にダボット様のはためくマントの裾をパシッと掴んだ。すると、どんな不幸な偶然か、その弾みで彼のマント留めが外れた。

「きゃっ？」

　私は引いた力を吸収できずに、無様にも奪い取った大判のマントをかぶるような恰好で、床に尻もちをついた。

「おい!?　怪我はないか？」

　ダボット様は目にも留まらぬ速さで箱を床に置き、私を助け起こそうと腕を伸ばす。

「は、はい。大丈夫です。それより、急にマントを引っ張ったりしてすみませんでした」

「いや、俺こそすまん。マント留めが緩んでいようとは思ってもみなかった」

　恥ずかしいやら、情けないやら。私は片手で頭上にかかったマントを引き下ろしながら、もう片方の手を差し出されたダボット様の手に重ね――。

「お前たち、往来でなにをやっている」

　手と手が触れ合おうかという、まさにその時。頭上から地を這うような低い声がかかり、同時に私の手首がグッと掴まれて引き上げられる。

　立ち上がり高くなった視界に、苦虫を噛み潰したような表情をしたサイラス様が飛び込んだ。

「サイラス様！」

「なかなか戻らんから様子を見に来てみれば、お前はこんなところで油を売っていたのか。怠惰な業務態度には、仕置きが必要か？」

　サイラス様は、明らかに虫の居所が悪そうだった。とはいえ、こうして従者仕事の最中に回廊の往来で醜態を晒し、人目を集めているのはすべて私の至らなさであり落ち度だ。

「申し訳ございません」

「陛下。恐れながらセリウスは決して、油を売っていたわけでは――」

　静かに頭を下げたら、そんな私を庇おうとダボット様が声をあげた。

「お前には聞いておらんわ。ダボットよ、近衛はよほどに暇なようだな。……それならば、来季の人員と予算は削減しても問題なかろう？」

「な!?　そ、それは……」

　閉口するダボット様に、サイラス様は酷薄に笑み、クイッと顎で近衛の詰所に続く方向を示した。

「ハッ。冗談だ。さっさと行け」

「御前、失礼いたします」

　皇帝陛下にピシャリと言われてしまえば、ダボット様とてそれ以上言い募ることはできず、礼を取って踏み出した。

「あ、ダボット様！　これを……！」

　その背中に、サイラス様に握られたままの手と反対の手で慌ててマントを掴んで差し出す。

「親切心で運んでやるつもりだったが……、逆にすまなかった」

　マントを受け取りながら、ダボット様は眉尻を下げて謝罪を口にする。

「そんなことありません！　ダボット様のお気遣い、とても嬉しかったです！」

「ではな、セリウス」

　ダボット様が大柄の体格に見合わぬクシャリとした笑みを残して回廊の向こうに消えると、サイラス様が私の手首を握る力を強めた。

「あの、サイラス様？　私は荷物がございますので……」

　言外に『離してほしい』との意を込めて呼びかける。

「さっさと戻るぞ」

「あっ!?」

　サイラス様は腰を落とすと、床の箱を片腕で掬うように持ち上げて、私の手を引いて歩きだす。

「私が持ちます！」

「俺の荷物だ。どちらも俺が持つ」

「……え？　あの、それではまるで私も荷物であるかのように聞こえます」

「ハッ。そう大差ないだろうが」

　思わず心のまま口走れば、彼は不機嫌から一転、唇から白い歯を覗かせた。

　この時の彼の笑みが、私の目にとてもキラキラと眩しく映った。

　トクトクと鼓動が駆け足を始め、握られた手首にも熱が集まってくる。

　彼の手は私の手首を悠に回ってなお指が余っていた。その大きさと逞しさを意識して、体温が上がってくるのを感じた。

　さらに初めこそグイグイと私の手を引っ張るように進んでいたサイラス様だが、途中で歩みのペースを落とし、私の歩幅に合わせてくれているのに気付く。

　サイラス様とふたり肩を並べて回廊を進みながら、かつてない胸のときめきを自覚していた――。
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　早いもので、私が宮廷にやって来て一カ月が経った。従者の勤務もすっかり板につき、宮廷内での顔見知りも増え、行動範囲も随分と広がっていた。

　そんな、ある日の昼下がり。私はサイラス様の居室から中庭に続く階段テラスに座り、柔らかな日差しを浴びながら束の間の休息を楽しんでいた。

　ここは両手の数ほどの人数しか通行が許可されていないこともあり、これまで誰かと鉢合わせしたことはない。そんな油断もあって、私は直接石畳の階段に腰を下ろし、すっかり寛いでしまっていた。

「おや、珍しい。こんなところで日向ぼっこですか？」

　そんな中でかけられた声に、私は大仰なほど肩を跳ねさせて振り返った。そうして視界に予想外の人物を認め、私は二重に驚いた。

「これは、ゼネダ様！」

　なんと、後ろに立っていたのは侍従長官のゼネダ様だった。

　彼は宮廷で働く従業者らの管理から、サイラス様の暮らし向き全般に関わる事務方仕事を一手に担う纏め役だ。その業務は多岐に渡り、常に多忙を極めている。

　だからゼネダ様は、侍従長官室に詰めていることがほとんど。この場所に限らず、私が彼と偶然出くわしたことは、これまで一度もなかった。

「階段に直接腰を下ろすなんて、はしたないところを見られてしまいました」

「なに、そんなことはない」

　私が慌てて立ち上がろうとしたら、それよりも一瞬早くゼネダ様が私の隣に歩み寄ってきて、少しの隙間を空けてストンと腰を下ろした。

「私もたまに、息抜きにここに足を運ぶのですよ。そしてその時は、決まってここが指定席です」

　驚く私に、ゼネダ様は真っ白な長衣の裾をパサリと捌さばきながら柔和に微笑んで告げる。

「そうでしたか、ゼネダ様も。ここは柔らかに注ぐ陽光と、爽やかに吹き抜けていく風が心地いいですね」

「おや。私も同じ理由で数ある場所の中で、ここが一番の気に入りです」

　ゼネダ様と肩を並べて取り留めのない話をしていると、背後から新たな足音と気配が迫ってくるのに気付く。今日に限って複数人がやって来るとは珍しいこともあるものだと、なんの気なしに振り返る。

「ほう、奇遇だな。たまたま人影を認め、誰かと思えばお前たちだったか」

　私が振り返るのと同時に、頭上からよく聞き慣れた声がかかる。

「え、サイラス様!?」

　認めた瞬間、弾かれたように立ち上がる。隣のゼネダ様も即座に立ち上がり、サイラス様に向き直った。

「陛下がこちらにお越しとは、お珍しい」

「な、なに。ここには、俺もひと心地つきたい時によく来るのだ」

　ゼネダ様の言葉に、なぜかサイラス様は弁解でもするみたいに早口で答えた。

　従者として仕えるようになってひと月になるが、これは初耳だった。

「よくおいでに？　はて、私は宮廷内のことは大概把握しているつもりですが、初めて耳にしましたね」

「……ゼネダ、少し耳を貸せ」

　言うが早いか、サイラス様はちょっと乱暴にゼネダ様の腕を引き、耳元に顔を寄せる。

　なにかしら……？

　サイラス様は小さな声でなにか伝えていたけれど、私の耳にその内容までは届かなかった。

「やれやれ、とんだ暴君もいたものです」

　聞き終えたゼネダ様が呆れ顔でやれやれと肩を竦めるのを見て、私は内心で首を捻った。

「ゼネダ様？」

　ゼネダ様の辛口は常のことだが、サイラス様に対して『暴君』などという単語が出てきたことは意外だった。

　もしかして、なにか困難な用件でも指示をされたのだろうか？

「いえ、なんでもありません。それより、私は急用ができてしまいましたので先にお暇いとまします」

「そうでしたか。相変わらずお忙しそうですが、どうかご無理なさらずに」

「ありがとう。ではセリウス、また」

　ゼネダ様は苦笑いで答え、長衣の裾をなびかせながら戻っていった。

「……宮廷の管理全般を担っておられるのですから、侍従長というのはやはり大変なお仕事ですね」

　遠ざかるゼネダ様の後ろ姿を見送りながらこぼす。

「さて、どうだかな」

　サイラス様はあっさりと返し、階段に腰を下ろした。彼に促され、私も僅かな空間を空けて隣に腰を下ろす。

　すると次の瞬間、サイラス様は私があえて残した隙間を詰め、腕と腕とが触れ合うくらい体を寄せてくる。

　えっ？　着衣越しにもしっかりと感じるサイラス様の引きしまった腕の感触と、私よりも少し高い体温が、心をざわざわと落ち着かなくさせる。

　……このざわつきの正体がなんなのか。何度となく同様の思考を繰り返すうちに、私の中で段々と核心に迫ってきているのを感じていた。

　しかし私は、それを知ることを意図的に放棄した。一旦これを自覚してしまえば、これまで通りにはいられなくなると本能的に感じたからだ。ガラス細工のような脆もろさで、なんとか保っている心のバランス……。それが崩れてしまうことが怖かった。

　私とサイラス様の関係は契約でのみ成り立っていて、それ以上でも以下でもない。

　自分自身に言い聞かせるように胸の中で呟いて、触れ合う腕から伝わる逞しい感触と温もりをできるだけ意識しないようにした。

「そもそも、なにをもって大変と言うのかが、俺にはわからん。少なくとも俺は、己の肩に宮廷のみならず一国の民の生活を背負って立つが、それを大変と思ったことは一度もない」

　サイラス様が続けた台詞を耳にして、切ない思いが胸に湧く。

　……すべてを手中に収めながら、孤高の王には心休まる場所がないのだ。

　絶対王者として国の頂点に立つ彼の孤独を垣間見た思いがした。

「そんな風に言い切れてしまうあたり、あなたはとても強い。そして私は、大変な責任と重圧の中で一国の最善のために取捨選択を繰り返すあなたを、いつも尊敬しています。……けれど一方で、そんな立派すぎるあなたを少しだけ心配にも感じています」

「ほう、俺が心配だと？　面白いな、なぜそう思う？」

「夜にあまり、眠れていないようですから」

　告げた瞬間、サイラス様の纏う空気がピンと張り詰めたのを肌で感じ、この指摘はタブーだったのかもしれないと気付くが、一度声にした言葉は戻せない。

「お前の杞憂だ。夜の静寂は既に俺にとって脅威ではない」

　……え？

「お前と床につくようになり、俺の夢に魔物は現れなくなった。それに眠りは元来浅いのだ。眠りにつかずとも、お前を腕に抱いていると穏やかな波間を揺蕩うようにどこまでも心地よく、心身の疲れが癒される」

　しばしの間を置いて返ってきた答えと、それを口にする柔らかな彼の表情に面食らう。

「ハッ、ハハハハハッ！」

　ポカンとして見つめていたら、サイラス様が高らかに笑いだす。

「なんという阿呆面をしている！　そうやってお前は、いつだって俺を退屈させない。……呪われた俺の人生に柔らかな明かりを灯し、温かに照らす」

「あっ！」

　次の瞬間には、私はサイラス様の腕にギュッと掻き抱かれ、唇を奪われていた。

　サイラス様との口づけは甘かん露ろのように甘く、蕩けるように甘美だ。与えられる悦びに体は自ずと熱を帯び、考えるよりも先に薄く唇を開いて彼の舌を招き入れる。

　快感に酔わされて、逆上せたようにまともな思考がままならない。身も心もぐずぐずに溶けてしまいそうだった。

「セリーヌよ、お前は永久に俺の隣にあり、俺の人生を照らし続けろ」

　幾度も角度を変えながら繰り返される口づけの合間に、サイラス様の囁きを聞く。胸は高鳴り、彼への思いが燃えるような熱を持って膨らむ。

　こんな台詞を聞かされれば、愚かにも期待をしてしまいそうになる。私がまるで彼にとっての特別であるかのように。

　……いいえ、思い上がってはだめ。この一カ月で、私は彼の冷酷な仮面の裏にある優しさも誠実さも知った。しかし、その根底にあるのが〝契約〟であることを忘れてはいけない。

「はい、サイラス様。あなたが約束を果たしてくださる限り、私たちの契約が途切れることはございません」

　合わさった唇同士が僅かに綻んだタイミングで告げる。

　直後、サイラス様が弾かれたように口づけを解いた。

「サイラス様？」

　ほんの少し冷静さを取り戻した目で仰ぎ見れば、磨りガラスみたいに艶のない瞳をしたサイラス様と視線が絡む。

「興が削がれた。……政務に戻る」

　サイラス様は苛立たしげに吐き捨てると、バサリとマントを捌きながら立ち上がり足早に戻っていった。

　小さくなる彼の背中を見るともなしに眺めながら、まるで心が迷子になってしまったみたいに心細く寒々しい思いがしていた。

　それでもひと度宵よい闇やみが主役となれば、この日も私たちは肌を合わせ、同じ悦びを共有した。しかし温かな彼の腕に抱きしめられていても、心から虚しさがなくなることはなかった。
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　この晩も、俺はセリーヌと幾度となく同じ高みを臨み、くたりと力を失った細い体を腕に抱きしめて夢とうつつの狭間を漂っていた。

　セリーヌにも語った通り、彼女と同じ寝台を分け合って眠るようになって、浅い眠りは俺にとって苦痛ではなくなった。それどころか、訪れる夢はどこまでも心地よく、包み込むように優しいものへと変わっていた。

　そんな優しい夢の中で、俺の一歩前をゆくセリーヌが柔らかな笑みを浮かべて振り返る。

『サイラス様』

　艶やかに色づく唇で名を呼ばれ、否応なしに胸はときめく。

　俺は眩いばかりの彼女の微笑みに目を細め、続く言葉を待った。ところがセリーヌはスッと笑顔を引っ込めると、これまでの柔和な雰囲気から一転し、悲愴感の漂う目をして口を開いた。

『あなたが約束を果たしてくださる限り、私たちの契約が途切れることはございません』

　っ!!

　耳にした瞬間、俺は胸を貫かれるような衝撃にカッと目を見開いてうつつの世界に舞い戻る。優しい眠りは一瞬で霧散していた。

　……夢、か。

　荒い呼吸を繰り返しながら、セリーヌの頭の重さを受けているのと反対の手を持ち上げて、額に滲んだ脂汗を拭う。

　しかし、これはただの夢ではなく、昼間の場面を忠実に再現していた。ゼネダとふたり親しげに肩を並べるセリーヌの姿を認め、いても立ってもいられずに駆けつけた俺に、彼女が同じ台詞を告げた。俺は無性に苛立ち、横柄な態度で彼女の前から立ち去った。

　その時の彼女は、夢と同じ悲愴な表情をしていた。

　俺の腕を枕にして眠るあどけない寝顔に吸い寄せられるように、こめかみのあたりにそっと口づける。

　セリーヌにとって、俺との関係は契約でしかない。彼女は皇帝の命令だから逆らえずに抱かれているだけ。連夜のように肌を重ね、同じ歓喜を共有しても、そこに俺への好意はないのだ。

　俺の心には、常に彼女に対して良心の呵か責しゃくがある。もどかしい思い、葛藤や後悔の念も尽きることがない。

　それらはどれも皇帝としての責務には感じたことのないものばかりで、すべてセリーヌを前にして、初めて芽生えた感情だった。皇帝として極限の中で下す決断にすら悩んだことのなかった俺の心を、唯一セリーヌが揺さぶる。

　彼女の心を得るための最善の道だけが、どうしてか正しい思考で選べない。

　本当は彼女にとって優しく、頼れる男でありたいのだ。そしてなにより、心細い時に支え合える存在になりたい。それなのに、いざセリーヌを前にすれば、湧き上がる雑多な感情が冷静な心を失わせ、結果的に彼女の心を遠ざける行いばかりしてしまう。

「……愛しているんだ。それなのに、俺はお前を傷つけてばかりだな」

　彼女の瞳が月光を紡いだような睫毛のカーテンに隠されている今ならば、こんなにも素直に言葉にできるというのに。一国の頂点に立ち、『ラインフェルト帝国史上初の軍人皇帝で、カマンドベル大陸最強の富国へと導いた魔物』とまで評される俺の実体のなんと愚かしいことか。

　心のうちで自嘲的に笑い、腕の中に深く彼女を抱き寄せる。閉ざされた彼女の目尻のあたりにそっと口づけたら、ほんの僅かに彼女が微笑んだように見えた。

　そもそも契約で縛りつけるこの状況が正しくないのは俺とて百も承知。すぐにでも契約を撤回するべきだと、理性的な部分では理解している。

　しかし撤回を伝えれば、セリーヌは俺から離れていってしまうだろう。彼女の尊厳を踏みにじっていると知りながら、俺のそばに置きておきたいという身勝手な欲望を抑えられない。どうしても、愛しい彼女を手放したくなかった。

「……セリーヌ、俺のそばから離れてくれるな」

　腕にかかる心地いい重みと温もりを感じながら、俺は彼女が立てる健やかな寝息にそっと耳を傾ける。それは俺の耳には子守歌のような優しい調べに聞こえ、睡眠よりもっと深い安息をもたらす。

　俺は夜明けまで一睡もせず、セリーヌとの穏やかな時を惜しむように過ごした。
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　私がセリウスの身代わりで宮廷に上がり、サイラス様の従者として仕えるようになって二カ月が経った。この間、私は毎夜サイラス様と同じ寝台を温めて過ごしていた。

　夜のサイラス様は熱く情熱的で、私はそんな彼に身も心も乱されて、あっという間にまともな思考を失ってしまう。そうしてサイラス様の囁きで目を開くと、決まって窓の外は宵闇を照らす星々から朝日が主役になっているのだ。

　最初は戸惑ったけれど、いつしかこれが当たり前になっていた。

　そんな、ある日の朝。

「どこか具合が悪いのか？」

　朝食の席で、向かいに座ったサイラス様が唐突に問いかけた。

「え？」

　実はここ数日、体の怠さと胸のむかつきに悩まされていた。とはいえ、連日の睡眠不足からくるただの疲労なのは明らか。そして己の健康管理は宮廷従事者にとって必須であり大前提だ。これができなければ、そもそも宮廷に従事する資格はない。

「ここのところ表情が優れん。食も進んでおらんではないか」

　私は不調を表に出さぬよう細心の注意を払っていたため、それを言い当てられた驚きは大きかった。

「いえ、決してそんなことはありません！」

　全力で否定する私に彼は頷いて答えたが、本当に納得しているのかはわからなかった。

「……ならばいい」

　サイラス様はひと度寝台を出れば、情熱的な夜の姿が嘘のように素っ気なく口数も少ない。今も、そうだ。

　しかし、その眼差しが以前より柔らかくなったように感じるのは果たして私の気のせいなのか……。

「温かいうちに食え」

　サイラス様はそう言って手ずからパンを取ると、私の皿に置いた。

「すみません。ありがとうございます、いただきます」

　サイラス様は私と寝台を分け合って眠るようになってじきに、朝の食堂には足を向けなくなった。早朝に政務がある日を除き、簡単に摘まめる軽食をふたり分部屋に運ばせて、こうして私と食べるのを日課にしていた。

　サイラス様が連夜従者を居室に引き入れ、朝食まで共にしている状況に、周囲で桃色めいた憶測が飛び交っていることは想像に難くない。しかし彼が手を回しているのか、そういった類の話が私の耳に入ってくることはなかった。

　……きっと私は、自分が想像している以上にサイラス様に守られているのだろう。彼は、私が不快な思いをしないよう目を配り、庇ってくれているのだ。

　そんな絶対的な庇護の下、私は前夜の情事の余韻を色濃く残す寝室で、彫像のごとく逞しい裸体に夜着を羽織っただけのサイラス様と寝台横のテーブルで向かい合っている。

　初めのうちは肉体的な疲労とサイラス様から溢れる色香に当てられてしまい、とてもじゃないが食事が喉を通らなかった。けれど、一カ月が経つ頃には彼の精悍な美貌に見つめられながら食事をすることにも慣れた。

　二カ月が過ぎようとしている今は、起きて一番に朝日に照らされた彼を見て、彼の手で抱き起こされて朝食の席に誘われることに喜びすら覚えるようになっている。

　きっと体と心は繋がっているのだろう。そして連夜の行為は否応なしに、私の心に彼への情を刻み込む。

　さらに私たちは濃密に体を重ねて温もりを分け合うばかりでなく、同じ物を口にして同じ感動を共有しながら多くの時間を過ごしている。こうした日々が、私の胸に情事で感じるのと勝るとも劣らない親密さを生じさせる。

　四年前に父の葬儀で出会った時から、私は皇帝としてのサイラス様に畏敬と敬愛を抱いていた。契約の情事を持ちかけられても、皇帝たる彼に対して尊敬の念が薄れることはなかった。それが今は、サイラス様を皇帝陛下としてではなく、もっと身近な存在に感じるようになっていた。

　この思いは弟のセリウスに抱く親愛の情に少し似ているけれど、両者は根幹の熱量がまるで違う。

　サイラス様に抱き始めている、この思いはなんなのか……。

　混沌とした思考を振り払うように緩く首を振り、卓上からグラスを取り上げる。クイッと傾けて、私はこれらの思いを水と一緒に渇いた喉に流し込んだ。

　そのまま胸のむかつきをこらえ、目の前に置かれた料理を口に運ぶ。

「そういえばサイラス様、ここのところニーナを見かけないのですが元気にしていますか？」

　三口目を食べたところで限界を感じてフォークを置き、ここ数日気になっていたことを尋ねた。

「ニーナは繁殖のため、今は雄のピューマと一緒に過ごさせている」

「え？　ニーナにお婿さんが……!?」

　サイラス様の回答は予想外のものだった。

「……いや。それがどうやら、あまり相性がよくないようだ。あと数日置いて繁殖行動に移らなければ、雄のピューマはヘッセラボス共和国に返そうと思っている」

　四年前に出会った時は子猫だとばかり思っていたニーナは、我が国には生息していないピューマだ。しかも、ヘッセラボス共和国の国立動物園で飼育されていた貴重な血統のピューマの子孫なのだという。

「そうですか。色々と難しいんですね」

　次代の誕生は、我が国のみならず、ヘッセラボス共和国の意向も多分に含まれている。友好の証として彼の国から送られたピューマが我が国で子孫を繋いでいくことは、両国の平和への願いに通じるのだ。

「自然界にあればとうに親になっている歳だが、いかんせんニーナは人に慣れすぎてしまった。雄を呼び寄せて相性を見るのも、これで二回目だがうまくいかない。今回繁殖に至らなければ、以降は無理に子孫を残そうとせず、宮廷内で自由に過ごさせようと思っている」

「それがいいですね。気に入ってもいない雄と番つがわされ、子を産まされるのはニーナが可哀想ですものね」

　なんの気なく口にして、再びグラスを取り上げて食後の喉を潤す。

　グラスをトンッとテーブルに戻しながら、ふと、向かいに座ったサイラス様が表情をなくして宙を仰ぎ見ていることに気付く。

「……あの？　サイラス様、どうかなさいましたか？」

　サイラス様は私の呼びかけに、軋むような動きで首を巡らせる。

「いや、なんでもない。この後の政務が押しているから先に行く。見送りはいらん、お前は飯を食っていろ」

　目が合うとサイラス様は素っ気なく答え、まるで私から逃げようとでもするみたいに席を立った。

「は、はい。気をつけていってらっしゃいませ」

　サイラス様は私を振り返ることもせず衝立の奥に消え、着衣を整えるとそのまま速足で部屋を出ていった。

　急にどうしたのかしら？　……いえ。どうしたもこうしたも、政務がよほど取り込んでいるんだわ。

　サイラス様はあんなに忙しく国民のために身を粉にして働いている。そして私は、そんな彼に破格の待遇で従者に取り立ててもらっているのだ。

　保養所に身を寄せている弟のセリウスとは、二週間に一度は手紙をやり取りしている。そのセリウスの体調が、この二カ月で劇的に改善していた。

　新薬がよく効いて、長年悩まされていた気管支の炎症もすっかり治まり、咳の発作に襲われることもなくなったそうだ。これもすべて高額な保養所の滞在費用を賄うに足る支度金と月々いただく高額な給金のおかげだった。

　そして私に示された賃金体系が、他の宮廷従事者と比較して破格の好条件であることはこの二カ月の間に知った。

「ちょっと怠いくらいでだめね。甘えたことなんて言っていられないわ」

　後ろ姿が完全に見えなくなるまで見送って室内に戻り、朝食の皿を纏めながら、多忙なサイラス様に不足なく過ごしてもらえるようますます頑張ろうと気を引きしめた。




　朝食の片付けが済むと、さっそく今日の仕事に移る。

　一般的に従者というと常に主あるじに付き従って行動するイメージがあるが、サイラス様は謁見や式典といった場面を除き宮廷内での行動は単独でなさる。だから私の仕事は、彼の身の回りを整えることがおもになる。

　まずは不在中の居室を快適に整えることから始め、以降の公務内容に応じた着衣と装具を不足なく揃えると、間続きになっている政務室で書類等の仕分けと整理を行う。

　そうして今日も何枚もある報告書を内容ごとに分類していたら、その中の一枚にふいに目が留まった。

「……あら？　ここの数字が間違っているわ」

　手の中のそれは、後宮の年間予算に関する財務報告書だった。

　現在、ラインフェルト帝国の宮廷といえば、皇帝の居住であり一国の政治機能の中心地としての中央宮を示している。しかし、先帝時代までは、中央宮とその別棟として建つ後宮の総称であった。

　煌びやかで栄華を極めた後宮には、時の皇帝が召し上げた数多の女たちとその子らが住まい、皇帝の訪れを待ちながら過ごしていたという。中央宮と後宮は別棟だが、豪華な廊下で繋がっている。とはいえその廊下を自由に往来できるのは皇帝のみで、後宮の女たちには自らの意思で中央宮に行くことはもちろん、後宮の外に出る自由すらなかったそうだ。

　ただし私が物心ついた時には、既にサイラス様が帝位に就き、後宮を解体していた。だから後宮に関する悲喜こもごもについて、実際にこの目で見て知っているわけではなく、すべて人ひと伝づてに聞いた話だった。

「これは後宮に確認に行くしかないわね」

　私は報告書を上げてきた後宮統括官に不備を尋ねるべく席を立った。

「っ……！」

　その時、ずっと騙し騙しにしていた吐き気が喉元まで込み上げる。

　片方の腕を机に突き、もう片方の手を口元に宛がって、嘔吐しそうになるのをこらえた。

　先ほど政務に向かうサイラス様を見送りながら、しっかりしなくちゃと気を引きしめ直したばかり。だけど、そんな私の意気込みとは裏腹に、体調はますます悪くなっていた。

　私の体はいったい、どうなってしまったの？　従者の仕事も、契約の行為も、きちんと熟さなくちゃいけないのに……っ！

　このジレンマが、体ばかりでなく私の心まで追い込んでいた。マイナスの思考ばかりが渦のように押し寄せて、健全な心を蝕むしばもうと牙を剥く。

　今もそれらにのみ込まれそうになる直前でハッと思い直し、緩く首を振って姿勢を正す。折よく、吐き気の波も引いてきていた。

「大丈夫、体の具合が悪い時は気分だって沈みがちになるものよ。最近の私は情緒が不安定でいけないわ。しっかりなさい」

　自分自身に言い聞かせるように唱え、颯爽と前を向く。部屋を出て、顔馴染みとなった近衛兵に後宮に向かう旨を告げると、背中を伸ばして歩きだした。




　廊下を渡って訪れた後宮の第一印象は、寂しいところ、そんなひと言に尽きた。中に続く扉の前には、近衛兵ひとり立っていない。

　ちなみに、解体したはずの後宮になぜ今も後宮統括官などという役職者がいて、予算が発生しているのかといえば、それは偏ひとえにサイラス様の温情による。彼は後宮の機能は解体したが、行きどころのない女たちに強引な退去を迫ることはしなかった。

　結果的に、今も帰る家を持たない女たち数人が後宮に残って細々と暮らしており、後宮統括官はそんな女たちの纏め役。そして、上がってきた予算は、女たちの暮らし向きにかかる費用なのだ。

「ごめんください。どなたかおられますか？」

　私は無人の扉を手ずから押し開けて、中に向かって声を張る。

「はーい。お待ちください」

　意図せず奥から感じのよい返事があった。

「すみません、お待たせしました。どういった御用かしら？」

　少しして現れたのは、草臥くたびれた簡素なドレスに前掛けを着けた下働きと思しき初老の婦人だった。

「後宮統括官様にお尋ねしたいことがあって来たのですが、おられますでしょうか？」

「私が後宮統括官のサリーよ、いったいなにかしら？」

「これは失礼しました。後宮統括官様とは露知らず、ご無礼いたしました。私はサイラス様付きの従者のセリウスと申します」

　下働きと思っていた女性からまさかの名乗りを受けて、私は直角に腰を折って礼を取った。

「ふふふっ、統括官だなんて名前ばっかり。実際は後宮内の掃除から修繕まで熟す、なんでも屋さんよ。だからそんなに畏まることはないの。立ち話もなんだから、お話は中で伺いましょう。さぁセリウス様、お入りになって」

　サリー様は朗らかに笑み、私を後宮内へと招き入れた。

「セリウス様、こちらで少しだけお待ちくださいませ」

　後宮内の応接室に私を通すと、サリー様は一旦ひとりで奥に下がり、お茶をのせたトレイを手に戻ってきた。

「ここに訪問者なんていつぶりのことかしら。先帝陛下の時代はもっと活気があって華やかで、人の出入りも多く賑やかだったわ」

　質問だけしてすぐにお暇するつもりでいた私は恐縮したが、サリー様は私にお茶を出しながら饒舌に語る。にこやかな彼女の様子からは、私の訪問を喜んでくれているのがありありと伝わってきた。

「当時はそんなに賑やかだったんですね」

「そうよ！　それはもう、すごかったんだから。もちろん場所柄、セリウス様のような美男子の訪問はありませんでしたけれどね。多くいる妃様方のお身内の他、曲芸師や音楽団、通いの商人など、それこそ入宮の確認に長蛇の列ができて……懐かしいわ」

　当時を懐古し、目を細めて嬉しそうに語る彼女に水を差すのも憚られ、私はお茶をいただきながら適度な相槌を入れて耳を傾けた。

「そうでしたか。そうなると賑わいの反面で、後宮統括官として後宮を纏めるお立場のサリー様は、さぞご苦労も多かったものとお察しします」

「ふふふっ。それがね、当時の私はいち女官にすぎなかったの。私がお仕えしていた正妃様はそれはそれはお優しくて気のよい方で、曲芸師や音楽団、通いの商人を招く時は必ず私を伴ってくださった。暮らし向きも煌びやかで、本当に目に眩いばかりだった。だから当時について、私には楽しい思い出しかないのよ」

　サリー様はここで一旦言葉を区切り、宙を仰ぎ見た。

　……なんと、サリー様はもとは正妃様の女官をしていたという。蛇足だが皇帝の正妃様の女官、それも芸事の鑑賞や見回り品の購入に毎回伴うお気に入りともなれば、それは下位の妃よりも厚遇される立場だ。間違っても自らお茶を淹れたり、ましてや掃除などはしていなかったはず。

　いくら後宮統括官という官職とはいえ、後宮解体後の就任となれば、待遇が格段に劣ることは瞭然だったろう。

　もしかするとサリー様には帰る場所がなく、やむなく就任する事情などがあったのだろうか……。

　ひとり思いを巡らせていたら、サリー様がスッと上げていた視線を落とす。再び、私たちの目線が絡んだ。

　これまでの穏やかさから一転し、彼女の目に炎のように燃える激情が見えた。驚く私をよそに、サリー様はひと呼吸分の間を置いて口を開いた。

「私が後宮統括官に就任したのはね、思い出深いこの場所をなんとか守りたい一心から。そして、いつの日か――」

　厳かに語るサリー様の声からは、眼差しと同様に悲愴なまでの決意を感じた。ところが、しっかりとした発語の前半と異なり、後半で一気にトーンを下げられてしまい、最後を聞き逃してしまった。

「すみません、最後がよく聞き取れず」

「あら、いいのよ。たいしたことじゃないんだから。……ええっと、それよりもセリウス様は今日は、なにか私に尋ねたいことがあって来たとおっしゃっていたかしら。ごめんなさいね、年寄りの思い出話なんか長々と聞かせてしまって」

　サリー様は張り詰めた空気を振り払うようにカラカラと笑ってこれまでの話題に区切りをつけ、今度は私に水を向けた。

「実は、先日上げていただいた報告書の中で一点お尋ねしたいことがあってまいりました」

　私が『報告書』の一語を告げた瞬間、サリー様の眉がピクリと動く。

「まぁ。なにか不備でもあったかしら？」

　私は簡素な卓の上に件の報告書を広げると、該当箇所を指し示しながら尋ねる。

「ここの部分なのですが――」

「……そうね、ご指摘の通りだわ。たしかに、ここは金額が過剰に計上されているわ」

「では、多い分は差しい引いて修正させていただきます」

「ええ、そうしてちょうだい」

　私の指摘にサリー様は頷いて同意した。けれど、その表情が心なしか苦々しげに感じられるのは、きっと私の気のせいだろう。

「それにしても、よくお気付きになったわね」

「はい。書類の区分の段階で、たまたま気がついて。もっとも、私が気付かなくとも宮廷予算の管理部門に書類が回った段階で事務官が気付いて……、あれ？」

　口にしながら、この報告書はサイラス様の決裁待ちの書類として回ってきたもので、既に当該部門の確認は済んでいることに思い至る。

「どうやら今回に関しては、たまたま事務官らの確認からも漏れてしまったようですね。とにかく、サイラス様が最終決裁のサインをする前に気がついてよかったです。一歩間違えれば、後宮に年間予算が過剰に計上されてしまうところでした」

　どんなにチェックを重ねても、人為的なミスを完全に防ぐことはできない。今回、偶然にも私が気付き、この段階で修正に漕ぎつけられたことは幸運だった。

「そうね。万が一にも、誤った予算で受理されなくてよかった。……ありがとう、セリウス様」

　サイラス様がこれらの書類に目を通すのは、午後の比較的早い時間。しかも今日の彼は予定が多く詰まっており、大臣らとの昼食を兼ねた会談の後、夕方の軍事式典に参加するまでの短時間しか割くことができない。

「とんでもない、お役に立ててよかったです。残る仕事もありますので、私はこれで失礼します。お茶をご馳走様でした」

　急いでこの報告書の表記を修正し、残りの書類も完璧に仕分けを済ませ、サイラス様が円滑に決裁を終えられるようにしておかなくては……！

「ええ、またいつでもいらして」

　私は暇を告げ、後宮を後にする。サリー様は廊下に続く扉の前まで見送りに出てくれた。

「……お役に立ててよかった？　ハッ!!　小こ童わっぱが余計なことを……！」

　報告書の修正に気が逸る私の耳に、サリー様の小さな呟きは届かなかった。

　同様に、悪あっ鬼きのように歪んだ彼女の表情も知ることはなかった。




　報告書の修正と残る書類の仕分けが済んだのは、大臣らとの会食を終えたサイラス様が戻ってくるのとほぼ同時だった。

「おかえりなさいませ。目通しいただく書類は仕分けを済ませ、奥の政務室の方にご用意してございます。夕方の軍事式典で着用のお衣装も姿見の前に揃えております」

　間に合ったことにホッとしながら扉まで出迎え、いつも通りマントを受け取ろうと腕を伸ばしかけて、サイラス様の後ろに立つ初老の男性の姿を認めた。

　私が男性と直接顔を合わせるのはこれが初めて。しかし、私は男性が宮廷医で、ニーナの命を繋げた恩人だと知っていた。

　……どうしてサイラス様は宮廷医を伴っているのか。

「セリ、まだ食堂に行っていないらしいな。どうして昼食を食いに行かない？」

　私が尋ねようと唇を開くよりも先に、サイラス様が眉間に薄らと皺を刻んで口にした。

　宮廷医を伴った理由が語られるのだとばかり思っていたが、サイラス様の第一声は、なぜか私の昼食について。しかも彼は、留守中の私の動向をわざわざ近衛兵に尋ねて把握していた。

　私は常々、業務を中断しても食事はきちんととるように彼から言われていた。特にここ数日は、これまで以上に口を酸っぱくして同様の台詞を繰り返されており、ここで業務が忙しかったと言い訳はできない。

「それでしたら、確認事項が生じ、私が午前中に後宮を尋ねたこともご存じかと。実はそちらでお茶をご馳走になってしまい、昼の時間になってもお腹が減りませんでした」

「お茶の一杯で昼飯が入らんなど、そんな馬鹿なことがあるか。……ドクトール、入ってくれ。診察を頼む」

「失礼いたします」

　これまで静かに私たちのやり取りを見守っていた宮廷医のドクトール様は、サイラス様の声を受けて室内にスッと足を踏み入れた。

　ドクトール様が入室すると、サイラス様は自らの手でしっかりと扉の鍵を閉めた。

　就寝前ならいざ知らず、日中の時間……それも、随行者のドクトール様がいる状況でされたその行動は、私の目に少し異質に映った。

　なんとなく、嫌な予感がした。

「あ、あの……」

　ドクトール様は穏やかな笑みを湛え、私の前までやって来る。

「ご安心くださいませ、セリーヌ様。ご事情はすべて、サイラス陛下より聞き及んでおります」

　ドクトール様から、セリーヌの名で呼びかけられた瞬間、ヒュッと気道が狭まった。

　サイラス様が私の秘密を第三者に打ち明けたことへの驚きや憤りが胸に木霊する。脈がドクドクと煩うるさいくらいに鳴っていた。

「儂は軍所属の時代より陛下はもとより、あなた様の父君であるプロスペール元帥や、軍略参謀だったウィルソン卿とも既知の間柄でございます」

　ドクトール様が続いて語ったある人の名に、胸が破れそうなほど鼓動が跳ねた。

「待ってください！　今、ウィルソン卿とおっしゃいましたか!?　彼は軍に所属する方だったのですか!?」

　ウィルソン卿とは四年前にたまたま知り合った。それから彼はずっと、困窮し満足な学習機会を持てずにいたセリウスと私に無償で教育を与えてくれた恩人だ。だが、その素性は謎に満ち、私は彼の居住地すら知らなかった。来訪の予定はいつも口約束をするか、ウィルソン卿から寄越される手紙で決定され、こちらから連絡をとる手段すらなかったのだ。

「おいドクトール！　お前は優秀だがいつもひと言多い」

「おやおや、これは失礼を」

　サイラス様が苦い顔でドクトール様を咎め、ドクトール様はハッとした様子で口を噤む。

　そんなふたりのやり取りを見て、頭を金槌で打たれたような衝撃が走り抜けた。

　同時に、これまで疑念を覚えながらも、騙し騙しに蓋をして閉じ込めてきたひとつの可能性が溢れだす。

　私は無償で与えられるには長期で、かつ、高度な学習機会をずっと疑問に感じていた。当時はウィルソン卿の善意と自分を納得させていたが、素人目にも彼の指導は場当たり的なものではなく、長期的な学習計画に基づいたものに思えた。

　なにより貸与された本や学習資料には、最新のものも多かった。それらの教材と、他ならぬウィルソン卿の指導により、私とセリウスは四年弱という期間で、貴族子弟が備えるべき教養と知識を学ばせてもらったのだ。

「セリ――」

「サイラス様がウィルソン卿を遣わしてくださったのですね」

　サイラス様の話に割って入った。問いかけながら、段々と目の前の景色が滲みだす。

　ウィルソン卿の一件だけじゃない。立ち退きの前日に、計ったようなタイミングで寄越された従者の打診。示された通常ではあり得ない破格の支度金に、給金の前払いといった特例の措置。

　私の中ですべての点が結ばれて、一本の線になっていく。

「ああ、そうだ。四年前、セリウスの言葉が気になって調べさせた。そして其方らの置かれた状況を知り、俺がウィルソン卿に学習指導を託した。卿から聞き、其方ら姉弟の近況もおおよそ把握していた」

　耳にして、意図せず眦から涙がこぼれていた。

　私はこれまで困窮する暮らしの中で、セリウスを守ろうとがむしゃらに走り抜けてきた。その中には、ひとりの肩に担うには重く難しい選択を迫られる場面が幾つもあった。家財を手放すタイミング、ウィルソン卿から学習指導を受ける決断も、サイラス様からセリウスへの従者の打診にしてもそうだ。

　当時の私はその度に、身を切るような思いで判断を下し、セリウスとふたりで生きる道を切り拓いてきた……。少なくとも、そのつもりだった。だけど、それらはすべてサイラス様の手のうちでのことだった……。

　張り詰めた糸が、プツリと切れてしまったような不思議な虚無感が私を襲った。

　抗えぬ不快な熱が食道を逆流するように上り、嘔吐しそうになるのを寸前でこらえる。ここ最近は常に悩まされている胸のむかつき。それが今は、耐えがたい吐き気を伴って私の心と体を追い込む。

　良くも悪くも、心と体は共鳴する。体調不良が私の心を波立たせ、大おお時し化けみたいに荒れさせていた。

「あなたの本質は、どこまでもお優しい。……そんなあなたにとって、きっと私たちは血だらけで震える小さなニーナと同じなのですね」

　気付いた時には、普段なら決して選ばないような言葉が、理性の防波堤を乗り越えて口を衝いて出ていた。

「どういう意味だ？」

　こんなのは私の勝手な八つ当たりだ。サイラス様に感謝こそすれ、こんな憎まれ口を叩く権利はない。慎むべきだ。

「……どうもこうも、あなたはこうして私を檻の中に飼っているではありませんか。憐れんで庇護し、慈悲を与え、気の向くまま撫でて戯れる。夜は寝台で乱れ、昼は男の恰好に身を包み従者仕事に右往左往する。そんな私の姿は、少しでもあなたの目を楽しませ、心の慰めとなれていますか」

　律しようと思うのに、とぐろを巻くもやもやとした思いは胸に収まりきらず、感情のまま言葉になって結ばれる。

　自分自身の感情に、まるでコントロールが利かなかった。そのことが私を焦らせ、一層平常な心を遠ざける。

「……っ、グッ!!」

　吐き気が込み上げてきて、こらえられずに咄嗟に背中を丸める。

「セリーヌ！　大丈夫か!?」

　サイラス様は反射的に腕を伸ばし、私の口の下に手を宛がった。

　碌ろくに食事を取っていなかったことが功を奏し、逆流してくるのは胃液ばかり。しかし、寸分も躊躇なく吐しゃ物を手で受け止められたことへの驚きと衝撃は大きかった。

「無理にこらえようとするな。すべて吐いてしまえ」

　嘔吐の苦しさとは別の感情が、ジンッと目頭を熱くさせた。吐き気はじきに治まったけれど、内心の動揺は治まらなかった。

「こちらをお使いください」

　サイラス様はドクトール様から受け取ったタオルで私の口元から清めていき、最後に自分の手を拭き取ると、その手で宥なだめるように私の背中をさする。

　彼の大きな手で何度もさすられているうちに、自分でも戸惑うくらいに荒らぶっていた感情が、嘘のように凪ないでいくのを感じた。

　冷静さが舞い戻ってくれば、己の不甲斐なさにポロポロと涙がこぼれた。

　不調ながらも、他の人の前では平静を取り繕って務めを熟せていた。なのにどうして、サイラス様の前でそれができないのだろう。不安定な情緒を晒し、みっともない姿を見せてしまうのか……。

「……っ、ごめんなさい。決して、本心ではないんです。ただ、ここのところ私は、少しどうかしていて……。本当にごめんなさい」

　肩を震わせながら小さく謝罪の言葉を囁いたら、サイラス様は穏やかな目で頷いてそっと私を包み込む。

　サイラス様は激情のままひどい言葉を投げつけた私を責めようとはせず、優しい手つきで何度も私の背中を撫でてくれる。彼の優しさに触れ、またじんわりと新しい涙が溢れだした。

　私は彼に、先の言葉は本心ではないと言った。だけどひとつ、本音で語った言葉がある。

　……優しいのだ。月明かりの下で猛々しい熱情をぶつけ、私を翻弄する夜の彼も。絶対王者として華麗に采配を振りながら、従者として至らぬ私を的確に導く度量を見せる昼の彼も。いつだって根底には、私への溢れるほどの優しさがある。

　サイラス様という人は深い懐でありのままの私を肯定し、絶対的な安心感で包み込む。見せかけや上っ面の甘言じゃない。彼はどこまでも誠実に、私を正面から受け止めてくれる。それは、彼の優しさに他ならない。

　それから、どれくらい経っただろう。サイラス様の懐に頭を預け、刻む鼓動のリズムを聞いていたら、いつしか涙は止まっていた。

　私は「もう大丈夫」の意思表示にサイラス様の肩をトンッとひとつ叩き、彼の胸からそっと顔を上げた。

「よかった、少し顔色がよくなっているな。……ドクトール」

　サイラス様は私を見下ろして、心底安堵したように呟くと、脇に控えていたドクトール様を呼ぶ。

「セリーヌ様、吐き気を催されたのは今回が初めてではないようにお見受けします。念のためと思い、儂に診察させていただけませんかな？」

「い、いえ。この程度のことでドクトール様に診ていただくなど、とんでもない」

　持ちかけられた診察の一語に戸惑いを隠せない。

「あなただけが特別というわけではないのですよ。本来、宮廷従事者は勤務開始後、数日のうちに宮廷医務室で健康診断を受けるのです。しかし、あなたはご事情から宮廷医務室での集団検診が難しく、こうして儂がまいった次第です。ついでに最近の体調不良についても診察をさせてください。なに、これでなにもなければいいのです。それはそれで、安心材料にもなりましょう」

　……安心材料。こんな風に持ちかけられてしまえば、断ることは困難だった。

「では、お願いします」

　連日の情事で裸体を余さずに見られているとはいえ、診察に同席されるのはなんとなく気恥ずかしい。

「俺は外していよう」

　私がチラリと視線を向ければ、サイラス様はスッと背中を向けて奥へと場所を移っていった。




　ソファに腰を落ち着けるとすぐに、ドクトール様は問診を開始した。

「食欲不振や怠さがあるようですが、具体的には？」

　ドクトール様は、サイラス様から私の状態についておおよそ聞かされているようだった。目の前の相手が医療者という安心感もあってか、穏やかな眼差しで淡々と重ねられる問いかけに、私は現状をありのまま伝えていた。

「ここ最近は、胸のむかつきと怠さが常にあります。体もなんとなく熱っぽく重いですし、日中も眠くて困ります。そのせいか、時々あんな風に自分がコントロールできなくなって……。本当に情けないです」

「ふむ。少々失礼します」

　ドクトール様はそっと私の腕を取って、脈を測る。次に医療鞄から聴診器を引っ張り出し、胸の音を聞く。

「月のものはいかがですかな？」

「……そういえば。……っ、ここ数カ月はきていません」

　口にしながら、胸が張り裂けそうなくらい鼓動が速く大きく鳴っていた。

　月のものの遅れ……。その先にあるひとつの可能性が、私を激しく動揺させた。

「で、ですが！　昔から乱れがちでしたし、それに、ここのところは環境の変化も大きかったので……。きっと、そのせいです！」

　私は焦燥したまま、聞かれてもいないのに強く訴えていた。

「周期の乱れの裏には、予期せぬ病などが隠れている場合も往々にしてありますからな。念のために内診をしておきましょう」

　ドクトール様の穏やかだが有無を言わせぬ毅然とした態度を前にして、頑なに拒むことができなかった。

　腰のあたりにクッションを宛がわれ、促されるまま長ソファに横たわる。

　内診の前にドクトール様の手でそっとガーゼをかけられて視界が塞がれた。ドクンドクンと全身に血が巡る音を聞きながら、私は息を詰めて診察の終わりを待った。

　ドクトール様が私の下肢から手を引いて、そっと場所を移る。

　しかし、診察を終えたはずのドクトール様から、なかなか声はかからなかった。同様に、私の視界を塞ぐガーゼも取り去られる気配がない。

「あ、あの？　ドクトール様？」

　自らの手でそっとガーゼを取り払いドクトール様に顔を向ければ、にこやかに微笑むドクトール様と目線がぶつかる。

　……え？

　さらにドクトール様は、なにを思ったか、突然私にスッと腰を折って礼を取る。私はいち従者に対するには恭しすぎる彼の動作に面食らった。

「サイラス陛下をお呼びしましょう。結果については、おふたりにお伝えいたします」

　……絶望なのか、恐怖なのか。……はたまた、喜びなのか。

　絡まった糸のようにありとあらゆる感情が複雑に入り乱れ、ただ困惑し、固まった。

　踵を返すドクトール様の後ろ姿を見るともなしに眺めながら、鼓動が胸を突き破りそうな激しさで鳴り響く。それはさながら、警鐘音のようでもあった。

　この音が邪魔をして、自分自身でも心の本当の声を聞くことができなかった。




＊＊＊




「おめでとうございます。セリーヌ様、ご懐妊にございます」

　この瞬間の歓喜を、俺は生涯忘れることはないだろう。

　一方で、新たな命を宿したと告げられてセリーヌが浮かべた、今にも泣きだしそうで不安げな表情もまた、俺は一生涯胸に刻んで生きてゆく――。

　生涯唯一無二と定めた愛するセリーヌを不安にさせてしまったのは、俺が契約関係を正さなかったせいだ。

　連夜の行為の先に、この結果は十分に予想できた。……いいや。むしろ俺は、心の奥底でこの結果を望んでいた。しかし、本来であれば一番に考慮すべきセリーヌの心を置き去りにしてしまった。

　いまだ連夜の情事を契約と疑っていない彼女は、今回の懐妊を不本意なものと捉えているのだろう。今朝方、セリーヌはニーナの繋殖について『気に入ってもいない雄と番わされ、子を産まされるのはニーナが可哀想』と、こう思いを口にしていた。俺の脳内では、彼女の台詞の『ニーナ』の部分がそっくりそのまま『セリーヌ』に置き換わり、苦い後悔と罪悪感に打ちのめされた。

　早急に歪な契約関係を正すべきだと思いながら、セリーヌを前にするとうまく言葉が出てこず、結局俺は逃げるように退席した。

　そうして今、目の前でセリーヌが同じ状況に陥ろうとしている。

　言い訳にもならないが、連夜の行為は決して欲望を吐き出したいがためだけではなかった。俺にとって、セリーヌはまさに天上から降り立った女神――。

　俺は、清らかで柔らかな心に知性的な思考を備え、しっかりと一本芯の通った強さを持った彼女に惹かれた。彼女が及んだ身代わりという無謀な行為も、弟への情が衝き動かしたのだと今はある程度理解している。この行為の是非はともかく、今では彼女の自己犠牲をも厭わない情の深さに感動すら覚えていた。

　……愛情深くありながら、男にも劣らぬ知性を発揮するセリーヌ。彼女は母や他の女たちとは違う……いいや、浅ましき魔物らとセリーヌを同じ土俵で比較することすらおこがましい。

　俺は麗しい女神を、永遠に俺だけのものにしたいと望んだ。愛しいセリーヌを取られたくない、奪われたくない、そんな思いに衝き動かされて連日連夜、この腕に抱きしめた。

　彼女が微笑めば、俺の世界が鮮やかに色づいた。色彩を持たぬモノクロの世界が、彼女を中心にして輝き始めた。その輝きに魅せられた。どこまでも眩く、セリーヌだけが俺を惹きつけてやまない。

　そんな天上の女神への溢れるほどの愛を、俺は愚かにも抱きしめて温もりを分け合うことでしか伝える術すべを持たなかったのだ。

　だが、俺はもう間違えない。向き合うことから逃げ、指を咥えて見ているだけ。そんな無様な真似はもうしない。

　心と言葉を尽くし、セリーヌに俺の想いを伝えるのだ。

　俺はドクトールに席を外させると、戸惑いを前面に出すセリーヌの前にためらわずスッと膝を突いた。

「セリーヌ、なにを今さらと思うかもしれない。だが、どうしてもお前に伝えたいことがある」

　俺が他者の前に膝を突いたのは初めてだった。皇帝たる俺がこうするのは負けを認め屈服を示す時で、さぞ屈辱的な行為なのだろうと思っていた。

　しかし今、セリーヌの足元に膝を突きながら、俺は胸に不思議な高揚感を覚えていた。

「サイラス様!?」

　セリーヌが目を丸くして俺を見下ろしていた。取り繕わない自然体の表情が美しいと思った。

　彼女の愛を得るために心と言葉を尽くしたい。彼女と彼女の腹の子に生涯の愛を誓いたい。

「愛している。ただ唯一、お前だけを愛している」

　彼女の右手をいただくように取り、その指先にそっと口づけてから丁寧に言葉を紡ぐ。

「……嘘」

　セリーヌはこぼれ落ちそうなくらい目を見開いて、信じられないというようにたったひと言ポツリとこぼす。

「お前が信じられないのも無理はない。俺とて、自分自身の感情と建前で言い放った『契約』というしがらみに、ここまでずっと振り回されていたのだ。そのせいで懐妊という慶事に際し、お前をこんなに不安な思いにさせてしまっているのだから不甲斐ない」

　セリーヌは戸惑いが滲んだ目で俺を見下ろしていた。

「だが、初めて会った時には既に惹かれていた。あの時からお前は既に他の女と同列ではなかった。謁見の間で四年ぶりに再会した時は、謀られたことへの怒りが大きかった一方で、美しく成長したお前に目を奪われて、非道な契約を持ちかけた。そして日々を過ごす中でお前のことを知れば知るほど、胸の中に抑えきれぬまでに愛は育った。しかし俺は、愚かにも想いを伝え、お前の愛を得るための努力を怠った……いや、怠ったというのもまた正しくない。俺は知らなかったのだ。愛を伝える術も、愛を乞う方法も。だが、そんな俺にお前が教えてくれた」

　俺はここで一度言葉を区切ると、しっかりとセリーヌの目を見つめ再び唇を開く。

「お前を誰よりも幸せな妊婦にし、誰よりも幸せな母にする。なにより俺の唯一無二の妻として、誰よりも幸多い人生を歩ませてみせる。生涯を懸けて、お前に愛を伝えていく。どうか俺に、その機会を与えてくれ。俺の妻になってほしい」

　セリーヌの小さく震える唇は、なにも言葉を返してはくれない。しかし、彼女の目に薄らと涙が滲み始めたのは、きっと困惑だけが理由ではないはずだ。

「セリーヌ。俺の生涯の愛は、ただ唯一お前のもの。もちろん、腹の子には父として精いっぱいの愛情を約束する」

「……あなたの唯一無二の妻ならば、それは一国の皇妃ではありませんか」

　長い間を置いて、セリーヌが聞こえるか聞こえないかの声で口にした。そこには、怯えや不安、期待といった感情が複雑に折り重なっているように感じた。

「妃どうこうは関係ない。俺がお前の人生に影を落とすありとあらゆる障害を防ぐ盾となって守る。お前の歩む道に茨はない。……俺の妻となり、俺の子を産んでくれ」

　大きく見開かれたセリーヌの目から、大粒の涙がホロリと落ちる。それを追うように彼女は一度そっと瞼を閉じ、再びゆっくりと開く。

「私でよろしいのですか？」

「セリーヌがいい。セリーヌ以外はいらん。俺の妻は、お前ただひとりだ」

　震える声で小さく問われ、重ねたままの彼女の手を握り断言する。

　次の瞬間、セリーヌの目から清らかな雫がホロホロと溢れだす。頬を伝う涙はそのままに、彼女が俺に泣き笑いみたいな顔を向ける。

　初めて見るクシャクシャの笑顔が無性に可愛くて、いじらしくて堪らなかった。ゆっくりと開かれる彼女の唇を、全身が脈を打つような緊張感で見つめた。

「サイラス様、どうか私をあなたの妻にしてください……あっ！」

「セリーヌ！」

　愛しい思いに衝き動かされ、立ち上がって彼女を掬うように横抱きに抱き上げる。すっぽりと懐に抱きしめて、涙で濡れた眦に唇を寄せる。

　何度唇で拾っても、涙は一向に治まる気配がなかった。

「おいセリーヌ、そんなに泣くと美しい瞳が溶けてしまうぞ」

「私とて初めて知ったのですが、嬉しい涙は止まらないのです」

　涙に濡れた瞳で告げられる一言一句、そのすべてが苦しいくらいに愛おしい。こんなにも愛しい存在に出会えたことは、まるで天文学的な確率の上で成り立つ奇跡。この奇跡のような巡り合わせに、俺は生まれて初めて天に感謝を捧げた。

　同時に、俺の目頭にもじんわりとした熱が込み上がってくるのを感じた。

「そうか、ならば好きなだけ泣いたらいい。ただし泣くのは、俺の胸限定だ」

「はい、サイラス様」

　……愛する思い、それに伴って湧き上がる嫉妬や後悔といった感情。嬉しいと涙が込み上げてくることも、すべてセリーヌが教えてくれた。

　彼女の存在が、俺の未来を明るく照らす。今度は俺が、セリーヌと腹の子をありったけの愛でもって包み込む番だ。

　愛しい天上の女神を固く胸に抱きしめて、俺は決意を噛みしめた。










出産




　サイラス様の大きな愛に包まれて、天にも昇る心地がしていた。

　これまでずっと私を悩ませていた胸のむかつきや不快感が、スーッと消えていくのを感じた。代わりに、喜びと期待感で胸がいっぱいになった。

　サイラス様の逞しい腕にすっぽりと横抱きにされ幸福感の中を揺蕩いながら、ふいに腹部へと手が伸びていた。

　サイラス様の愛を受け、この身に宿った命。……愛しいと思った。

　今はまだ平らな腹部、そこに息づいた小さな命が無条件に愛おしく切ないほどに尊い。

「ここに、サイラス様の御お子こがいるのですね……」

　震える声で呟いたら、サイラス様が私の手の上に大きな手をトンッと重ねて腹部を柔らかに包み込む。

「俺の子というのも間違いではないが、この子は俺とセリーヌの愛の証。ふたりの子だ。ふたりで共に慈しみ、育んでいこう」

　彼の言葉が熱く私の胸を焼く。じんわりと心の奥、深いところを震わせる。

「……サイラス様、私は母の愛を知らずに育ちました。さらに母は知らぬ間に若い情夫と共に亡くなっていて、私たち母子は最後までわかり合う機会が持てないままでした」

　実は最近、私は母の死亡を知らされていた。

　屋敷からの立ち退きが迫る中、何度手紙を出しても母から返事はなかった。もともと私たち姉弟は母に捨てられたも同然の状態で暮らしており、完全に見放されたのだと、手紙の戻りがないことを当時の私は辛くもそう理解していた。それが、当局が実施した遺留品の再調査によって、一度は身元不明として処理された遺体が母だと判明したのだ。

　当局の手で既に集合墓地への埋葬まで済まされていたために母の亡骸と対面することもなく、一度だけ墓地へと足を運んで墓石に向かって手を合わせた。特段の感慨もなにもない、ただ虚しいだけの再会だった。

　私は、母のようにはなりたくない。……いいや、私は絶対に母のようにはならない。

「そんな私がきちんと母親になれるのか、正直不安もあります。もしかすると、私は至らないところばかりかもしれません。……だけど、精いっぱいの愛を注いでこの子を大切に育てていきます」

　私はこの子を誰よりも愛し、幸せにしてみせる――！

「ならば、同じだな」

　嗚咽混じりで告げた私の決意に、サイラス様は温かな眼差しでこんな風に答えた。

「同じ、ですか？」

「俺とて乳母の乳を含んで育ち、両親の腕に抱かれた記憶はない。だが、そもそも最初から完璧な親などきっといない。俺たちはふたりで、一緒に親になっていけばいい」

　続いて語られた言葉に、一旦止まったはずの涙が再び溢れだす。

「……あなたを父に持って生まれるこの子は、なんて幸せな子でしょう」

「たしかに、我が子の幸せを願う心に相違はない……。だが、俺はお前を誰よりも幸せにしたい」

　真摯な光を湛えたアメジストの瞳が真っ直ぐに私を映す。その瞳がゆっくりと私に迫り、吸い込まれそうなほど近くなる。

「俺の妻となり、お前が誰よりも幸せに暮らしていけるよう、生涯をかけて証明せねばならんな」

「断言できます。こんなにも深くあなたに愛されて、望まれて、私は誰よりもしあわ……」

　言い終わるより前、しっとりと唇を塞がれて、言葉の続きは吐息ごと口内に吸い込まれた。

　これ以降、ふたりの間に言葉はなかった。私たちは何度となく柔らかに唇を重ねて温もりを伝え、溢れるほどの愛を確かめ合った。
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　妊娠の発覚から、私を取り巻く環境は目まぐるしく変化した。

　サイラス様は翌日には、私との結婚を国内外に広く知らせた。懐妊についてはドクトール様の進言により、安定期に入るのを待って発表することになった。

　皇妃となるのは、ラインフェルト帝国軍初代元帥プロスペールの娘でサイラス様の従者を務めるセリウスの姉・セリーヌ。伯爵家の出身というのは、一国の皇妃として立つには身分的にやや劣る。しかし、父のもたらした偉大な功績と知名度が後押しして表立って不満の声は聞こえてこなかった。それどころか、これまで結婚の勧めを頑なに拒み、側妃のひとりも持たずにいたサイラス様の結婚話に忠臣らは狂喜乱舞した。

　と、これだけ聞けばことはすべてが順調に思えるだろう。けれど、昨日まで従者をしていた男が消え、代わりにドレスに身を包んだ同じ顔の女が宮廷を闊歩するようになれば、親しくしていた一部の宮廷従事者に一連の事情がバレないわけがない。

　私は結婚発表に先立って、ダボット様とゼネダ様のふたりに面会を申し入れた。

　このふたりにだけは、どうしても直接私の口から伝えておきたかったからだ――。




　早々に設けられた面会の場。

「結果としておふたりを騙していたことに違いはありません。申し訳ありませんでした」

　従者のお仕着せから、腹部を圧迫しないゆったりとしたドレスに装いを改めた私は、ダボット様とゼネダ様に頭を下げて謝罪を告げた。

「頭を上げてください！　まさかあなたが女性だとは思いもよらず、本音を言えばとても驚いています。しかし、今の姿を見てしっくりきました。生家の事情についても、陛下より聞き及んでおります。セリーヌ様を責めるつもりなど毛頭ありません！」

　ダボット様は私の告白に驚きを隠せない様子だったが、私が気にしないように必死に言葉を尽くしてくれた。

「……ダボット様、ありがとうございます」

　ダボット様の思いやりに溢れる言葉に、じんわりと胸が熱くなった。

「おい、ゼネダ。それにしたってお前は随分と冷静じゃねえか？」

　照れ隠しだろうか、ダボット様がワシワシと頭を掻きながら隣のゼネダ様に水を向けた。

「気付いておりましたから」

「なっ!?」

「え!?」

　ゼネダ様にあっさりと返されて、私とダボット様はポカンとして思わず顔を見合わせた。ゼネダ様はそんな私たちの様子にフッと口元を緩めて口を開いた。

「私はプロスペール元帥閣下の葬儀の折に、面差しのよく似たあなた方姉弟を見知っていました。そうしたこともあり最初の挨拶の時から違和感を覚えていたのですが、確証を得たのはあなたが勤務を始めて一カ月が経った頃です。階段テラスで私への嫉妬心を隠そうともせず、ただの従者に向けるには不可解な独占欲を剥き出しにする陛下を前にして確信しました。同時に、陛下が朝も夜もなくあなたをそばに置いていることにも納得しました。近衛兵らが密かに囁いていた陛下とあなたが男色の仲だという噂は端から信じていませんでしたが、他者に執着せぬ陛下がいくら従者とはいえ常に脇に侍らせている状況は怪訝に思っていましたから」

　ゼネダ様はここで一度言葉を区切り、ダボット様に目線を向けた。

「もっとも、この違和感は脳筋のダボットも本能的に感じていたのだと思います。ダボットが他の者にはあり得ぬ甲斐甲斐しさであなたの手助けをしていたのは、おそらくそのためでしょう」

「……気付いておられたんですね。なんてこと、私はこれっぽっちも……」

　驚きと同時に、私の脳内に初見でゼネダ様からかけられた『あなたは本当に男ですか？』という言葉が蘇った。侍従長官は伊達ではないと、改めてゼネダ様の観察眼の鋭さに舌を巻いた。

「知りながら口を噤んでくださっていたんですね。……本当に申し訳ありませんでした。それから、ありがとうございます」

「謝罪にも、礼にも及びません。別に私はあなたへの親切心や忠義心で口を噤んでいたわけではありませんから。遠からず陛下があなたを妃に指名することは目に見えていた。私はあなたがサイラス陛下の正妃に、そしてラインフェルト帝国の国母に相応しいと考えた。帝国の未来にとってこれが最善と思い、この選択をしただけです」

　これ以上はもう、驚きようなどないと思っていた。けれど、ゼネダ様の続く言葉はさらなる衝撃をもたらした。

「そうでなければ、あなたの嘘を早々につまびらかにし、宮廷から追い出していました。私はいつだって、己の最善と思う行動しかしません」

　ゼネダ様は涼しげな表情で言い切った。

　それは、帝国のよりよい未来を思う義心に満ちた言葉。一方で、彼の言葉にはサイラス様やこれから皇妃となる私に対する媚びや忖度は微塵もない。清々しいほど一貫したその姿勢に、頭が下がる思いだった。

　同時に、私は国民から絶対的な支持を得るサイラス様の政権運営を可能にしている根幹の部分に触れたような気がしていた。

「ゼネダ様、……あなたは本当に聡明でいらっしゃる。身近にあなたのような良識的な方があって、サイラス様はどんなにか心強いでしょう」

　ラインフェルト帝国は現在、近隣諸国に『カマンドベル大陸最強の富国』の名を轟かせ、帝国史上稀にみる安寧の治世を謳歌している。

　サイラス様は誰よりも強い孤高の王者としてその頂点に君臨する。

　しかし、ひとりでは一国の頂点に立てない。その下には、王者を――その政権を揺るぎなく支える柱が必要不可欠なのだ。

「ところで、ダボット様は近衛長官就任以前は軍に所属しておられたそうですね」

　私は、いまだに驚きを隠し切れない様子でゼネダ様の隣に立つダボット様に話題を向けた。

「先のヘッセラボス共和国との大戦で大将を務め、我が国を圧倒的勝利に導いたと聞き及んでおります。そればかりか戦勝後の交渉を自ら担われ、大敗を喫してなお対話に消極的だった彼の国を粘り強く説得し、最終的に融和条約を締結したのだとか。私が物心ついた時には既にヘッセラボス共和国は友好国となって久しく、サイラス様からこれを聞かされた時は驚きと共に、ダボット様の多彩な能力に感服しました」

「まさか、陛下が俺をそんな風に評してくださっていたとは……。けれど、あの時の俺の思いはもっと単純で、多くの血を流した分、それ以上はもう血を流したくなかった。剣とは別の戦い方で、本当の勝利を収めたいと、そんな一心に衝き動かされていました。武人でありながら情けない考えだと、今まで口が裂けてもこんなことは言えませんでしたが」

　ダボット様はどこかきまり悪そうに答えた。

「私は武人として、人として、ダボット様を尊敬します。あなたこそ本当の強さの意味を知っている。少なくともあなたの粘り強い交渉があったからヘッセラボス共和国との友好的な今があります。ダボット様が我が国の平和の礎を築いたことは瞭然で、胸を張って誇るべき功績です」

　私の言葉がよほど予想外だったのか、ダボット様は一瞬呆気に取られたような表情を浮かべ、ほどなくして照れくさそうに笑んで口を引き結んだ。

　私は姿勢を正すと、順番にふたりを見つめた。

「ゼネダ様、ダボット様。あなた方こそ、サイラス様の治世を支える柱。おふたりにはどうか、これからも末永くサイラス様の……ラインフェルト帝国のよりよい未来のためにお力添えをお願いいたします」

　心のまま真っ直ぐに思いを言葉にしたら、身代わりの事実を伝えても動じなかったゼネダ様が目を瞠った。ダボット様は逆に、感じ入ったように目を細くした。

　次の瞬間、突然ふたりの姿が目線の高さから消える。……いいや、消えたというのは正しくない。

　ふたりは揃って膝を折り、最高位の礼の形を取っていた。

「サイラス陛下はよい方を選ばれました」

「セリーヌ皇妃、あなたを歓迎します」

「やめてください！　おふたりに膝を折っていただくなんてとんでもない。なにより今日は私が謝罪に来ていたはずで……と、とにかく頭を上げてください！」

　慌てふためく私をふたりは柔らかに見つめ、揃って腰を上げた。

「こうして見ると、たしかに昨日までと同じなんだがな。だが、不思議なことにさっきまでの凛とした立ち姿には、どこを探しても従者の面影は見つからなかった。昨日までの姿が、まるで夢幻だったみたいにな」

　ダボット様が口角を緩め、ポツリとこぼす。

「おやダボット、今さらなにをわかりきったことを言っているのやら。セリーヌ様の目に映る景色が変わったのです。そうなれば当然、昨日までと同じ従者のままではありません。……どうやらセリーヌ様は、既に陛下と同じ目線で物事を見ておられるようですから」

　……私の目に映る景色。ゼネダ様の言葉にトクンと胸が熱を持った。

　サイラス様に愛を告げられて、足がふわりと宙に浮き上がるような心地がした。心も体も舞い上がるように軽くなって、目の前がキラキラと輝きだした。

　サイラス様の愛を一身に受け、彼との愛の結晶である我が子を育む。サイラス様から目の前に示された幸福の道を想像し、心が歓喜した。

　だけど、溢れるような幸せに酔いしれながら、ふいにサイラス様が告げた一節が脳裏をよぎった。彼は『俺がお前の人生に影を落とすありとあらゆる障害を防ぐ盾となって守る』とこう言った。

　果たしてこれが、私の望む夫婦の形なのだろうか……？

　愛し愛される夫婦となり、愛のある家庭を築きたい。その思いの温度は、きっとサイラス様と同じ。しかしそこにあるのが、一方向の庇護でいいのか。

　さらに彼は『お前の歩む道に茨はない』と続けた。

　サイラス様の優しい愛に守られた、平坦で穏やかな道……。それを望まないわけではない。だけど私の人生は、茨の道であってもいい。それが、サイラス様と手と手を取り合って行く道ならば、私はそんな茨の道にこそ踏み出したい。

「ゼネダ様にはお見通しですね。私なりに、サイラス様と同じ目線で物事を見て、同じ困難を分け合える存在を目指そうと決めました。ですが、私は本当に未熟で……ですからゼネダ様、ダボット様、私が至らない時はどうかお力をお貸しください。おふたりを頼りにしております」

　一緒に親になっていくように、私たちなりの夫婦の形を一緒に築いていけたらいい。私はサイラス様と同じ景色を見て、同じ悩みを共有し、困難を共に乗り越えていく。

　私とサイラス様は永遠を誓う夫婦だから、彼に与えられるばかりではなく共に支え合える存在を目指そう――。これが、私がひと晩を経て固めた決意だった。

「皇妃様からそのようにおっしゃられては、力を尽くさぬわけにはまいりませんね。お任せください」

「及ばずながら、自分もセリーヌ様が窮した時は必ず力になります」

「ありがとうございます！　おふたりにそう言っていただけたら百人力です」

　私が興奮気味に感謝を告げれば、ふたりはスッと腰を落とし臣下の礼を取ってそれに応えた。

「我ら臣下一同、サイラス陛下とセリーヌ皇妃殿下の御代に命を賭して尽くしてまいります」

　罵ののしりすら覚悟して臨んだ面会だった。けれど、私が予想していた展開とはならず、こんなにも頼もしい支援者を得る結果になった。

　それなのに、昨日までとは一変したふたりの態度に一抹の寂しさを禁じ得ない。

　低い位置にあるふたりの頭を見下ろしながら、私は自身の選択とそれによって生じた変化を重く受け止めた。

　……サイラス様の手を取るというのは、こういうこと。

　昨日までの従者の私はもういない。それと同時に、私が尽力するのは従者仕事ではなくなった。

　今すぐには難しいかもしれない。だけど私は、今日から必死で皇妃としての立ち居振る舞いを学んでいく。そしていつの日か、必ずサイラス様の隣に肩を並べるに相応しい皇妃になるのだ。

　ふたりとの面会を経て、私はサイラス様の隣に立つ気構えを胸に刻んでいた。
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　サイラス様の妻として、皇妃として、つつがなく日々は流れた。

　妊娠の経過は至って順調で、お腹もすっかり大きくなった。そろそろ妊婦生活にもゴールが見えてきていた。

　不思議なもので、お腹が大きくなるのと一緒に私の中で母性が芽生え、出産や育児への心構えができていくのを感じていた。

「セリーヌ！　そんなことは俺がやる、お前は横になっていろ！」

　慌てた様子で駆けてくるサイラス様を横目に見ながら、私は内心で密かにため息をつく。そうして、今日だけでもう三度目になる台詞を口にする。

「サイラス様、妊娠は病気ではないのですよ。安定期を過ぎたら少し動いた方がいいと、ドクトール様もおっしゃっていたではありませんか」

「いや、しかし。そんなに大きな腹で動いて、もしなにかあっては取り返しが……」

　サイラス様がしどろもどろに返すのも、同じくこれで三回目だ。

　妊娠発覚から連日のように繰り返されているこのやり取り。当初はハラハラしながら見ていた侍従や女官らの目も、いつしか生温いものに変わり、今では宮廷の風物詩、……まさに風景のようになっている。

「そう心配なさらずとも、自分の体調のことは私が誰よりもわかっています。私もこの子も問題なく……あ、元気に動いています！　ほら、サイラス様も触ってみてください」

「どれ？」

　サイラス様が宝物にでも触れるような丁寧さで私の腹部にそっと手を当てる。

「おお！　随分とよく動いているな！」

　サイラス様が驚いたように目を見開いて、白い歯をこぼす。目に眩いほどの彼の笑顔を見る度に、胸がはち切れそうなくらい幸せでいっぱいになる。

「ええ。とっても元気のいい子のようです」

「ふむ。これだけ腹の子が元気なら、やはり床に伏してばかりというのもうまくないかもしれんな」

「その通りです。ですから、この嘆願書のチェックは私にやらせてください」

　妊娠も後期に入り、私の皇妃としての政務はかなり減らされてしまっていた。嘆願書の確認は僅かに残る大事な政務のひとつだった。

「……わかった。ただし、くれぐれも無理のないようにな」

「はい。約束します」

　奪われかけていた数少ない政務を取り戻し、ホッと安堵の息をつく。

　このくらいの書類仕事なら、体にまったく負担はない。むしろこれまで取り上げられては、手持ち無沙汰になりすぎて、逆に気が滅入ってしまう。

　それでもサイラス様と過ごすこんななにげない日常に、私はいつだって喜びを噛みしめていた。

「ところでセリーヌ、来週の神事だがお前に嬉しい知らせがあるぞ」

「嬉しい知らせ、ですか？」

　来週の神事というのは、皇妃の出産予定日の一カ月前に全皇族が一堂に会して行われる安産祈願のことだ。

　とはいえ、私の場合は妊娠前に月のものが乱れていたため予定日にかなり幅があった。神事の日時は、参列する皇族らの予定を鑑みて妊娠発覚後、速やかに報せるのが常で、私も例に漏れず比較的早い時期に日程を決めたのだが、ドクトール様の先の診断で『当初の見立てより、週数が進んでいるかもしれない』と告げられていた。不安げに表情を曇らせる私に『もっとも出産までにはまだ間がありそうだ。そう心配しなくとも大丈夫です。少し出産が早まることがあるかもしれないと、それだけ頭の片隅に置いておいてください』と、ドクトール様はこんな風に続けた。

　ドクトール様の言葉にまったく心配がないといったら嘘になるが、こればかりは考えたところでどうなるものでもない。私はそんな風に自分を納得させて、心穏やかに出産の日を迎えられるよう、できるだけ不安を抱かないように努めた。

「セリウスに伝えたら、ぜひ参加したいと言っていた」

　サイラス様がお腹を撫でながら告げた台詞に、咄嗟に理解が追いつかず小さく首を傾げた。

「……ええっと。もしかして、サイラス様はセリウスと手紙で連絡を取り合っていたのですか？」

「手紙のやり取りはずっと続けている。だが、今回はサルランサ地方の保養所へ出向き、直接伝えた」

　サイラス様が続けた答えは、予想のさらに上をいくものだった。

「お前の大切な弟だ。結婚に際しては一度きちんと俺の口から伝え、筋を通すべきだと考えていた。そうしたら昨日、計ったようなタイミングで午後に予定していた謁見が急遽中止になったのでな。その時間を使って、行ってきた」

　言葉を失くす私に、サイラス様はさも当然というように続ける。

　だけどサルランサ地方は、あっさりと『行ってきた』だなんて言える近さではない。往復なら一日はみなければならない距離。

　……昨日、サイラス様が部屋に戻ったのは日付けが変わる直前だった。私が起き上がって出迎えたら、彼は『公務が長引いてしまった。起こしてしまってすまない』と応え、私の肩をそっと押して再び寝台に寝かしつけた。

　私は穏やかな笑みを浮かべたサイラス様が、まさか早馬で駆け通してサルランサ地方から帰ってきたところだったなんて想像もせずに、彼の口づけを受けてまたすぐに眠りの世界へと戻っていった。

「おいセリーヌ、なにを泣く？　セリウスはすっかり顔色もよくなって、病弱の影はもうどこにもなかった。本人も身長が伸び、体重が増えたと言って笑っていた。俺たちの結婚を祝福し、来週の神事にはぜひ出席したいと言ってくれた。あの様子なら帝都への移動も苦にはならんだろう。もちろん、俺の方で道中を快適に過ごせるよう、馬車を手配する。だから、なにも心配はいらん」

　セリウスと定期的にやり取りをする中で、健康状態については把握していた。それもあって、セリウスの体調回復が嬉しくないわけではないけれど、今さら涙するほどの感動を覚えるものではない。

　それよりももっと、私の心を強く揺さぶって目頭を熱くさせるのは……。

「……サイラス様、愛してます」

　サイラス様の愛に魂が震える。私のうちから湧き上がるサイラス様への愛が幾重にも折り重なって積もり、熱く心を満たす。

「あなたと出会えたこと、そして、間もなくに迫る我が子との出会い。これらを与えてくれた神に、心からの感謝を伝えたいです」

　……日々の苦しさから助けてくれぬ神様を恨めしく思ったこともある。いつしか期待することをやめたら、その存在すら思い出すことはなくなった。

　今も形の見えない神様を本気で崇拝しているのかと問われれば悩ましい。他力本願な祈りには意味がないと、今の私は身をもって知っている。神様に祈り、受け身で幸運を待つだけならば、それは単なる賭けと同じ。

　だけど、感謝の心や願う心、思う心は確実に力になる。

　強く思い、行動することで未来への道が拓ける。ならば、明るい未来を与えてくれる神様は、己の心の中にこそ住んでいるのかもしれない。

「奇遇だな、セリーヌ。俺も日頃から同じようなことを思っていた」

　サイラス様は腹部に当てた手をそっと引き、代わりに大きなお腹ごとすっぽりと私を抱きしめる。そうして私の耳元に唇を寄せ、柔らかな声音で囁く。

「以前は信仰心などとんと持っていなかったのだが、お前のことだけは違った。お前との出会いを叶えてくれた天の采配に、感謝以外の感情は見つからん。もちろん腹の子についても同じだ」

「では、今度の神事ではふたりでありったけの感謝を伝えなければなりませんね」

「そうだな。公務をこんなに楽しみに感じるのは初めてだ」

　サイラス様は額と額をコツンとくっつけて、フッと笑みを深くした。じゃれ合うみたいなこんな些細な触れ合いが、情事で温もりを分け合うのに勝るとも劣らない愛しさを生むのだと、これは最近になって知ったこと。

「もっとも、お前と夫婦となり、揃って熟す公務はかつてとは段違いに面白いが」

　サイラス様の笑みがぼやける近さに迫り、そっと唇同士が重なる。

「……んっ」

　サイラス様の新しい一面を知る度に、もっともっと好きになる。彼の一言一句、一挙手一投足が私の胸を高鳴らせ、ときめかせる。私は日々、夫となったサイラス様に恋をしている。

　そうして、きっとこの恋には終着点がない。

　私はサイラス様を愛し、彼に恋をしながら生涯を過ごしていくのだろう。温かな口づけを受けながら脳裏に描いた幸福な未来に胸が詰まった。
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　神事の日は、朝から風が吹きすさんでいた。上空も厚い雨雲に覆われて、荒れた空模様だった。

　そんな天気にも関わらず、私の心はいつになく弾んでいた。

　そうして間もなく正午になろうかという時分。先触れの通り、馬車が玄関ホールに横付けで停車した。

　御者が即座に踏み台を置いて扉を開ける。サイドバーを掴んで身を乗り出してくる人影を認めた瞬間には、耐え切れずに飛び出していた。

「セリウス！」

「おい、セリーヌ……！」

　大きなお腹で踏み出していく私の後ろに、すかさずサイラス様が続く。しかしサイラス様はなにかあればすぐ支えられる近さに控えるだけで、セリウスのもとに向かう私を止めようとはしなかった。

　馬車から降り立ったセリウスと、私の視線が絡む。

「セリーヌ姉様、会いたかったよ！」

　……え!?　その瞬間、私は思わず言葉を失くした。

　すっかり血色がよくなって大人びた顔つき、低くなった声に厚みがでて逞しくなった体格、驚くべき変化は幾つもある。しかし一番私を驚かせたのは、目線の高さ。なんと私はセリウスを見上げていた。

　別れた時は、ほとんど同じだったはずのそれが、一年足らずで随分と高い位置になっていた。

　セリウスの変化……成長を目の当たりにして、用意していた歓迎の言葉も、目まぐるしく変わった状況に対する説明も、すべて頭から吹き飛んだ。

「……嘘でしょう？　本当にセリウスなの？　だってあなた、すっかり見違えたわ……！」

　一気に男らしくなった弟を前に、両手を広げた状態のまま最後の一歩を踏み出すのを躊躇した。

　すると眩しいくらいの笑みを浮かべたセリウスが残る一歩をトンッと詰めて、ためらう私の腕ごとすっぽりと抱きしめた。

「それはおかしい。だって姉様には手紙であんなに詳細に伝えていたはずなのにね」

「そ、それはそうだけど。だってセリウスったら、まるで別人のように男らしくなってしまって。とにかく、文字で知らされるのと、実際に目にするのは全然違うわ」

　必死の釈明に、セリウスはくすくすと余裕の笑みを返す。見た目だけでなく言動や所作までが、私が知るこれまでのセリウスとは一変し、大人の男の余裕すら感じさせるものになっていた。

　幼い時からずっと一緒にいて、なにかあれば私が腕に抱きしめて慰めてやっていた。そんな弟の腕の中に、今は私が抱かれている。少し寂しいような、なんだか不思議な心地がした。

「たしかに、自分でも驚くくらい背も伸びて筋肉もついてきてるよ。それに、随分と体力もついた。俺自身そろそろ保養所の退所も視野に入れて、色々考えているところさ」

　セリウスはここで一度言葉を区切ると、真っ直ぐに私を見つめた。

「それよりも姉様、改めて結婚おめでとう」

　セリウスから告げられた飾らない祝福の言葉が、誰に告げられた『おめでとう』よりも心に響く。

「ありがとう、セリウス」

「本当言うとさ、この結婚にずっと疑問を持っていたんだ。例えば、姉様の意思を無視して強行されたんじゃないかとかね。だけど、サイラス陛下が保養所を訪ねてきてくれて、彼の目を見たら姉様に対する想いに嘘がないのはすぐにわかった。この人になら姉様を任せられるって思ったよ。そうしたら案の定、姉様は今まで見たことがないくらい幸せそうな顔をしてる」

「……セリウス」

　すっかり逞しく変貌を遂げたセリウスを前にして、先に感じた寂しさを上回る喜びで胸がいっぱいになった。

「さぁセリーヌ、セリウス。ふたりとも久しぶりの再会でまだ語り足りないだろうが、この後は神事が控えている。歓談の場は、夜に改めて設ける。今はひとまず神事に備え、支度を整えんとな」

「はい。……それじゃあセリウス、申し訳ないけれど、そろそろ禊みそぎを始めないといけないから行かせてもらうわね。あなたには部屋を用意してあるから、神事まではそちらでゆっくり休んで。夜にまた、色々聞かせてちょうだい」

　サイラス様の台詞を受け、名残惜しくもセリウスの背中に回した手をそっと下ろした。夕刻に催される神事にはまだ間があるが、神の祝福を賜るため、済ませておくべき準備は多かった。

「主役は大忙しだね。どうか、無理だけはしないで」

「ありがとう」

　セリウスは最後に私の背中をトントンッと抱きしめて解放すると、サイラス様に向き直った。

「サイラス様、此度は大事な神事に招待していただき、ありがとうございます。その上、このように立派な馬車まで用立てていただいて、重ねてお礼申し上げます。おかげで道中は、移動中の車内というのが嘘のように快適でした」

　セリウスは直角に腰を折り、丁寧に礼を告げた。

「なに、お前は俺の義弟なのだ。このくらいは、当然だ」

　サイラス様は気さくにセリウスの肩をポンッと叩き、流れるように口にした。

「身に余るお言葉です」

　セリウスは恐縮した様子で、ますます頭を低くした。

「ではセリウス、神事の前にはまた使いをやる。それまで部屋でゆるりと休め」

「はい、ありがとうございます」

　サイラス様の目配せを受け、セリウスを客間へ案内するべく侍従がやって来る。セリウスは侍従に伴われ、回廊の奥へと消えていった。

「サイラス様。セリウスへの格段のお心遣い、私からもお礼申し上げます」

　セリウスの姿が見えなくなってから、私からも改めて感謝を伝えた。

「おかしなことを。夫婦なのだから、お前からの礼は不要だ。……覚えておけ、セリーヌ。お前の大切な弟は、俺にとっても同じように大切だ」

　耳にして、ジーンと胸が熱くなる。苦しいくらいにサイラス様への愛が募り、涙が出そうになった。

「では、また神事でな」

「はい……」

　時間が押してきており、少し離れた場所から女官が、気が気でない様子でこちらを窺っていた。そのため、後ろ髪を引かれつつサイラス様とはここで一旦別れた。

　女官に伴われて禊へと向かいながら、胸の熱は一向に引いていく気配がなかった。




　夕方になり、宮廷前の広場で神事の開始を報せる鐘が鳴らされた。普段であれば帝都中に鳴り響くはずの鐘の音。しかし今日は、横殴りの雨風によって鳴らすそばから掻き消されていった。

　神事の始まりに際し、大ホールには私語厳禁の静けさとは違う、なんとなく幸先悪い、重苦しい空気が充満していた。

　今日の安産祈願の神事は全皇族、および国内外の要人らも列席する重要な催しだ。神事は着席で行われるため、前方に設けられた祭壇を向くように、ホール後方までビッシリと椅子が並べられていた。

　列席者の多さに加えて祭壇のスペースがかなり広めに取られていることもあって、椅子の前後左右の間隔は詰まり、適宜取られている通路も少し狭かった。

　しかし、なにより今日の神事は普段と決定的に違う点があった。普段なら席配置は男女の別なく身分の高い順となるが、今日はホールの中央から前方に女性、後方に男性というように性別で席が明確に区分されていた。出産は女性が主体であるため、その安産を祈願する神事も女性が中心になるのだという。

　そしてこれは皇帝も例外でなく、サイラス様は女性列席者らの後ろ、男性用の席の前列中央に腰を下ろした。

　私はホール内に立ち込める淀んだ空気に眉をひそめながら、女官の案内で最前列中央の自分の席に着いた。

　あぁ、この方がサイラス様の……！　隣の席に座る女性を目にした瞬間、不思議な既視感が胸に湧いた。女性が目深にベールを下ろしていたために尊顔は拝めないが、落ち着いた佇まいは、どことなくサイラス様に通じるものを感じさせた。

　不躾にならぬよう視線こそすぐに前に向けたけれど、隣の女性が気になって仕方なかった。事前に席順は把握しており、隣の女性がサイラス様のご生母で、普段は離宮に暮らす皇太后・エリザベス様だというのは知っていた。しかし、私が皇妃となってから皇太后様が宮廷を訪れたことは一度もなかった。今日の神事を前にしても、サイラス様から事前の顔合わせなどの提案はもらっていない。

　だから私は、エリザベス様と直接言葉を交わしたことはもとより顔を合わせたこともなく、これが文字通り初対面だったのだ。ぜひ一度きちんと話をしてみたいと思った。

　……神事が終わったら、一番に挨拶をさせていただこう。

　義理の母となった方にすぐにでも挨拶をしたい思いが募ったけれど、今はグッとこらえて慎んだ。

　そんな各々の思いをよそに、ひと度進行役の神官が神事の始まりを宣言すれば、神事はつつがなく進んでいく。

　そうして神事の終盤、事前に教えられた通り神官らによって祝詞が朗々と読み上げられる中、私は席を立ってゆっくりと前に進み出る。

　祭壇の前に辿り着くと、私は重たいお腹を支えながら手順通りに片膝を突いて頭を垂れる。大きいお腹で屈む動作は少々骨が折れるのだが、これも慣例だと言われてしまえば則するしかない。

　直後に、揃いの真っ白なベールをかぶった数人の女性神官らが長衣の裾を翻しながら出てきて、頭を低くした私の周囲でくるくると舞い始める。

　神事での緊張か、あるいはセリウスとの久しぶりの対面で興奮したからか、禊のあたりからなんとなく腹部の張りが強くなっているような気がしていた。

　とはいえ、お腹が張ることはこれまでにも度々あり、その度にドクトール様に相談して特段問題はないとの回答をもらっていた。

　……最近は公務も随分減らしてもらっていたし、きっと長時間の神事で少し疲れがでたのだ。この舞いの最後に、神官から額に祝福を授かったら神事は終わる。あと少しの我慢だ。

　内心でホゥッとひと息ついて、舞いの様子を窺おうと、さり気なく目線だけを上げた。

「セリーヌ――っ!!」

　空を裂くようなサイラス様の叫び声を聞いたのと、視界に舞いの輪を外れ私に向かって駆けてくる神官の姿を捉えたのは同時だった。

　カッと見開いた私の目に、はためくベールから覗くサリー様の悪鬼のごとき形相と、その右手に握られた刃が放つ鈍い光が映る。大きく振りかぶった右腕が、今まさに振り下ろされようとしていた。

　考えるよりも前に、咄嗟に腹部を抱きしめて体を丸くした。グッと瞼を閉じ、この後襲いくるであろう衝撃に備えて息を詰めた。

　目を瞑る直前に必死に人の波を割り、こちらに駆けてくるサイラス様の姿を見たような気がした。だけど、いかんせん私と彼の間には距離がありすぎる。

　サイラス様はきっと、間に合わない。近衛以下、他の警備担当者も同様だろう。

　今、この子を守れるのは私だけ――！

　この時、怖さは微塵も感じていなかった。なぜサリー様が私に襲いかかろうとするのか、そんな疑問も今は脳裏を掠めもしない。私はただ、しっかりとお腹を抱きしめて、静かにその瞬間を待った。

　ところが、待てど暮らせど衝撃は訪れない。

　周囲には悲鳴や怒号が響き渡っていたが、雑多に入り乱れるそれらのひとつひとつに耳を傾ける余裕はなかった。体も硬直したままで、お腹に回した腕を解くことも、きつく瞑ったままの目を開くこともできずにいた。

「無事か、セリーヌ!!」

　サイラス様の逞しい腕に掻き抱かれ、その声を聞いて、私はやっと震える瞼をゆっくりと開いた。

「……サイラス様」

　強い光を湛えて真っ直ぐに私を見つめるアメジストの双眸に安堵を覚えかけたのも束の間、開いた目から一気に情報が押し寄せてくる。

　サイラス様に抱きしめられた私のすぐ前には、肩を激しく上下させながら両手を広げて立つ、ほっそりとした女性の背中があった。その足元には仰向けに倒れ込んだサリー様と、彼女を拘束する近衛兵たち。さらにどこから現れたのか、神事に参加していなかったはずのニーナがサリー様の手を咥え、唸り声をあげていた。その数メートル先には、鈍く光る短刀と朱色の滴りが見えた。

　……血？　サリー様の血かと思ってニーナに咥えられた手元を注視するが、訓練されたニーナはこんな状況にあっても肌に牙を突き立ててはおらず、噛んでいるのはまさかの袖だった。

　では、血は誰の……？

「サイラス陛下！　お怪我の状態を見させていただきます。……隣室で待機するドクトール様を呼んでこい！」

　部下に指示を叫びながら駆けてくる近衛長官のダボット様の声で、ハッとしてサイラス様の全身に目線を走らせる。

「お怪我をなさっているのですね！」

　袖に滲んだ朱色を認め、私は弾かれたように彼の腕を取った。

「なに、大事ない。短刀を弾いた時に掠っただけだ。治療には及ばん」

「けれど念の……ぁ、ぅあぁっ!!」

　念のために治療をと、そう続けようとした。しかし、腹部にドクンと突き上げるような痛みを感じ、言葉の代わりに声にならない呻きが漏れた。

「どうしたセリーヌ!?」

　直後に下肢がビシャリと濡れたような感覚があった。

　咄嗟に動いたのは、背中を向けて立っていた女性……、エリザベス様だった。

「破水しています！　ドクトールが到着次第、すぐに診察を!!」

　振り返るとすぐに私の状況を把握し、エリザベス様は声をあげた。彼女が目深にかぶっていたベールはなくなっており、その顔が遮るものなく目に飛び込んできた。

　年齢を重ねて尚衰えぬ美貌だった。そしてその目鼻立ちは、サイラス様にとてもよく似ていた。

「ここから一番近い客間に運びましょう！」

　エリザベス様は即座に羽織っていたローブを脱ぎ、私の濡れそぼつ下肢を覆い隠すように巻きつける。

「急ぎましょう！」

「わかっている！」

　サイラス様は私を横抱きにして踏み出した。

「アーハハハハハッ!!　やはり皇妃ともなると守りが堅い！　あの腹の大きなピューマのようにはいかなかったか！」

　走り出すサイラス様の後ろでサリー様があげた不気味な笑い声と怨えん嗟さの叫びに、ホール内がざわめいた。

　……腹の大きなピューマ？　サリー様はいったいなんのことを言っているのか。

「奴のように私の刃で直接切り裂くことこそ叶わなかったが、ちゃんと神は見ていてくださった！　産み月よりひと月も早く産気づいてしまっては、腹の子は無事に産まれてはこられんわ！　これは、報いだ！　我が主が己の命よりも尊んだ最愛の子をお前は奪った。それにより主は絶望し、やがて皇子の後を追って亡くなった。これは不当に帝位を簒さん奪だつした盗人エリザベス、お前への報いぞ！」

　サリー様がニーナの母のピューマを残虐な方法で殺害したことを、大きな衝撃と共に知る。

　私を抱くサイラス様の腕が強張ったのがわかった。陣痛とは別の苦しさが全身を走り抜けた。

「お黙りなさいサリー！」

　ざわつく空間を割り、ひと際鋭い声を張ったのはエリザベス様だった。

「誰が黙るものか！　お前が我が主の子を始め、四人の皇子を殺したことはわかっている！　自分の息子を皇帝にせんがため、不当に帝位を簒奪した泥棒猫め。だが、そんな略奪者の血が次代へと繋がるわけがない。お前の息子は父親にはなれず、お前に孫も誕生しない。これでお前の血は途絶えるのだ！　……我が主の無念、しかと思い知るがいい!!」

「サイラス！　この場は私に任せ、あなたは早く妃を連れて行きなさい！」

　エリザベス様は臆することなくサイラス様に叫ぶと、自身はその場に留まった。

　サイラス様は私を抱く腕に力を込めて駆け出した。

「サリー、あなたはひとつ大きな勘違いをしています。私は皇子らを殺してなどいない」

　広い大ホールを駆け抜け、扉を出ようとしたところで、走ってきたドクトール様と行き合う。サイラス様が私に代わり、端的に状況を告げる。

「セリーヌの陣痛が始まり、先ほど破水した。一番近い客間で急ぎ診察を！」

「承知しました！」

　私は襲いくる陣痛の波をサイラス様の腕の中で歯を食いしばりながら凌ぎつつ、耳はサリー様とエリザベス様の声を拾っていた。

「ハッ！　私は後宮にあって、皇子らが元気だったことを誰よりもよく知っている。そんな健康そのものの皇子が四人も、次々と不審な死を遂げた！　病死や事故、そんな偶然なわけがない！　彼らは何者かの手で殺されたのだ！　貴様が殺したのでなければ、誰が殺したというのだ!?」

「たしかに、皇子らの死は病気や事故によるものではありません。皇子らを殺めたのは――」

　しかし話が核心に触れようかという直前で、途切れ途切れだったエリザベス様の声はついに聞こえなくなった。




　痛みの波が引けば束の間休みを取り、再び陣痛が始まれば、またサイラス様の手を握って痛みに耐えた。

「……っ」

「セリーヌ、あともうひと息だ」

　そんな時間をどれくらい過ごしただろう。痛みの周期が狭まって、私はついに出産の時を迎えていた。

「俺がついている」

　サイラス様は退出しようとはせず、私の手をしっかりと取って我が子の誕生の瞬間を見守っていた。

「次の波が来たら、いきんでください！」

　ドクトール様の指示を受け、荒い呼吸を繰り返しながらなんとか大きく息を吸い込む。

「大丈夫だ、お前ならできる」

　サイラス様からも力をもらい、私は渾身の力を込めていきむ。

「ぁ、あっ、ぁああああ――っっ!!」

　その瞬間は、頭の中も心もすべてが真っ白だった。

　――おぎゃぁ。――おぎゃあ。

　そんな真っ白な中で、私は天使の産声を聞いた。半ば放心状態で力強い泣き声を聞きながら、涙がツーッとひと雫、頬を伝う。

　サイラス様が汗に濡れて貼りつく髪を撫でながら、優しく額に口づける。

「よく頑張ったな。……ありがとう、セリーヌ」

　柔らかに告げられた労いの言葉が、私の目頭を熱くする。

「セリーヌ皇妃殿下。サイラス皇帝陛下。玉のような皇子殿下のご誕生でございます」

　そうこうしているうちに、ドクトール様が処置を終えた赤ん坊を抱えて戻り、私の腕に抱かせてくれる。

「……なんて可愛いの」

「ああ、目元がセリーヌによく似ているな。きっと長ずれば、美しく聡明な男になるぞ」

　赤子を覗き込み、サイラス様が嬉々として声をあげる。

「まぁ、サイラス様ったら随分と気の早い……」

　……嬉しかった。そして、誇らしかった。

　こんなにも愛しい人の子を、私が産んだ。さらに私の胸の中では可愛い皇子が顔をクシャクシャにして元気な泣き声をあげている。

　目の前の幸福が長く苦しかった出産の疲れも一瞬で吹き飛ばしてしまうくらい、心と体にパワーをくれる。

「あなたの言葉通り、私は誰よりも幸せな妻に、そして誰よりも幸せな母になれました。すべて、あなたのおかげです。サイラス様、ありがとうございます」

「馬鹿を言うな、俺は『生涯をかけて証明する』と言ったはずだ。俺はこれから、もっともっとお前を幸せにする。だから、こんなのは序の口だ」

　溢れるほどの幸せを感じながら、脳裏にサイラス様との出会いからここまでの記憶がひとつ、またひとつと浮かび上がる。

　身代わりに気付かれた時。本来ならば、その場で手打ちにされても文句は言えなかった。だけど私は彼の温情によって命を繋ぎ、そのまま従者として残ることを許された。

　サイラス様は後悔しているようだけれど、私は彼に示された契約を温情と理解しており、そこに感謝以外の感情はなかった。

　契約後は、生まれて初めて受けた、甘やかな口づけに翻弄された。そのまま情事へ持ち込まず、猶予をくれたのも、今思えば彼なりの配慮だったのだろう。冷徹なように見えて、当時から彼はずっと優しかった。

　初めての夜は、契約とは不釣り合いなほど丁寧な愛撫で溶かされて、痛みと悦びを刻まれた。連夜の激しい情交でも、彼は決して自分本意ではなく、私の快感を最優先にどこまでも酔わせ、昂らせ、高みへと上らせた。連夜の情事は、確実に私の心と体に彼への愛を刻み込んだ。

　日々を過ごす中で、彼が随所に見せる優しい気遣いが嬉しかった。特に療養中の弟には、特別目をかけていただいた。私の大切なものを、同じように大切に思ってくれる。私にとって彼もまた、大切で特別な存在となった。

　懐妊の初期は、体調の悪さから彼にきつく当たることもあった。だけど彼は、一切責めることをしなかった。吐しゃ物を手で受け止められた時は驚き、申し訳なさを覚えたが、同時に彼の深い愛に心を打たれた。

　こうして思い返すと、いつだって彼はありのままの私を受け入れ、包み込むように見守ってくれていた。

　愛がこんなにも深く激しいなんて、彼に出会わなければ想像だってできなかった。

　……他の誰よりも、自分自身よりも、サイラス様が愛しい。

　私はもう、彼なしでは生きられない。彼だけが唯一、私の生涯ひとつの愛を分かち合う人――。

「……サイラス様、ここに呼んでもらいたい人がいます」

　溢れるほどの幸福を噛みしめながら、胸の中で小さく疼く思いがあった。この瞬間の幸せを、共に有したい人がいる。

「ああ、セリウスだな。今、呼びに行かせ――」

　侍従に指示をするべく立ち上がりかけたサイラス様の腕を取り、緩く首を横に振る。

　もちろん、弟のセリウスにもこの子を見てもらいたい。だけど出産直後の部屋に招き、生まれたばかりの我が子を見てもらいたいと願うのは……。

　私を庇おうと、身を挺ていして刃の前に立ちはだかった細い背中。阿修羅のように罵るサリー様を窘める、サイラス様とよく似た面差しの凛とした女性――。

「いいえ。呼んでいただきたいのはお義母様……皇太后・エリザベス様です」

　告げた瞬間、サイラス様は驚いたように目を瞠った。










愛の形




　幾多の歴戦をくぐり抜けてきた俺にとっても、立ち会った出産は壮絶なものだった。

　神事から一夜明けた翌朝、日の出と共に迎えた誕生の瞬間は、体の奥底から歓喜の震えが込み上げた。我が子があげた力強い産声に愛おしさが溢れると共に、この幼い命を俺が守っていくのだと胸に確固たる決意が浮かぶ。

　同時に、これまでに俺が奪ってきた多くの命のことを思った。好んで奪った命など、ひとつとしてない。だが、目の前の勝利のために必要とあらば、ためらわずに奪ってきた。そうしなければ、奪われるのは己の命だったからだ。

　……しかし、俺が奪ってきた彼らも皆、祝福を受けながらこの世に生まれた命だったのだ。我が子の産声を聞きながら、そんな当たり前のことを今さらながらに胸に刻む。

　命を奪う戦も、新たな命を生む出産も、どちらもが命がけだ。しかし両者は命に対する捉え方が天と地ほども違う。

　数多の命を奪ってきた男の俺と、新たな命を産み落とした女のセリーヌ。

　生まれたばかりの赤ん坊を腕に抱いたセリーヌは神々しいほどに美しく、まるで彼女の周囲が光り輝いているかのように見えた。

　真の強者とは奪うばかりの男ではなく、生み出す女性たちなのかもしれないと、すっかり母親の顔になったセリーヌを眩い思いで眺めながら感じた。セリーヌに、そしてすべての女性に、尊敬の念が湧いた。

　俺は言葉を尽くして心からの感謝を伝え、出産を労った。セリーヌはそれに柔らかに笑んで応えた。

　そんな穏やかな会話の中で、突然彼女の口から母の名が出たことに、驚きを隠せなかった。

「呼んでいただきたいのはお義母様……皇太后・エリザベス様です」

「……母をここに？」

「はい。両親である私たちの次にこの子を見てほしいと思うのはエリザベス様です。なによりエリザベス様は、サリー様の刃から身を挺して私を守ろうとし、産気づいた私にいち早く配慮を示してくださった恩人でもあります。私はエリザベス様に、この子の誕生を祝福してもらいたいのです」

　セリーヌの言葉に嘘はなく、それが彼女の本心でもあるだろう。しかし言外に、俺への配慮を感じずにはいられない。

　大ホールで母がサリーに語ったであろう、俺の帝位継承にまつわる重大な告白。俺はずっとセリーヌの傍らにあって、その真相をいまだに聞いていなかった。

「……産後には負担となる話が飛び出すやもしれんぞ」

　ことは人の生き死にに関わる。脅したくはなかったが、確認する俺の声は無意識に低いものになった。

「私はそんなにヤワではありませんから、大丈夫です。むしろ一緒に聞くことで、あなたの心の負担を少しでも軽くできるかもしれません。だからぜひ、ここに呼んでいただきたいのです」

　セリーヌの切り返しに、驚きを凌駕して感動が浮かぶ。魂に深く、感銘を刻む。

「降参だ、セリーヌ。俺はきっと、一生お前に敵わん。……だが、俺はそれが嬉しい。お前が俺の人生を照らし、彩り豊かに染め上げていく。当初の宣誓通り、我が生涯をかけてお前を誰よりも幸せな妻にする。だから生涯、お前は俺の隣にあれ」

「はい、約束します。それからサイラス様、私だって思いは同じです。一生涯、私もあなたへの愛を伝えていくつもりです」

「セリーヌ……」

　見つめ合った目と目で柔らかに微笑み合い、ひと呼吸の間を置いて立ち上がり扉に向かう。

「皇太后をここへ」

　扉前で控える近衛兵に端的に指示した。

　それからいくらもせず、近衛兵は母を伴って戻ってきた。母の衣服は昨夕の神事の時と同じだった。短時間での訪れとその装いを見れば、母が神事の後もずっと隣室の何処かで出産の無事をひとり祈り続けていたことが知れた。

「セリーヌ皇妃、よくぞご無事で……！　早い出産で、心配しておりました。本当に、よかった……っ！　皇子も健康とのことで、こちらもなんて喜ばしいのでしょう」

　母は真っ直ぐにセリーヌの枕まくら辺べに向かうと、開口一番にセリーヌの無事を喜び、声を震わせた。

「ありがとうございます。エリザベス様には、なにからお礼を言ったらいいのか。それに、嫁入りに際してのご挨拶もまだしておらず……。エリザベス様、改めまして、ふつつかではございますがサイラス様の妻として皇妃として精いっぱい務めてまいる所存です。なにとぞ、お導きのほどよろしくお願いいたします」

「なんてよくできたお嫁さんなの。セリーヌ様、どうか末永くサイラスをよろしくお願いいたします」

　目に涙を溜めてセリーヌと向き合う母……。何年ぶりかに目にした母の横顔は魔物のそれではなく、年相応に皺が刻まれた初老の女のものだった。

　今日はまだ、セリーヌと母以外の女の顔を見ていない。しかし、もう女の顔が魔物に見えることはないだろうと、そんな予感がした。

「はい。……あの、エリザベス様。どうぞ皇子のお顔を見てあげてください」

「まぁ！　なんて凛々しいお顔立ちでしょう」

　俺をひとり蚊か帳やの外に置いて、母とセリーヌはこの短時間ですっかり打ち解けていた。

「この子はきっと素晴らしい青年になるわ」

「サイラス様は目元が私に似ているとおっしゃいます。だけど私はサイラス様の方にそっくりだと思うんです」

「そうね。どちらの特徴も継いでいるけれど、やはり私もセリーヌ様似だと感じるわ」

「そういうものですか。やはり、自分ではわからないものですね」

　皇子の話題を中心にしばし会話は弾んだ。そうして話にひと区切りついたタイミングで、セリーヌがスッと表情を引きしめた。

「……エリザベス様にお願いがございます」

　セリーヌが母を真っ直ぐに見つめて切り出した。

「私が陣痛で退出した後、サリー様に語った真相をもう一度聞かせていただけないでしょうか。おそらく、この一件がサイラス様の心にずっと暗い影を落としてきたことは、エリザベス様もお気付きのことと思います。そして、サリー様に襲われかけた私には、彼女が凶行に及ぶに至った理由を知る権利があると思います。……ぜひ、聞かせていただきたいです」

　俺は、セリーヌに兄皇子らの不審な死とそれにまつわるうちなる感情を吐露したことはなかった。しかし、言い当てられたからといって驚きはない。

　宮廷にあれば、周囲の雑音も多い。俺が直接伝えずとも、彼女は自ずと知ったのだろう。それに彼女は、俺が寝られぬわけにも早々に勘付いているようだった。

「おっしゃる通りね。セリーヌ様、……そしてサイラス、あなたたちには知る権利があるわ」

　セリーヌと向き合っていた母が俺を仰ぎ見る。母と俺の目線が絡んだ。

　セリーヌは皇子をドクトールに預け、空いた手で俺の腕を握りしめた。

「ごめんなさい、サイラス」

「その謝罪はなんに対してです？　よもや、兄皇子らを殺めたことに対してではありますまい」

　母の目が俺と同じアメジストの色をしていたことを、何年かぶりに認識していた。

「強いて言えば、あなたのお父様を愛せなかったことかしら。それが陛下を凶行に走らせ、四人もの皇子を死に至らしめる結果を招いた」

　耳にした瞬間、俺の体内の時間が止まる。虚無のただ中に放り出されたかのように、すべての感覚が遠ざかる。

「サイラス様……」

　セリーヌの囁きにハッとする。俺の腕を握る力が強まり、その感触と温もりが俺をこの場に繋ぎとめた。

「父が息子らを殺めたというのか？」

　低く唸るような俺の問いかけに、母は頷くことで答えた。そしてひと息吐き出してから、ゆっくりと口を開いた。

「私と先帝陛下の関係について、最初からお話しします。……私と陛下の結婚は、双方にとって益のある契約だった。少なくとも、私はそう思っていたわ」

　母が口にした〝契約〟の一語にドクンと鼓動が跳ね、全身の血が沸騰したように熱くなった。

「陛下との結婚で、私は没落した実家の立て直しが叶い、陛下は孫ほどに若い妃を手に入れた。そこに愛はなかった。けれど、実家を約束通り助けてくれたことに恩義は感じていたわ。だから執拗な陛下の求めにも、諦めと共に許容して拒まずに受け入れた。ところがそんな関係の中で生まれたあなたは、無条件に愛しかった。陛下への思いに関わらず、不思議なことに我が子というのはただ愛しい存在なのだとあなたが教えてくれたわ。私は充実した暮らしを謳歌した」

　母はスッと表情を引きしめて、あえて己の感情を排除するかのように、淡々と言葉を紡いでいく。

「だけど陛下はそんな現状を不満に思っていたのね。体だけでは許してくれず、私の心を欲しがって段々と私の気を引く行動を取るようになった。正妃様と皇太子様を蔑ろにし、私とサイラスを目に見えて優遇したわ。サイラスを皇帝にしたいなどとは露ほども願ってはおらず、母子で平穏に暮らしてゆきたい私にとって、陛下の行動はただ煩わしいものだった。そんな陛下が億劫で、私は必要最低限の応対しかしなくなったの。私の態度がますます陛下の行動を加速させて、その結果は……あなたたちも知っての通りよ」

　父からの奇妙な優遇と、それにより他の妃や兄たちから向けられるあからさまな敵意。その割には、ギスギスとした母と父。幼いながらにずっと不可解に感じていた。

　俺は後宮の居心地の悪さに辟易し十歳で軍に所属する決断をしたわけだが、聞かされて初めて違和感の正体に行き着いていた。

「幼い俺は、あなたが兄皇子らの葬儀で歪んだ笑みを浮かべているのを目にしている。あなたは父の凶行を知っていたのではないか？　知りながら黙っていたのか？」

「……いいえ。知ったのは後になってからよ。私のおかしな表情や言動は、葬儀の場だけではなかったの。突然笑ってみたり、泣いてみたり……。当時、後宮という特殊な閉鎖環境が私の心をひどく不安定にさせていたから」

　無様に震える声で半ば決めつけのように問いかけたら、母はしっかりと俺を見つめて首を横に振った。

「もちろん皇子らの死に違和感はあったけれど、陛下を疑う心はまったくなかった。周囲は、私が暗殺したと信じ切っていたわ。さらに正妃様が皇太子様の死を嘆き、後を追って逝かれてしまったことで、私への風当たりは一層厳しくなった。正妃様付きの筆頭女官だったサリーの怒りは特に激しく、隠そうともせず私を罵り目の敵にしてきたわ。サリー以外の女官らからも直接的にも間接的にも責められながら、私は追い詰められた。段々と自分自身の正気が信じられなくなった。もしかすると私は忘れているだけで、本当はこの手で皇子らを殺めたのではないか。心が蝕まれた当時の私は、半ば本気で思い悩んでいたわ」

　聞かされた真実は重く、心臓が鷲掴みにされるように苦しい。しかし、真の苦しみを味わったのは俺ではない。俺などよりもっと苦しんできた人は別にいる。

　……実年齢よりも随分と老け込んで、すっかり小さくなった母。深く皺が刻まれた目尻は、ここに至るまでにいったいどれだけの涙を流してきたのだろう。俺は息子でありながら、そんな母の心に寄り添うことができなかった。

　握りしめた拳にギリギリと爪が食い込んでいたが、痛みはまるで感じなかった。

「そんな日々を過ごす中、私の居室を訪ねてきた陛下が、誇らしげに皇子たちの暗殺について語りだした。陛下は私からの賛辞と褒美を期待して目をキラキラと輝かせていたけれど、私は目の前が絶望と恐怖、後悔で真っ暗になった。それからは皇子らに死んで詫びようと何度も後宮の尖塔に上った。だけどその度にあなたの存在が私をこの世に繋ぎとめ、こうして私は今もここにいる」

「なんということだ。俺はずっと、帝位に囚われて気き狂ぐるいしたあなたが、兄皇子たちを殺めたとばかり……」

　しかし、実際に狂っていたのは母ではなく老いた父皇帝。俺は、どうして母を信じてやることができなかったのか……。

　己への怒りや不甲斐なさ、あらゆる感情が嵐のように胸の中を駆け巡る。

「間違いではないわ。陛下が凶行に走るに至った理由の一端は私にあるのだから」

「馬鹿を言うな……！　あなたが悪いわけがあるか！　すべては妄もう執しゅうに囚われた父のなしたこと。兄皇子らの死に、あなたはなんら関わっていないではないか!!　それなのに世捨て人のように離宮で贖罪の日々を送っているなど、そんな馬鹿な話があるか……！」

　母が皇子らを殺した。俺の認識ばかりでなく、これは周知の事実であり暗黙の了解になっていた。母自身、そんな汚名を自らそそごうとはしなかった。

　叫ぶように口にしながら、母の人生を思い息が苦しくなった。

「なぜ、あなたは不当な断罪を甘んじて受け入れる!?　若い身空で何年もひとり離宮で侘しく暮らす!?　亡くなった兄皇子たちの喪に服すにしても、あまりにも寂しすぎる……っ」

　母が離宮に移ったのは、最後に残っていた第四皇子が死んだ翌月。俺が十八の時だ。

　俺が宮廷に呼び戻されるのと入れ替わりで、母は追われるようにひとりひっそりと出て行った。

　ちなみにその頃、痴呆が進行した父は皇帝の実務どころではなく、会話もままならない状態になっていた。

　若くして俺を産んだ母は、当時まだ三十代の半ば。そこからずっと、母は訪ねてくる者もいない離宮でひとりだった……。

「ありがとう、サイラス。もしかすると陛下は、高齢によってまともな判断力を欠いてしまっていたのかもしれないけれど、今となってはもう本当のところはわからないわ。だけどね、私には皇子たちの弔いとは別に、負い目もあるの」

「負い目？」

「……愛してあげられたらよかった。始まりは契約でも、縁あって夫婦になったんだもの。愛を育もうと私がもっと歩み寄っていたら、違う結果もあったのかしらって」

　耳にして、目の前の母の輪郭が僅かに滲んだ。

「あり得ない、あなたは優しすぎる。……いいや、あなただけではない、セリーヌもそうだ。ずっと己だけが正しいと信じ、傲慢に生きてきた俺には信じられん。そして今、あなたやセリーヌを前にして、俺は傍若無人だった己が恥ずかしく、消え入りたい思いがする」

「おかしなことをおっしゃるのですね」

　ここまで俺と母の話を静かに聞いていたセリーヌが、俺の腕をキュッと引いた。

「セリーヌ？」

　目線を向けると、セリーヌが女神のようにおおらかな笑みを湛えて俺を見つめていた。

「だって、私はあなたほど優しい男性を知らないのですから。たしかにエリザベス様の件では、思い違いによって長く心通じ合えないままきてしまったかもしれません。けれどこれから、おふたりの時間と縁を深めていけばいいんです。間違えたと思ったら何度だって新しくやり直せばいいのだと、私は最近とみに感じています」

　セリーヌの言葉に、新境地を見たようなそんな思いがした。

　同時に、こんなにも得難く、素晴らしい女性を妻として迎えられた幸福に心が震えた。

「……そうか。やり直せばいいのか」

「はい。私たちの関係だって、最初はもっと強引で容赦なく……と、とにかく！　今はこんなにサイラス様と想い合って過ごせていますから!!」

　セリーヌは続きを口にしながら、途中でなにを想像したのか顔を赤くして早口で締めくくった。

　母はクスクスと笑って、頬を染めたセリーヌに柔らかな目を向けた。

「まぁ、仲がよくってなによりだこと。こちらが当てられてしまいそうね。……あぁ、それからサイラス。先ほどの私の暮らし向きが寂しいというやつだけれど、これからは賑やかになりそうなのよ」

「宮廷に戻ってくるのですね!?」

「いえ、それはまだ……。そうではなく、私の暮らす離宮はヘッセラボス共和国と隣接しているでしょう。あちらの森林から怪我を負った雄のピューマが庭に迷い込んできて、治療して世話をしてやっているうちに住み着いてしまったの。すっかり懐いてしまって、もう野生には戻せなかった。それで今回の帰宮に際し、置いてくるわけにもいかず連れてきたのよ。そうしたらね……」

　ここまで聞かされれば、先の展開が手に取るようにわかった。

「ニーナにも旦那様ができたんですね」

　セリーヌもピンときたようで、笑みを深くした。

「ええ。ひと目見た瞬間に、互いに鼻先を寄せ合っていた。きっともう、あの二匹が離れる選択肢はないと思うわ。……ということで、ニーナをお嫁さんにくださいな」

「なに!?　可愛いニーナを嫁にだと？　……少し、考えさせてくれ」

「まぁっ。まるで愛娘の嫁入りを前にした男親のような反応ね」

「本当で、す……ね」

　セリーヌは疲労の限界に達したようで、言葉が途中で不明瞭に途切れる。

「ごめんなさい、私が長居をしたせいで無理をさせてしまったわ。下がらせていただくから、どうかゆっくりと横になって。このお詫びと出産のお祝いは、また改めてさせてもらうわね」

　俺が声をかけるよりも早く、母は口早に言い残すと慌ただしく部屋を後にした。

　俺はあえて母を引き止めなかった。母との会話の機会はこれから、いくらだって持つことができるからだ。

「ありがとうセリーヌ。ゆっくり休むといい」

　産後の体に鞭打って俺のために母との対面の場を作ってくれた彼女の頬に、感謝を込めてキスをする。

「……ん」

　セリーヌは口元で微かに弧を描き、なんとか半分だけ覗かせていたブルーの瞳をゆっくりと瞼の後ろに隠した。

「おやすみセリーヌ」

　愛しい思いに衝き動かされ、目尻のあたりにもう一度触れるだけのキスをする。

　その時、ドクトールの腕に抱かれて続き間に移った皇子の健やかな泣き声が微かに俺の耳に届いた。我が子の瑞々しいパワーと生命力を感じながら、俺の脳裏に明るい未来の展望が浮かぶ。

　俺とセリーヌの前には、無限の愛と可能性を秘めた未来が広がっている。もちろん俺と母の前にも、そして俺と我が子の前にも数多の希望を秘めた未来が続く。そんな明るい未来への道が、セリーヌという名の光に照らされて一層キラキラと輝きだす。幸せな想像に頬が緩んだ。

「お前と歩む未来には幸福が溢れている。……セリーヌ、愛している」

　俺の告白に応えるように、セリーヌが僅かに笑んだように見えた。

　ラインフェルト帝国の宮廷には、柔らかに差し込む朝日と共に数多の愛と祝福が降り注いでいた。










エピローグ




　出産から一カ月が経った。愛しい皇子はアーサーと名付けられ、よく乳を飲んでよく眠り、すくすくと育っていた。

　この日、皇帝一家の私的エリアにある応接間では茶会が催されていた。参加者は私たち親子の他、エリザベス様とセリウス、そしてダボット様とゼネダ様の合計七人。

　内輪だけで集まったこの茶会は社交目的のみならず、皇家の混乱に際し尽力してくれた感謝を伝える慰労会を兼ねていた。

「今日は無礼講だ。存分に羽を伸ばし、ゆるりと過ごしてくれ」

「姉様、昨日は立派すぎる姿に驚かされたよ、本当にお疲れ様。長時間の演説で疲れを残していない？」

　サイラス様の声で茶会が始まると、眩しいほどの急成長で一気に男らしくなったセリウスが真っ先に私のもとに歩み寄り、労りの籠もった目でこんな風に切りだした。

　すっかり健康を取り戻し保養所を退所したセリウスは、なんと現在、私に代わってサイラス様の従者を務めている。

「ありがとうセリウス、だけど疲れなんてとんでもないわ」

　セリウスもまた私と同様に一夜で手引書を暗記し、元来の利発さと深い知識を存分に活かして見事な仕事ぶりを発揮していた。

　以前、ふたりきりになった時に『姉様がちゃんと幸せでいられるように、俺が近くから圧力をかけておかなくちゃ』などと冗談めかして口にしていたけれど、言葉に反し彼の目は真剣だった。私を案じてくれる彼の心が素直に嬉しかった。

「国民から温かな拍手と応援の声をもらって、逆に力をもらったわ」

「姉様らしいや」

「本当に、セリーヌ様はなんて頼もしいんでしょう」

　私の言葉にセリウスはヒョイと肩を竦めて笑み、隣に立っていたエリザベス様は眩しいものでも見るように目を細めた。

「昨日からこっち、巷ちまたはセリーヌ様の話題で持ちきりよ。かく言う私も、あなたの言葉に耳を傾けながら何度となく唸らされたわ。あなたでなければ、地に落ちた皇家の信頼をこんなにも早期に、かつ、見事に回復させることは叶わなかったでしょう。この演説を企画したあなたの才覚に頭が下がるばかりよ。あなたはラインフェルト皇家を、ひいては国を守った女神と言っても過言でないわ」

　昨日、私とサイラス様は先帝陛下の皇子暗殺発覚によって不安が蔓延している国民の前に、並んで釈明の演説に立っていた。

　宮廷の従事者には秘密保持の教育を徹底しており、通常では宮廷内の出来事が外部に漏れることはあり得ない。しかし今回、サリー様の凶行が神事の場であったことが災いした。近隣諸国より招いた高官らの口から、皇家の醜聞は広まってしまったのだ。

　皇族への信頼は揺らぎ、人々の胸に巣食う不信感は現皇帝であるサイラス様の求心力を低下させた。国力の弱体化に直結する由々しき事態。これの打開策を模索し、私がサイラス様に提案したのは、国民にきちんと向き合って説明責任を果たすという単純なものだった。

「買いかぶりです。私はただ、思いついたことを伝えただけで。演説の開催に関する具体的な段取りは、すべてサイラス様がしてくださいました。話す内容も、ふたりで決めたものです」

　皇族への批判は真摯に受け止めて、過去の過ちは素直に謝罪する。その上で事態をどう収束し、どんな再発防止策を立てるのか。それらを含め、今後の道筋を明確に国民に示すこと。

　私とサイラス様はこの当たり前を共有し、実行した。

「元後宮統括官・サリーへの寛大な措置も、概ね好意的に受け止められているようです。正直、自分はこれまでの慣例を破ることに少なからぬ懸念があったので、安心しました」

　近衛長官として誰よりも神経を使って私たちの身辺警護に当たってくれていたダボット様の言葉に、サイラス様が重く頷いた。

「もとより国民すべての賛同を得られるわけもない、十分な結果だ」

「ダボット様には、ここまで随分と心労をおかけしたものと思います。本当にありがとう。ですがサリー様への量刑についてはなんら違法な優遇措置ではありませんし、私は今でもこれが妥当だったと確信しています」

　慣例通りなら、皇妃に刃を向けた時点で死罪は免れない。

　しかし、私はサリー様の死を望まなかった。サリー様は現在、辺境の地で勤労奉仕に勤しみながら、亡き皇子らへの弔いの日々を過ごしている。

　ちなみに、真実を知ったサリー様は自ら犯した罪を猛省し、私たちとの面会の場で『長年、エリザベス様を恨んできて申し訳なかった。セリーヌ様にも取り返しのつかないことをするところだったのに、寛大な処分に感謝している』と、泣きながら詫びと感謝を繰り返した。

　とはいえ、この処分は決して私が権力を盾に強行的に採択したものではない。そもそも『皇族に刃を向けた者は死罪』などという法はなく、民間人同士の傷害未遂事件と同等に裁くなら、これが量刑として妥当なのだ。

「はい。自分も今ではこれが最善であったと、そう考えます」

　ダボット様は真っ直ぐに私を見て、賛同してくれた。

「父が犯した一連の犯行は、ラインフェルト帝国の皇統存続を揺るがす大醜聞と言っていい。皇籍からの死後除籍と帝位就任時代の削除で事態の収拾が叶ったのは、偏にセリーヌが国民に向けて語った誠意ある決意表明による。『皇帝は国民の代弁者であり、皇家は国民と共にある。ラインフェルト帝国の未来は皇帝が作るのではなく、国民皆で共に作り上げていく』この言葉に、感銘を受けた民は多い。もちろん俺も、その中のひとりだ」

「……サイラス様」

「母上の言葉通り、お前が救国の女神というのはなんら大げさではないぞ。とにかく、今日は一連の混乱を収束に導いた立役者であるセリーヌに乾杯だな」

　サイラス様のかけ声で、皆が一斉にカップを手に取った。皆への感謝を伝える慰労会のはずが、なぜか私が乾杯を受けることになり困惑を隠せない。

　すると、ここまでずっとアーサーを抱いてくれていたゼネダ様が、普段の侍従長官の顔とは違う穏やかな表情で口を開いた。

「アーサー皇子は、幸せなお子でございます。こんなに聡明で寛容なお母上をお持ちなのですから。お父上に関しては……、まぁとにかく、ラインフェルト帝国の行く末は明るい」

　驚くべきことにゼネダ様は大の子供好きだそうで、アーサーはずっと上機嫌で彼の腕に抱かれていた。

「おいゼネダ、セリーヌが聡明で寛容というのには大いに賛同するが、なにやら途中、俺への含みを感じたのは気のせいか？」

「おやおや、それは考えすぎというものです」

　胡う乱ろんげに眉根を寄せるサイラス様に、ゼネダ様はヒョイと肩を竦めて答える。

「ゼネダ様、アーサーをこちらでいただきますので、ゆっくりお茶を飲んでください。長くあやしていただいて、ありがとうございます」

「とんでもない。ぜひ、また後で抱かせてください」

　私はアーサーを両腕に深く抱き上げ、ゼネダ様は空いた手でスッとティーカップを取った。

「ふん、調子のいい奴だ。……では、気を取り直して乾杯！」

「「乾杯！」」

　授乳のためにアルコール摂取を控える私に合わせ、大の大人たちが紅茶で乾杯する様子はなんとも微笑ましく、私の心を温かにしてくれる。

「やはりお前は救国の女神より、俺だけの女神でいてくれ」

　盛り上がりの最中にサイラス様から囁かれ、ボンッと頬が朱色に染まる。

　さらに間が悪いことに、サイラス様の声は周囲にもしっかりと聞こえていたようで、皆から注がれる生温い視線が痛い。

「だめですよ、サイラス様！　皆さんに聞かれていますから！」

「なに、聞かせてやればいい。誰に憚ることはない、俺はお前を愛している。もちろん、アーサーも俺の宝だ」

　咄嗟に頬を膨らませるが、サイラス様は怯むことなく続ける。そうして愛おしそうに私を見つめてそっと頬に口づけると、さらに頭の位置を下げ、アーサーの額にも柔らかなキスを落とす。

　気恥ずかしいのに、嬉しい思いが募る。幸福がじんわりと心に沁みて、目頭が熱を持つ。

　幸せな涙は私が拭うよりも先に、蕩けるような笑みを浮かべたサイラス様がそっと唇で啄んだ。その目はどこまでも甘く、否が応にも愛しい思いを募らせる。

　この日、宮廷の一室から響く和やかな会話と笑い声はいつまでも尽きる気配がなかった――。
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皇帝夫妻の幸せな夜のお話




　……あぁ、さっぱりしたわ。

　私は温まった肌と髪に石鹸の香りを纏わせて、満たされた心地で浴場を後にした。

　ゆっくりとお湯に浸かって体をほぐし、ハマムで汗を流したことで、凝り固まった心と体が嘘のように軽くなっているのを感じた。お風呂でこんなにゆったり寛いだのは、実に一週間ぶりだった。

　それというのも、私の姿が見えなくなるとアーサーがぐずるのだ。女官の腕の中で泣きじゃくるアーサーを残していくのは忍びなく、公務以外の入浴や自身の身支度といったものは自ずと最低限の時間で済ませるようになっていた。

　だけど、私の心がこんなにも軽いのは、決してお風呂だけが理由じゃない。実はつい先ほど、サイラス様がヘッセラボス共和国への表敬訪問から一週間ぶりに帰ってきたのだ。

　ラインフェルト帝国では皇帝の留守中は、皇妃が権限を代行する。私は初めて己の身で一国の舵取りを担う責の重さを知り、不安に押し潰されそうになりながら、ずっと気を張り詰めて過ごしていた。

　サイラス様の顔を見た瞬間は、言いようのない安心感を覚えた。霧が晴れるように憂いがスーッと消え去って、一気に心が軽くなったのには、私自身も驚いた。

　皇妃としての立ち居振る舞いにはだいぶ慣れてきたつもりでいたけれど、どうやら私は自分が思う以上にサイラス様に守られて、助けられていたらしい。改めて、彼の偉大さを痛感していた。

　……ふふっ。とはいえ、まさか彼が魔法の目まで持っているとは思わなかったけれど。

　なぜ、サイラス様の目が魔法の目なのか……。私は、サイラス様の出迎えでの一幕に思いを馳せた――。




　サイラス様たち一行が宮廷に帰り着いたのは、宵の口に差しかかろうかという頃。帰路の道程が順調とのことで、当初の予定よりも一日早い帰宮だった。

　私は今夜も一向に寝入る気配のないアーサーを抱いて玄関ホールの前列に立っていた。アーサーはずっと機嫌が悪く、ぐずって手足をバタつかせたり体を仰け反らせたりするものだから、抱いているのは骨が折れた。

『ふぎゃっ、ふぎゃっ』

　間もなくサイラス様が姿を現わそうかというタイミングで、アーサーがむずかる声をあげた。

『いい子ね、私の可愛い天使。もう少しだけ、いい子にしていてちょうだい』

　必死でアーサーをあやしていた私は、頭上に影がかかって初めて気配に気付いた。……え!?

『セリーヌ、今戻った』

　ハッと顔を上げるのと同時、大好きな声が鼓膜と心を震わせた。

　……あぁ、サイラス様。この一週間、どんなにあなたに会いたいと願ったことか――。

　ふたりの目線が絡んだ瞬間、心の緊張が解け、全身が深い安堵に包まれていくのがわかった。

『おかえりなさいませ、サイラス様。ご無事のお戻りをお待ちしておりました』

　臣下や使用人らの手前、私は逞しい胸に縋りたい衝動を抑えて形式通りの挨拶を口にした。

『留守中、国と皇子をよく守ってくれた。ご苦労だった』

　サイラス様もそれに頷いて応えた。

　ところが、直後にサイラス様はトンッと大きく踏み出すと、人目も憚らず広い胸に私とアーサーをすっぽりと抱きしめた。

　びっくりして見上げる私に、サイラス様は憂いを帯びた目を向け耳元に唇を寄せた。

『……すまんな、セリーヌ。今回の表敬訪問に際し、お前には随分と心労をかけてしまったようだ』

　耳朶に触れる近さで囁かれ、トクトクと心臓が駆け足で鼓動を刻みだす。

『そんなことは……』

『皇子は俺がみているから、お前はゆっくり風呂にでも入ってこい。俺の留守中、ゆっくり湯に浸かる間もなかったのであろう？』

　サイラス様は労りの籠もった声で続け、自らの腕にアーサーを抱き取った。

　耳にした台詞に驚き、そして苦しいくらいに胸が熱くなった。

『きゃっきゃっ』

　……え？

　さらに驚くべきことに、アーサーがこれまでのご機嫌斜めから一転、サイラス様の腕の中ではしゃいだ声をあげていた。

　泣きべそが嘘のように嬉しそうな姿を前にして、もしかするとアーサーは赤ん坊ながらに私の緊張を感じ取り、落ち着かなかったのかもしれないと思った。

　そうでなければ、こんなに安心しきった表情を浮かべるわけがない……。

『心と体が疲れた時、俺は風呂でゆっくりひと息つくことにしている。これがなかなか効く。だからお前も、騙されたと思って入ってこい』

　……きっと、サイラス様には全部お見通しなのだ。

　サイラス様のアメジストの瞳には魔力があって、彼の留守中に右往左往する私の姿が余さずに映っていたに違いない。

『では、お言葉に甘えさせていただきます』

『アーサーのことは任せておけ』

『ありがとうございます』

　冴えた輝きを放つふたつの宝石を前にして、私はそう確信したのだ――。




　束の間の回想から、意識が今に戻る。

「……普通に考えれば、入浴や食事といった休息は長距離の移動を経て帰ったばかりのサイラス様にこそ必要なのに。本当に、頼もしくて優しい自慢の旦那様ね」

　サイラス様が皇帝としていかに有能であるかは周知だが、妻である私は彼が夫としても比類なく優れていることを知っている。

　そうして私は、皇帝としての彼の不在だけでなく、頼れる夫の不在にも、相当に追い詰められていたのだ。

　……いえ、私だけじゃないわね。

　サイラス様の不在を不安に思っていたのは、アーサーも同じ。これまで夜の時間はよく眠ってくれていたアーサーが、サイラス様が宮廷を発った日から急に夜泣きをし始め、寝つかなくなってしまった。

「サイラス様が帰ってきて、またちゃんと寝てくれるようになればいいんだけれど……。皇子様のご機嫌はどうかしら」

　この一週間、連夜寝かしつけに惨敗を喫している状況を見れば、いくらサイラス様が戻ってきたとはいえ、アーサーがすんなり寝ついてくれるとは思えなかった。おそらく私は夫婦の寝室と間続きになっている子供部屋でアーサーと共に一夜を明かすことになり、サイラス様と同じ寝台で休むことは難しいだろう。

　それでも、すぐ近くにサイラス様がいる。その事実が、私の心に昨日までとは段違いの余裕を生む。

　連夜の寝不足によって体は消耗しているけれど、心がいっぱいのエネルギーで満たされていた。泣きやまぬ皇子を腕に抱いて過ごす夜は、もう私にとって苦痛とはなり得ない。

　小さな我が子に乳を含ませて、自分の腕に抱いて育む。一見すれば当たり前だが、皇家にあってこれは決して当たり前のことではない。

　先代皇帝時代までは乳母と専属の養育係による育児が公然とまかり通り、かつ、周囲もそれを最善としていたのだ。私が自ら養育することを表明した際も、少なからず反対の声はあった。それらの声を抑え、私の望みを叶えてくれたのは、他ならぬサイラス様だ。

　……寝不足くらいで泣きごとを言っていられないわね。サイラス様の尽力によって叶った本来得難いこの一瞬を、大切にしなければならないわ。

　私は夜用のローブの裾と、肩の下まで伸びた洗い髪をなびかせて、軽い足取りで皇子の待つ子供部屋に向かった。




　子供部屋は夫婦の寝室からも繋がっているが、私は廊下から直接扉を引き開けた。

「え……？」

　目に飛び込んだ室内の光景に、私は扉の取手を握ったまま立ち尽くした。

　……嘘でしょう？　すっかり宵っ張りになってしまった、あのアーサーが眠っているわ……！

　十中八九、サイラス様か、サイラス様から引き継いだ女官がむずかるアーサーを抱いているだろうと思っていた。そのアーサーが、なんとひとりベビーベッドで眠っているではないか。

　……本当に、寝ているのよね？

　まさかという思いで、足音を忍ばせてベビーベッドに歩み寄りアーサーを覗き込む。

　ふくふくとした頬っぺたと、カールした柔らかな質感の薄茶色の髪が可愛らしい小さな皇子。髪と同じ色をした長い睫毛の後ろには、サイラス様から受け継いだ美しいアメジストの瞳を持っている。

　この一週間、涙で潤んでいることが多かったふたつの宝石が、今はピタリと閉じられた瞼の後ろに隠れていた。

　……とてもよく寝ているわ。きっと、サイラス様が寝かしつけてくれたんだわ。

　アーサーは天使のごとき穏やかな顔をして、健やかに胸を上下させていた。その頬に涙の痕はなく、口元は僅かに綻んでいるように見える。その様子から、彼が機嫌よく眠りの世界に旅立ったことがわかった。

　サイラス様の不在中のアーサーの様子を身をもって知る私には、信じられない思いだった。

　幾度かパチパチと瞬いて、スッと目を細くした。

　……私ったら、とんだうっかりね。サイラス様は皇帝として、夫として、そしてなにより父親としても、とんでもなく優秀なのだったわ。

　思い至れば、自ずと私の口元にも笑みが浮かぶ。

　おやすみなさい、愛しい天使。よい夢を……。

　アーサーを起こさぬようそっと額に口づけて、子供部屋を後にした。




　そうして私が向かったのは、間続きになっている夫婦の寝室。

　扉を引き開けると、寝室の奥に立ったサイラス様が柔らかな笑みを浮かべてこちらを見つめていた。一週間ぶりに目にする大好きなその瞳に、心の奥、深いところが熱を持つ。

　音を立てぬよう慎重に扉を閉めて、サイラス様のもとへと足を進めながら感謝を伝える。

「サイラス様のおかげで久しぶりにゆっくりお湯に浸かれました。帰国したばかりでお疲れなのに、ありがとうございます」

「なに、馬での移動など苦にもならん。ずっとアーサーに付きっきりでいたお前の方が、俺よりもよほど草臥れただろう」

　一週間前まで当たり前にしていた夫婦の会話。それが今は、安らぎを覚えながらも、なぜかドキドキしていた。

「そんなことは……、けれど、真っ先に私へのお気遣いをいただいて、とても嬉しかった」

　窓を背にして立つサイラス様は、開け放ったカーテンの隙間から注ぐ月明かりを受け、浮世離れした美しさだった。

　冴えた美貌は一見では冷たくも感じられる。だけど私とアーサーを前にした時、冷たさは立ち消えて、嘘のように甘くなることを私は誰よりもよく知っている。

　皇帝としての厳しい彼。家庭人としての優しい彼。どちらも尊敬して愛しているが、やはり彼が私にだけ見せる蕩けるような笑みは格別で、それを見るにつけ胸のときめきを抑えられない。

　今も心臓が、苦しいくらいに鳴っていた。

「それから今、子供部屋を覗いて驚きました。アーサーがとてもよく眠っていて。……実は、サイラス様がヘッセラボス共和国に発った日の晩から、アーサーはちっとも寝てくれなくなってしまったので」

「そうだったのか。お前がやつれたように見えて気になっていたが、そういうわけだったか」

　トンッと最後の一歩を踏み出して、サイラス様と並ぶ。すると彼はスッと手を伸ばし、痛ましげに私の目元を撫でる。

　連日の寝不足で浮かんだ隈くまを言い当てられたことが恥ずかしく、私は彼の目から隠すように俯いた。

「どうやら今日は、たまたま機嫌がよかったらしい。じきに寝入ってくれて助かった」

　低く穏やかなサイラス様の声は、耳にじんわりと心地いい。耳を傾けていると心が落ち着いて、とても安心できる。きっとアーサーも私と同じで、サイラス様の存在に安心し、安らかに眠りにつくことができたのだろう。

「たまたまだなんてとんでもない。サイラス様の寝かしつけが上手なんです」

「ほう、そうか。ならば、これからもアーサーの寝かしつけは俺に任せろ」

　サイラス様は軽い調子で答え、白い歯をこぼす。

　……彼の言葉は、まるで優しさと思いやりの結晶みたい。

　辛い時はもちろん、少し困った時や選択に迷った時。サイラス様はいつだって私の思いを汲み取って、そっと隣に寄り添って支えてくれる。私が抱く不安ごと、想像も及ばない優しさですっぽりと包み込んでしまう。

　私の人生でこんなにも甘やかされたことはなく、彼の優しさに触れるにつけ私は戸惑いを隠せない。そうして、身に余るほどの幸せに胸が詰まり、涙が溢れそうになる。

　一方で、彼に与えられてばかりの自分が情けなく思えてしまう。

「……だめですね。あれほど声高に乳母は不要と主張しておきながら、これしきのことで」

「なにがだめなものか。そもそも、完璧な育児などあるはずがない」

「ですが、専属の乳母を付けなかったことでサイラス様にも負担が――」

　言葉の途中で、唇にスッと人差し指が当てられる。見上げると、強い光を湛えたサイラス様の瞳とぶつかる。

「我が子を己の腕に抱き、慈しんで育む。これはお前ばかりではない、俺の望みだ」

　愛しい思いが奔流のように湧き上がって迸る。

　出迎えに立った玄関ホールでも、私はサイラス様の胸に飛び込みたい衝動に駆られていた。あの時は臣下らの手前、なんとか思いとどまったけれど、もうこらえることはできそうにない。

「……これを言ったら、満足に留守を預かれないのかと、呆れられてしまうかもしれません」

「なんだ？」

　私の唐突な物言いに、サイラス様は柔らかな眼差しで先を促す。

「本当はこの一週間、ずっと心細くて仕方なかった。あなたの帰りを指折り数えていました。……おかえりなさいサイラス様、早くあなたに会いたかった！」

　叫ぶように告げ、憚ることなく心のまま広い懐に飛び込めば、彼は両腕できつく私を抱きしめた。

「なにを呆れるものか。俺も道中、お前が恋しくて堪らなかった」

　嗅ぎ慣れたムスクに似た香りが鼻腔を掠め、大好きな彼の温もりに包まれる。甘えるように厚い胸板に頬を擦り寄せると、背中に回った腕に力が籠もる。

　苦しいくらいの抱擁を受け、一週間分の疲れや不安が一瞬で消えていく。代わりに全身が、ふわふわとした喜びで満たされるのを感じた。

「早くお前とアーサーの顔が見たくて気が逸り、帰路は無意識に隊列の速度を上げていた。お前たちの顔を見て、やっと肩から力が抜けた。……ただいま、セリーヌ」

「サイラス様……」

　耳朶に吐息がかかる近さで告げられて、心臓はドキドキと早鐘を刻み、体温が上がる。私は愛しいサイラス様の胸にすっぽりと顔を埋め、彼の温もりを堪能した。

　サイラス様は大きな手で後頭部を愛しげに撫で、滑らかな感触を楽しむように幾度も手櫛で髪を梳いた。長い指の隙間を髪が滑る度、神経が通らないはずの髪からぞくぞくと電流が走る。

　言い逃れできないくらい、体が高まっていくのを感じた。サイラス様は最後に頭をひと撫でして手を解くと、その手を私の下顎に当ててクイッと上を向かせた。

　強制的に目線を上げられて、サイラス様のアメジストの瞳とぶつかる。色欲を孕んだ雄の目は、否が応にも先に続く行為を想像させる。期待から体の内側にこそばゆい熱が灯る。下肢が潤ってくるのを感じ、胸がドキリとした。

　それはアーサーを授かって以降、忘れていた感覚だった。

　……やだ。私、なんてはしたない。

「だが、人というのは欲張りだ。お前たちの顔を見て、こうして腕に温もりを感じて満足しても、新しい欲が募る」

　恥ずかしさから視線を逸らそうとするが、それよりも少し早くサイラス様が顎に当てたのとは逆の手で腰をグッと引き寄せて体を密着させる。

「あっ」

　ピタリと抱き合った腹部に当たる張り詰めた感触に疑問を覚えたのは一瞬で、すぐにその正体に思い至る。

　えっ、これ……！　サイラス様が、私を求めてくれている！

　私を求めて滾る彼自身を肌で感じ、驚きとそれを上回る喜びが走り抜ける。下腹に灯った熱も、ますます温度を高くした。

　アーサーを授かってから、サイラス様が私に行為を求めてくることは一度もなかった。それどころか、サイラス様は意識的に性的な行為を遠ざけているようだった。

　着衣越しに抱き合い、唇を重ねることすらほとんどなくなっていたから、私とサイラス様の関係は既に男女のそれではなくなったのだと辛くも理解していた。

　私はアーサーを産んで母親となり、サイラス様は父親となった。彼に熱く乱されることはなくなっても、家族としての温もりはちゃんとある。ならば、それ以上なにを望むことがある。浅ましい肉欲は捨て、穏やかで優しい現状を受け入れるのだ。

　やがて私はこんな風に自分を納得させるようになった。それでも、彼から額や頬に労いを込めて触れるだけのキスを受ける度、嬉しさと同じ分だけ心の奥底では寂しさを募らせていたのだ。

　……だけど、そうではなかった。私はまだ、女として望まれている――。

　深い喜びが全身に巡り、目頭がジンッと熱を持つ。見る間に涙が滲んできて、私は潤んだ瞳でサイラス様を見つめた。

　すると、涙を浮かべる私の様子になにを思ったか、サイラス様は顎からスッと手を離し、熱の籠もった目も横に逸らしてしまう。

　……え？

「安心しろ。まだ産後間もないことはちゃんと承知している。俺の身勝手な欲望でお前に負担をかけるつもりはない」

　当然このまま互いの温もりを分かち合うものだとばかり思っていた私にとって、サイラス様の言葉は予想外だった。

　すぐには理解が追いつかず、困惑混じりに彼を見上げる。

「俺は今夜は別室で――」

「行ってはいや！」

　サイラス様が体を引こうとするのを感じ、慌ててその言葉尻を割って逞しい肩に縋る。筋肉に覆われた厚みのある背中をきつく抱きしめながら、彼が口にした先ほどの言葉の真意と、これまで性的な接触の一切を遠ざけていた理由を一気に理解していた。

「体なら、もう大丈夫です。……それに、欲張りなのはあなただけじゃありません」

　実は先の検診で、ドクトール先生は衝立の向こうにサイラス様を待たせたまま『体の方は、もういつでも夫婦生活を再開して大丈夫です』と私にだけそっと伝えてくれていた。頬を染める私に、先生はさらに『ただし産後は、気持ちが追いつかないこともあるでしょう。ですから、セリーヌ様の御心が整った時が、再開の正しいタイミングです』と続けた。

　この情報をきちんと共有するべきだと思いながらも、どこかよそよそしい彼を前にして、私は伝える機会を持てぬまま今日まできてしまった。だけど彼の態度が私への労りと配慮からだと知った今は、もっと早く伝えておけばよかったと後悔してやまない。

「……私も、優しい抱擁のその先が欲しいです」

　私の告白を受けてサイラス様の体がピクリと跳ねる。私は構わずにトンッと背伸びをして、薄く開いた形のいい彼の唇に、自分のそれを押し当てた。

　私からした初めての口づけは、技巧もなにもなかった。ただ唇同士を触れ合わせるだけの不器用なもので、サイラス様がくれる蕩けるような口づけとはほど遠いものだった。さらに、勢いをつけすぎてしまったようで、歯と歯がぶつかって小さな音までした。

　サイラス様はこぼれ落ちそうなくらい目を見開いて、アメジストの宝石に私の一挙手一投足を映していた。

　ここまで無我夢中で突っ走ってしまったけれど、自分から仕掛けた情緒とは無縁のキスに、一気に顔から火が出そうになった。恥ずかしくていた堪れない思いで、咄嗟に口づけを解こうとした。

　ところが私が顔を引く直前に、首の後ろに大きな手を回されて、逃げることを封じられてしまう。

「望み通り、お前に最高の一夜を約束しよう。とろとろに蕩かして、快感に酔わせてやる」

「んっ……！」

　彼の手にグッと引き寄せられ、唇同士が深く合わさる。

　……あぁ、触れ合った部分から蕩けていくみたい。

　あっという間に主導権は彼に移り、私はサイラス様に与えられる濃密な口づけに翻弄される。

　サイラス様は幾度も角度を変えて唇の柔らかさと温もりを味わった後、歯列を割って尖らせた舌を口内に差し入れた。温かく湿った舌で内頬を舐められると、じわじわと快感が湧いてくる。

　今度は彼に奥で縮こまる舌を突かれて、おずおずと舌先を彼のそれに絡ませる。舌同士を扱しごくように擦り合わせる度、得も言われぬ愉悦が走り抜けた。

　……サイラス様にどんどん満たされていく。だけど、もっと深く満たされたいと心と体が疼く。

　私は心の充足と渇望が同居しているような不思議な感覚に身悶えながら、深い口づけに没頭した。

　夜の静寂に淫靡な水音が響いていた。口にはできない淫らな欲望が膨らんで、私はそんな思いのまま縋る腕に力を込めた。

「堪らんな……」

　サイラス様は低く唸るように告げ、口づけを解いた。

　私が閉じていた瞼をゆっくり開くと、情欲にけぶるアメジストの瞳が飛び込んできた。長い口づけにサイラス様は頬を上気させ、呼吸も少し荒くなっていた。

　彼が醸す艶めかしい雄の空気にくらくらした。

「僅かにでも気を抜けば、お前の色香に俺の方が早々に酔わされてしまいそうだ」

　熱い囁きの直後、ふわりとした浮遊感に襲われる。

「きゃっ？」

　気付いた時、私はサイラス様の腕に横抱きにされていた。彼は大股で数歩先の寝台に向かい、真白い敷布に私を丁寧に横たえた。

　サイラス様は私の顔のすぐ隣に手を突いて寝台に乗り上がり、私の上に覆いかぶさる。彼の重みを受けて寝台が小さく軋んで沈み込む。

　煩いくらいに心臓がドキドキしていた。

　サイラス様は首筋に顔を埋め、唇でチュッと吸い上げる。口づけは鎖骨から胸元へと、段々と位置を下げてゆく。

　口づけの雨を降らせながら、彼の手が前合わせの夜着の隙間を割り、スルリと中に入り込む。そっと膨らみに触れ、大きな手のひらでまろみを包む。

　柔らかな手つきから、彼が明確な意図を持って強い愛撫を避けていることがすぐにわかった。

「……あ、あの」

　彼の手で両肩からハラリと夜着が落とされて、私は反射的に声をあげていた。

「どうした？」

「どうか、あまり見ないでください。まだ、崩れた体形が完全には戻っていないのです」

　サイラス様の前に緩んだ体を晒すことが恥ずかしく、消え入るように訴えた。

　私の答えに、サイラス様は虚を突かれたように目を瞠る。

「馬鹿なことを」

「……あっ？」

　一拍の間を置いてサイラス様はふわりと笑み、宝物にでも触れるみたいな丁寧さで私の胸元から腰のラインを撫で下ろす。

「アーサーを産んで、お前はますます輝くようだ。我が妻は女神より美しい」

「そんな、流石にそれは……」

　それは明らかに過度な賛辞だ。だけど耳にして、心の奥底から燃え立つような喜びが湧き上がる。

「珠のような肌も、水晶より澄んだ瞳も、それ自体が光を放っているかのような髪のひと筋まで、お前のすべては俺のものだ。俺の目から隠すことは許さない」

　積もり積もった思いが弾けた。心と体が求めるまま、愛しい人を抱きしめる。

「はい、サイラス様。私の全部を、あなたのものにしてください」

「……セリーヌ！」

「ぁあっ!!」

　私たちは縺もつれ合うように寝台に沈み、貪るように互いを求めた。逸る思いで纏わりつく着衣を脱ぎ落とし、生まれたままの姿になって、本能のまま体をひとつに重ね合う。

　……あぁ、サイラス様！

　待ちに待った愉悦に、心と体が歓喜に震える。目も眩むような快感の渦にのみ込まれて、思考が真っ白に染まる。

　慈しみと愛が沁み、深く私の心を満たす。

　ずっと彼に焦がれ、こうして肌を合わせることを熱望していた。だけど、それは決して肉欲だけではなかった。

　こうして彼の腕に抱かれ、隙間なく心と体を重ね合って感じるのは、探し求めていた魂の片割れを得たような深い充足。そしてこの思いは、きっとサイラス様も同じだろう。

　私たちはこのいっときを惜しむように、噛みしめるように、肌と肌で余さずに温もりを伝え合った。

「……サイラス様！　私、もう……っ！」

　ついに、高まり切った熱が爆ぜる。

「セリーヌ、俺と一緒に……！」

「ぁああっ!!」

　私とサイラス様は固く手を取り合って、同じ絶頂の波間を漂う。

　高みを下りてからも、私とサイラス様は余韻に浸りながら、しばらく寝台で抱き合ったまま愛し愛される喜びを分かち合った。

　……あ。そろそろ、アーサーの様子を見に行かなくては――。

「さて。名残惜しいが、アーサーの様子を一度見に行くとするか」

　私が口を開きかけたまさにその瞬間、サイラス様が私の耳元で囁いて、寝台から体を起こす。まさかのタイミングに、私は思わず息をのんだ。

「俺ばかりがお前を独り占めしていては、アーサーがへそを曲げてしまうやもしれん」

　サイラス様は軽い調子で続け、寝台の下に落ちた夜着を拾うと、私の肩に羽織らせた。

「ふふふっ。お父様のサイラス様に対してそれはないと思いますが……」

「お前は男心をわかっていないぞ。あれは赤ん坊ながらに、お前を取られんと俺に対抗意識を燃やしている」

「まぁ、そういうものでしょうか？」

　サイラス様の言葉に頬には自ずと笑みが浮かんだ。

　私はサイラス様と共に、愛しいアーサーの部屋に続く扉を開けた。

　……あら、よかったわ。皇子はまだ、ぐっすり眠っているみたい。

　ベビーベッドを覗き込み、サイラス様とふたりで顔を見合わせて頷き合う。

　ところが次の瞬間、アーサーがクシャリと顔を歪めたかと思えば、急に火がついたように泣きだした。

「ふぎゃっ、……ふぎゃあ！　ふぎゃあっ！」

「あらあら。起こしちゃったかしら」

　慌ててアーサーに腕を伸ばすが、私よりひと足早くサイラス様がその腕に軽々と抱き上げる。

「どれ？」

「ふぎゃっ、ふぎゃ……」

　サイラス様の腕に抱かれると、アーサーはいくらもしないうちに泣き止んで、機嫌よさそうに笑い声をあげた。

「きゃっ、きゃぁっ！」

「よし。いい子だ、アーサー！」

　よく似た面差しの父子が声をあげて笑い合う。その様子を目を細くして見つめながら、私は幸せを噛みしめる。

　……皇妃として、母として。そしてサイラス様の妻として。私はこれからも、目まぐるしい日々を過ごしてゆくのだろう。そしてその未来には、溢れるほどの幸福が約束されている――。

「サイラス様、私は果報者です」

「ほぅ、奇遇だな。俺も常々、同じことを思っていた」

　ポツリとこぼせば、サイラス様は白い歯を光らせてすぐに同意を示した。

「え？」

「お前とアーサーという宝を得たのだ。俺以上の果報者はいない」

　耳にして、目の前のサイラス様の輪郭がぶれ、じんわりと滲みだす。だけどサイラス様への愛だけは、この先なにがあろうとも一生涯ぶれないし、揺らがない。

「……愛しています、サイラス様。私は命果てるその瞬間まで、あなただけを愛し敬って過ごしていきます」

「ならば、それも同じだ。……我が妻に、俺の生涯の愛を約束する」

　生涯潰ついえぬ清らかな愛に、私は熱く胸を震わせた。

「きゃーぁっ！」

　その時、見つめ合う私たちの間でアーサーがちょっと不満げな声をあげる。

　その声が、まるで「僕もいるよ！」とでも主張しているようで、思わず笑みがこぼれた。

「可愛い皇子様、あなたはお母様とお父様の宝物よ。愛しているわ」

　サイラス様が同意を示すように、逞しい両腕に私とアーサーをすっぽりと抱きしめる。

　私は大好きな旦那様と可愛い皇子と共に、幸福な夜を謳歌した。




完










あとがき＆お礼小話




　ある日の朝食の席、五歳になったアーサーが天使の笑顔で切り出した。

「お母様、お願いがあります」

　私は持っていたフォークを置いて、『なにかしら？』とアーサーに向き直る。隣のサイラス様はスプーンでスープを飲む手こそ止めなかったけれど、興味を引かれた様子でこちらに視線を向けていた。

「僕が大きくなったら、お嫁さんになってください！」

　えっ!?　耳にした瞬間、私はピキンッと固まり、サイラス様は口の中のスープを喉に詰まらせて盛大に噎むせ込んだ。

「サ、サイラス様!?　大丈夫ですか？　これをお使いください」

　背中を丸めてゴホゴホと咳き込むサイラス様に手巾を手渡しながら、私はなんと答えるべきかと真剣に悩んでいた。

「お父様、お静かに願います！　僕は今、お母様と真剣な話をしているのです。……お母様、僕は本気です。どうか答えをお聞かせください」

　まさか、アーサーがサイラス様を窘めた。そうしてサイラス様と同じ色の澄んだ瞳を潤ませて私を見上げる。あまりの可愛らしさに、くらくらと眩暈を覚えた。

　……あぁ、だめ。私、この目には抗えない。それに、大きくなれば自ずと思いも変化する。ならばここで否定して、幼い心を傷つけるまでもない。

　ところが私が是と答えようとするより早く、咳の治まったサイラス様が声をあげた。

「アーサーよ、セリーヌの答えはノーだ。お前が真剣だというなら、俺も真剣に答えるぞ。彼女は俺の妻で、他の男と分け合うつもりはない。たとえそれが、お前でもな」

　子供相手になんてことを……！　慌てて席を立ち、俯いて肩を震わせるアーサーをそっと胸に抱きしめる。サイラス様を目線で諫いさめるが、彼はなおも言葉を続ける。

「お前も男なら覚えておけ。大人も子供もない、愛はいつだって真剣勝負なんだ」

「……だったら僕が、お母様を振り向かせてみせます！　お父様には負けません！」

　火花を散らす父子を取り成しながら、私は幸せを噛みしめていた――。




　これにて大団円。皆さま、最後までお読みいただきありがとうございました。




友とも野の紅こう子こ
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